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    プロローグ


    



    



    「ふう……やれやれ」


    　消滅していく怪物の骸むくろを見下ろしながら、少年は大きく息をついた。


    　繁華街から程近い、人ひと気けのない月つき極ぎめ駐車場。夕闇がゆっくりと侵食を広げる、俗に「逢おう魔まが刻とき」と呼ばれる時間帯。


    　そこで少年は、今日も無事に敵を葬ほうむった。


    　この世界に「死と破壊」をもたらさんとする異い形ぎようから、町を守ってくれた。


    　──俺が駆けつけたときには、もう戦闘は終わっていた。


    　従って、彼がどのように敵を倒したのかは分からない。手から氣の波動でも放ったのか、伝説の剣でも顕けん現げんさせたのか、はたまた目からビームでも出したのか……興味は尽きないが、俺がそれを知る必要はない。


    　何な故ぜならそこは、俺の踏み入るべき「領分」ではないから。


    　何の力も持たない一般人が、みだりに関与してはならないからだ。


    （それにしても……いくら突発的に敵が現れたからって、駐車場なんかで戦ってよかったのかな？　車が三台ほど引っくり返ってるけど）


    　俺がそんな心配をしている間にも、異形の骸はどんどん蒸発を続けていく。


    　表通りでチラリと見たときは三、四メートルはあったバケモノが、今ではもう漬け物石くらいのドロドロとした固形物になっていた。


    　怪物というのは、どうして最後に消滅や爆発をしたがるんだろうか。一つの隠いん蔽ぺい工作なんだろうか。まあ人間的には、死体処理の手間が省はぶけて助かるのだけど。


    （んじゃ、そろそろ俺も仕事をするか）


    　やがて異形が完全に消えたのを確認すると、俺は電柱の陰から飛び出して少年へと走った。


    　つい今しがた来たばかりですよ？　という感じをふんだんに演出し、声を裏返しつつ少年の背中に叫ぶ。


    「お、おいリューガ！　こんなトコにいたのかよ！」


    「あ。一いち郎ろう」


    　たちまちリューガ少年が振り向き、一瞬だけ「マズい」という表情を浮かべた。


    　安心しろ。俺は何も知らないし、何も見ていない。そこに異形がいたなんて、夢にも思っていない。ほんのり漂う腐ふ臭しゆうだって気にしない。


    　相手が何かを言うより早く、俺は努めて取り乱したまま捲まくし立てる。


    「急にいなくなったから焦ったぞ！　早く逃げようぜ！　さっきのバケモン、まだ近くにいるかもしれねえぞ！」


    　倒した本人に向けて言うのもアレだが、そこは仕方ない。


    　こいつの裏の顔なんて、俺は全く気付いていないのだから。そういう設定なのだから。


    「見ろリューガ！　車がお好み焼きみたいに引っくり返ってるぞ！　絶対あのバケモノの仕し業わざだって！　ここにいたらヤベえって！」


    「大丈夫だよ一いち郎ろう。バケモノなら消滅したみたいだ」


    　必死こいて避難を促うながす俺に、しかし少年は軽く肩をすくめてみせる。


    　あれ、正直に言っちゃうのか。せっかく気を遣って、異い形ぎようが消えるまで待ってたのに。


    「しょ、消滅した？　どういうことだよ」


    「う～ん……俺もよく分からないけど、ついさっきまでそこにバケモノが倒れてたんだ。どうも誰かと戦って、敗れたみたいだ」


    　お前だろう。敗ったの。


    「バケモノの死体は、俺が見つけたときには原形をほとんど留めてなかった。でも、表通りに現れたアイツに間違いないと思う」


    「マ、マジかよ」


    「ああ」


    「一体、誰があんなバケモノを……」


    「さあね。でも──きっともう大丈夫だよ」


    　そう言って、少年はニコリと笑った。


    　意外と女装が似合いそうな、中性的で整った顔立ち。サラサラの直毛に、適度に日焼けした健康的な肌、スラリと長い足。そして、うなじで束ねた後ろ髪。


    　高校二年にしてはやや小柄で線も細く、制服のブレザーが少し大きい。が、おそらく脱いだら彫刻のごとき、ネコ科の動物のごとき、無駄のない筋肉がついているものと思われる。


    　うん。やっぱりこいつには華がある──さすがは主人公だ。


    「さ、帰ろうぜ一郎」


    「あ、ああ」


    　歩き出した少年に、俺はすぐさま追従する。普通ならあんな説明だけで納得する奴やつはいないだろうが、それ以上の追及などしない。


    　彼がそう言うなら、この事件はここで終わりなのだ。


    　このエピソードは、もう完結したのだ。


    



    　──人知れず異形と戦う、その身に「超常の力」を宿した少年。


    　次々と現れる敵に敢かん然ぜんと立ち向かい、今日も彼はこの世界を守り続ける──


    



    　俺は知っている。これはそういう物語なのだと。


    　俺が「リューガ」と呼ぶ少年……彼こそがその主人公的存在なのだと。


    　同じ高校生でありながら、こいつは明らかに俺とは違う次元に生きている。俺が暮らすこの世界は、間違いなく彼を中心に回っている。決して妄想ではなく、俺はそう確信している。


    　そんな奴やつが、何な故ぜのうのうと学生なんてやっているのか？　そこは考えても仕方ない。そういうもんだと納得するしかない。


    　──とにかくこの世界は、きっと彼を主役とした物語の「舞台」なのだ。


    　本来のメインストーリーは、俺の関与せぬ場所で進行している。彼を主役とした、ハルマゲドン的な、ラグナロク的な、神々の審判的な、悪あしき異い形ぎようとの壮絶なる戦いの物語が。


    　共に戦う「仲間キャラ」もいるだろう。


    　可か憐れんな「ヒロインキャラ」もいるだろう。


    　もちろんご覧の通り、倒すべき「敵キャラ」もいる。


    　その他大勢の「モブキャラ」だって、決して馬鹿にはできない。


    　世界の全てはこの物語のために存在しており、誰もが登場人物の一人なのだと思う。


    　たとえ一生メインストーリーに関わらないとしても、それもまた「何も知らず平和に暮らす人々」という立派な配役なのだと思う。


    



    　……で、そういう俺は何者かって？　じゃあ自己紹介しておこう。


    　俺の名前は、小こ林ばやし一いち郎ろう。


    　主人公の「友人キャラ」という存在だ。


    　アニメやライトノベルで言うところの、「日常パート」を受け持つポジション。


    　お話のインターバル的な部分で主人公に絡み、シリアスな本筋とのバランスを取る、コメディリリーフを担になうサブキャラクター。


    　それが俺の役割である。


    　俺は少なくとも、自分という存在をそのように認識している。
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    　繰り返すが、俺の名前は小こ林ばやし一いち郎ろうという。


    　我ながら、ごくありふれた氏名だと思う。普通過ぎて逆に覚えにくいという、昨今の「キラキラネーム」とは別の十字架を背負っている。名前の由来は、もちろん長男だからだ。


    　ちなみに俺は、県立央おう明めい高校に通う二年生。


    　これまた平凡な進学校で、飛び抜けた秀才もいなければ、度を越した不良もいない。全国大会に出場するような部活も特にない。


    　俺自身、これといって特筆するような個性は皆かい無む。中肉中背で、ルックスもおそらく普通。まさしく「どこにでもいる高校生」の権ごん化げと呼ぶべき男だ。


    　……仮に俺が創作者ならば、こんな奴やつはモブである。


    　メインストーリーに関わらせるとしたら、とりあえず異い形ぎように食わせるだろう。哀れな犠ぎ牲せい者くらいしか、有効な使い道が思いつかない。


    　俺という人間は、所しよ詮せんその程度の存在……そんなことは、もうとっくに気付いている。物心がついた時分から、とっくに自覚している。


    　だが。こんな俺にも一つだけ、特技と言えるものがある。


    　それは「助演の才能」だ。


    　自分を際立たせることは無理でも、他人を際立たせることはできる。持ち上げ、輝かせ、プロデュースしてやることはできる──そういう手腕に、俺は長たけている。と思っている。


    　そして今、幸運にも俺は「主人公の友人」というベストポジションに巡り合えた。


    　この助演センスをいかんなく発揮できる、脇わき役の大役を任されているのだ。


    



    　俺だって、かつて一度も「主人公」に憧れなかったわけじゃない。


    　小さい頃、戦隊ヒーローではレッドばかりを応援していた。他の色など、所詮は「赤の添え物」だと蔑さげすんでいた。


    　そんな俺が「脇役」を意識する契機となったのは、幼稚園でやったお遊戯会。その演劇で桃太郎のお供をする動物を演じたこと。


    　ただし俺の役は、サルでもキジでもイヌでもなく、エリマキトカゲだった。通常の配役だけでは園児が余るので、オリジナルキャラが追加されたのだ。


    　他にもタヌキやアザラシ、アルパカもいたと思う。保護者らの目を気にしてか、俺たちは桃太郎の家来ではなく「お友達」という設定になっていた。


    （僕も桃太郎やりたかったな……でも僕、地味だしなあ……）


    　そんなことを思いながらも、俺はエリマキトカゲ役を全うした。最後は鬼の攻撃から親友・桃太郎を庇かばい、味方側で唯ゆい一いつの戦死者になってみた。


    「泣いてちゃダメだ桃太郎……今の君には、やるべきコトがあるだ、ろ……」


    　そう言って、息絶えるエリマキトカゲ。もちろん台本にそんな展開はなかったが、俺なりにクライマックスを盛り上げたかったのだ。


    　劇が終わると、先生が泣いていた。「一いち郎ろうくんのエリマキトカゲは一級品だった。桃太郎役のタカシくんを、本物のヒーローにさせていた」と誉ほめちぎられた。父兄からも大いに絶賛された。


    　その時の、言い知れぬ達成感、高こう揚よう感、充実感──


    　それが今の小こ林ばやし一郎の、原点となっていることは間違いない。


    



    　それからの俺は、戦隊ヒーローを見てもレッドよりグリーンを気にするようになった。それも彼がメインの話ではなく、他メンバーが当番回のときのグリーンが異様に気になった。


    　それがエスカレートしていくと、今度は戦隊メンバーですらないキャラに注目するようになった。博士とか、長官とか、ただのオヤッサンとか。


    　時に登場しない回さえある彼らに、幼い俺は熱視線を送り続けた。が、この気持ちを理解してくれる者はいなかった。


    　どいつもこいつも、声援を送る対象はメインキャラばかり……母親からも「オヤッサンのソフビ人形なんてないからね」と言われたのを覚えている。


    　小二の夏にヒーローショーへ連れていってもらったときも、来ていたのは戦隊メンバーだけだった。それでも大喜びしている同世代の奴やつらが、俺には理解できなかった。


    （みんな脇わき役を甘く見ている。メインキャラだけで物語は回らないのに。色んな登場人物がいてこそ、世界観にも深みが出るのに……）


    　そんな不満を募つのらせた小五の俺は、その思いを行動に移すことにした。


    　クラスにいる「今イチ燻くすぶっている奴」に接近し、そいつを輝かせることにしたのだ。


    　サブキャラ次第で、友人次第で、主人公はこんなにも魅力が増すんだ……それを証明するための実験と観測だった。


    　まず手始めに、転入生の石いし田だくんに目をつけた。彼は沖縄出身のサッカー少年で、内気な性格のためクラスになかなか溶け込めずにいた。休み時間はいつも校庭の隅っこで、一人寂しくリフティングなどをしている燻りっぷりだった。


    　俺は休み時間を狙って、早速こいつとの接触を図った。


    「石田！　リフティングばっかじゃなく、シュート練習もするんだ！」


    　いきなり声をかけられ、石田くんはビックリしていた。


    「こ、小林くん……？」


    「主人公的な存在は、やっぱエースストライカーだろ！　さあ、打ってこい！　俺がキーパーやってやるから！」


    「小こ林ばやしくんも、サッカーに興味あるの？」


    「ない！　何なら卓球でもいいぞ！」


    　困惑する石いし田だくんをよそに、俺はその日から彼の友人兼コーチとなった。


    　もともとフォワードの適性があったようで、石田くんはみるみる上達していった。突破力がつき、ヘッドの競せり合いにも強くなり、スペースへの飛び出しも巧みになった。


    　その一方で、俺はせっせとクラスにサッカーを普及させ、休み時間の定番遊戯とした。学年主任に掛け合い、球技大会もバスケからサッカーに変更させた。


    　石田くん自身には、沖縄テイストを色濃く出すよう指導。「なんくるないさ」を口癖にさせ、彼のシュートを「ちんすこうバズーカ」と命名した。


    「あの、小林くん。シュートの名前だけ何とかならないかな……」


    「馬鹿！　キャラクターは分かりやすく明確にしろ！　本当なら、常にサトウキビをかじってて欲しいくらいだ！」


    「や、やだよ」


    　……プロデュースの甲か斐いあって、いつしか石田くんはクラスの中心人物となった。俺が知っているだけで、彼のことを好きな女子は六人もいた。


    　今や「沖縄のサッカーの石田くん」といえば、ウチの小学校で知らぬ者なし……実験は大成功だった。


    「小林くんは、どうして僕にそこまでしてくれるの？」


    「サブキャラだからだ。お前と違って、俺は凡ぼん庸ようで無個性だからな」


    「僕の得点って、ほとんど小林くんのアシストのお陰なんだけど……でも、小林くんには本当に感謝してるよ。君がいなかったら、僕はずっと一人だったろうから──」


    　その後。そんな謙虚な石田くんは、小学校卒業を待たずまた引っ越してしまった。


    　手紙によるとセレクションに合格し、クラブチームの下部組織に入ったという。俺以上に息の合う選手には、未いまだ出会っていないそうだ。


    （やはり俺の助演センスは本物だ。それに何か、脇わき役って凄すげえ楽しい……誰かを引き立てるキャラを、もっともっとやりてえ！）


    　調子づいた俺は、中学生になると活動の幅をさらに広げていった。


    　時には山やま下したくんの恋を成じよう就じゆさせるため、相手の女の子に絡んだりした。「いいじゃねえか、ちょっと付き合えよ」と迫っているところを、駆けつけた山下くんに救出させた。二人は晴れてカップルとなった。


    「小林って、チンピラの演技が上う手まいよな……」と山下くんは感心していた。


    　不良の渡わた辺なべくんを、学校のボスにしたこともある。彼の手に負えない相手は俺がぶっ倒し、渡わた辺なべくんの手柄にしておいた。最後には主人公らしく、ちゃんと更生してもらった。


    「小こ林ばやし……きっと俺、お前には一生勝てない気がする」と渡辺くんは怯おびえていた。


    　生徒会長の関せき口ぐちくんを、学校トップの成績にしたこともある。付きっきりで勉強を教え、テストで全教科満点を取らせてやった。もちろん、主人公にカンニングなど許さない。


    「小林くん、何で僕より勉強できるんだ……」と関口くんは呻うめいていた。


    　そうやって様々な友人キャラに扮ふんし、俺はたくさんの「レッド的存在」をプロデュースしていった。お陰で無駄に友達ばかりが増えてしまった。


    　しかし──俺は心のどこかで、まだ不満を感じていた。


    （違う。こいつらじゃない。俺が支えたいのは、もっと本物の主人公だ。世界がそいつを中心に回ってるような、真のヒーローだ。どこかにいないのか？　俺が理想とする、主人公の中の主人公は……）


    　そんな飢えを抱いたまま中学を卒業し、央明高校に入学した初日。


    　俺は、そいつと出会った。


    



    



    　そいつを初めて見たのは、およそ今から一年前。入学式を終え、自分の教室に足を踏み入れたときだった。


    　──一目見て、只ただ者ものじゃないのが分かった。


    　あちこちでクラスメートたちが雑談に興じる中、ポツンと窓際に佇たたずんでいる彼は、明らかに周りのモブたちと空気が違っていた。


    （な、何だこいつは……スター性がハンパねえぞ）


    　吹き込む風に、前髪と後ろ髪がサラサラと揺れていた。華きや奢しやな体格でありながら、そこはかとない威風が感じられた。足下に置かれた学生鞄かばんまでもが、何だか神こう々ごうしく見えた。


    　そんな「特別感」を醸かもしながら、彼は窓にもたれて外を見詰めていた。


    　その横顔は穏やかでありつつも、双そう眸ぼうに力強い光を有している。強キャラが「ふむ、良い目をしている。迷いのない真まっ直すぐな瞳ひとみを」とか言いそうだった。


    （俺には分かる。こいつは間違いなく生きつ粋すいのレッドだ。いや、もはやスカーレットとかクリムゾンの域だ。一体何者だ？　ドコ中出身だ？）


    　気付けば俺は、自席を確認するより先に、一直線にそいつへと向かっていた。


    　もっと彼をよく知りたい。詳細なキャラ設定を教えて欲しい……俺の助演者としての血が、ザワザワと騒いでいた。


    「よう、お前もこのクラスか？」


    　とりあえず、そんな言葉をかけてみた。そりゃそうだろうけど、挨あい拶さつなんて何でもいい。


    「いやあ、俺も顔見知りがいなくて困ってたんだよ。これからヨロシクなっ」


    　そう言ったものの、彼はこちらを軽く一いち瞥べつしただけで、すぐに視線を景色へと戻してしまった。どうもスカした芸風のようだ。まあ、こういうタイプには慣れている。


    「俺、小こ林ばやしってんだ。小林一いち郎ろう。お前は？」


    「……火ひ乃の森もり龍りゆう牙が」


    　まずそれが、一発目の衝しよう撃げきだった。


    （ひ、火乃森、龍牙っ？）


    　もうその時点で、「小林一郎」とは天地の開きがあった。こっちは林、向こうは森。木が一つ多い上に、燃えている。名前に至っては由来の見当すらつかない。


    　こんな主人公っぽい氏名の奴やつには、会ったことがなかった。


    「へ、へえ、カッコいい名前じゃん。アニメとかライトノベルに出てきそうだな」


    「あまり好きじゃないんだ、この名前」


    「え？　何で」


    「死ぬまで宿命に縛しばられ続けるような……そんな気がしてさ」


    　──ほう。ほほう。


    　いいじゃないか。凄すげえ主人公っぽいじゃねえか。


    　こいつは本物かもしれない。俺が探し求めてきた男かもしれない！


    「とにかく、仲良くやろうぜ火乃森っ。あ、リューガって呼んでいいか？」


    「別に構わないけど……これだけは言っておく」


    「ん？」


    「あまり俺と関わらない方がいい。小林自身のためにも、ね」


    「…………」


    　普通なら「何言ってんだこいつ」と思うところかもしれないが、俺はハートを撃ち抜かれた思いだった。それは俺の中で、ほぼ百点満点のセリフだった。


    　──やだ、カッコいい！　こいつって、マジで何かの主人公じゃねっ？


    　そこで担任が現れたので、龍牙との初会話は終わった。


    　が、その後に行われた自己紹介で、二発目の衝撃が俺を待っていた。


    「火乃森龍牙です。高校生になるまでは、家の都合で中国の秘境にいました」


    　何よそれ！　どういう都合よ！


    　凄すごい名前に、凄い境遇──もう俺はその段階で、すっかり火乃森龍牙に惚ほれ込んでいた。自分がどんな自己紹介をしたのかすら、全く覚えていないほどに。


    　友達になりたい。こいつを支える脇わき役になりたい……頭の中はそればかりだった。


    　のちほど聞くと、俺は「リューガの親友の、小林です」と自己紹介していたらしい。


    



    　その日から俺は、火乃森龍牙につきまとった。


    　朝、休み時間、昼休み、放課後。一分でもあれば龍りゆう牙がに話しかけた。彼が飄ひよう々ひようとした感じなので、こちらはテンションの高いおバカなノリでいくことに決めた。


    　龍牙は当初、あからさまに迷惑げな顔をしていたが、数か月も過ぎる頃には会話に応じるようになってくれた。次第に態度も軟化し、笑顔を見せるようになった。


    「あはは。バカだなあ一いち郎ろうは。そんなワケないじゃん」


    「誰がバカだ！　マジなんだって！　屁へと会話できたんだって！」


    「何て話したんだよ」


    「俺が『ベルギーの首都どこだっけ』って呟つぶやいたら、『ブリュッセルですぜ、旦那』って」


    「絶対嘘うそだよ」


    　素顔の龍牙は、思ったより朴ぼく訥とつとしていてツッコミ上じよう手ずな奴やつだった。ますます俺のキャラと相性ピッタリである。


    「それよりリューガ、今度プールに行かねえか？　隣町に大きいのがあるんだよ」


    「悪いけど、泳ぐのはあまり好きじゃないんだ」


    「泳ぐワケねえだろ！　目の保養に行くんだよ！　プールを何だと思ってんだ！」


    「最後の一言、そのまま返すよ」


    　──学校内外で一緒に過ごす時間が増えるにつれ、俺は龍牙がまぎれもない主人公だと確信するに至った。そしてその思いは、日ごとに増していった。


    　まず、こいつは過去をほとんど話さない。


    　高校以前のことを尋ねると、「話すほどのネタはないよ」と決まってはぐらかされる。アニメでこういう主人公を見たことがある。


    　また、こいつはちょくちょく授業を抜け出す。


    　帰ってきたかと思えば、やけに疲ひ弊へいしていたり、唇から血を流していたり、制服の袖そでや裾すそが切り裂かれていたりする。ラノベでこういう主人公を見たことがある。


    　あと、こいつは異能力を持っている。


    　前に両手から発したオーラでマンガ雑誌を燃やし、「最後まで読んでなかったのに……」とヘコんでいるのを覗のぞき見た。その雑誌の連載作品で、こういう主人公を見たことがある。


    （マジだった。こいつは人知れず異い形ぎようと戦う、本当のヒーローだった！　俺の理想であり原点である、リアル勇者だった！）


    　まさか異形の怪物が実在するとは思わなかったが、そんな些さ細さいなことはどうでもよかった。


    　俺は、ようやく出会えたのだ。全てを懸かけて支えるべき、唯ゆい一いつ無二の存在に！　世界の中心とも言うべき、主人公オブ主人公に！


    　……やがて二年生に進級し、また同じクラスになれたとき。龍牙は言ってくれた。


    「また一緒でよかったよ。これからもヨロシクな一郎」


    「え？」


    「最初はちょっと迷惑だったけど、一いち郎ろうは今や、俺にとって貴重な存在だよ」


    「リューガ……」


    「俺さ、お前といるときだけは使命を忘れることができ……あっと、何でもない」


    　その言葉を聞いて、俺は「任せとけ！」と有う頂ちよう天てんになったものだ。


    　俺は認められたのだ。主人公の友人キャラとして。


    　これからも、彼の側そばにいていいのだ。龍りゆう牙がのオーディションに合格したのだ！


    



    　こうして俺の「友人キャラ人生」は、現在に至る。


    　俺の前では笑っているが、龍牙はきっと大変なんだと思う。何たって彼の双そう肩けんには、世界の命運が懸かかっている。心労でハゲないか心配だ。


    　知らないことになっている以上、俺には何もしてやれない。どう見ても秘密がバレバレなときに、それをスルーしてやることしかできない。


    　でも、それでいい。俺は正直、メインパートの龍牙には大して興味がない。俺にとっての龍牙は、「束つかの間の平穏」に身を置いているときの龍牙なのだ。


    　俺は龍牙の「仲間」ではなく、あくまで「友人」……共に戦うエリマキトカゲではなく、もっと控えめなエリマキトカゲであらねばならない。それを務め上げるだけの経験は積んできたつもりだ。


    　日常パートにおいて、彼を相手に精一杯はっちゃけること。普段の龍牙に、ひと時の安らぎとエンタメを提供してやること。


    　それが俺、小こ林ばやし一郎の使命。


    　龍牙の周りでこのポジションができるのは、きっと俺をおいて他にいない。


    



    　　　　　　　　　２


    



    　火ひ乃の森もり龍牙と出会って、すでに一年ちょっと。


    　それだけ一緒にいると、彼についてかなり詳しくなれた。


    　こう言っては何だが、龍牙は割とベタな主人公である。いわゆるステレオタイプというやつか。まあ、本人には主人公なんて自覚はないだろうし、あまり突飛なキャラクターだと弊へい害がいもあるだろうから、俺はそれでいいと思っている。


    　──龍牙は学校では、部活に入っていない。


    　いつ敵が現れるか分からないので、帰宅部というのは妥当だろう。彼はその青春を、光と闇の果てしないバトルの中で燃やしているのだ。


    　──また、龍牙はよく怪事件に巻き込まれる。


    　この町では「現代科学では説明がつかない現象」や「未確認生命体が人を襲う事案」がしこたま発生するのだが、龍りゆう牙がが関わると程なくピタリと沈静化する。もちろん元げん凶きようたる異い形ぎようの敵を、彼が倒しているのだ。


    　──そんな龍牙だが、あくまで自分のことは「ごく普通の高校生」だと言い張る。


    　これはもはや、女子トイレからカメラを片手に出てきたオッサンが「怪しい者ではございません」と言っているに等しい。普通の高校生は、異い形ぎようの邪じや気きにハッと気付いたりしない。


    　しかし俺は突っ込まない。そのセリフを華麗に受け流す。


    　俺くらい熟練の友人になると、そういう白々しい謙けん遜そんが「主人公の形式美」であることなどお見通しだ。龍牙もまた、熟練の主人公というわけだ。


    　──そして極めつき。火ひ乃の森もり龍牙の周りには、いつも誰かしら美少女がいる。


    　天使のごとく可愛らしい中学生の妹、火乃森杏きよう花かちゃん。


    　校内のアイドル的存在である、雪ゆき宮みや汐しお莉りさん。


    　剣の達人であるクールな大和やまと撫なで子しこ、蒼あおヶが崎さき怜れいさん。


    　謎なぞの転校生、エルミーラ＝マッカートニーさん。こいつに至っては髪の色が赤だ。


    　あと、数年振りに再会したという同い年の幼馴な染じみとかもいるが、いずれも不自然なまでの美少女であり、見事にタイプが違っており、あざとい氏名をしたヒロインたちである。


    　が、こいつらは俺にとって、なかなか難儀な存在だったりする。


    　彼女たちが龍牙の前に現れると、俺は「仕事」をしなくてはいけないのだ。


    　それぞれが龍牙と絡むたびに、


    「お、おいリューガ！　どうしてお前が雪宮さんと知り合いなんだよ！」とか、


    「う、麗うるわしの剣士である蒼ヶ崎さんが、わざわざ教室までリューガに会いに!?」とか、


    「エ、エ、エルミーラさん！　リューガなんかのドコがいいんスかぁ！」とか、必死に騒ぎ立てる必要があるのだ。


    　過度にモテまくる主人公に対し、驚きよう愕がく・嫉しつ妬と・慷こう慨がいなどのリアクションをしてみせる……友人キャラにおける基本中の基本なのだが、決して楽なものではない。


    　実はこれは、傍はたから見ているよりカロリーを使う。


    　俺だってテンションが低い日もある。とはいえ職務放棄をするわけにはいかない。必要ならば号泣だって求められる。


    　時に彼女たちが鉢合わせして修しゆ羅ら場ばとなり、龍牙が理り不ふ尽じんな目に遭わされたりもする。


    　その際には「フッ、思い知ったかリューガ」と勝ち誇ることも忘れない。すると決まって龍牙は「……やれやれ」と言う。それは彼の口癖だった。


    　ちなみにヒロインズは、まだ今のところ横一線。龍牙との距離を大きく縮められている者はいないようだ。


    　果たして龍牙をゲットするのは、どのヒロイン候補か……個人的には、ハーレム状態のままお茶を濁にごすのはやめて欲しい。モヤモヤするから。


    　いや、現状で全ての候補がエントリーされているとも限らない。


    　これからも新ヒロインがポコポコ登場し、龍りゆう牙がハーレムが拡大していく可能性はある。少なくとも、あと二、三名は覚悟しておくべきか。


    　龍牙の体力が心配だ。俺の血圧も心配だ。でも……まあいいさ。来るなら来い。


    　どんなキャラが出てこようと、俺が持ち上げてやる。「か、か、可愛いぃぃぃー！」と、目をハートにしてやる。


    　正直、女なんて生き物は面倒臭いだけだと思うが、そんな本音はおくびにも出さず鼻息を荒らげてみせよう。


    　俺は──友人キャラのプロだからな。


    



    



    「おいリューガ、飯にしようぜ」


    　昼休み。今日も俺はパンの入ったコンビニ袋を手に、龍牙へ声をかける。


    　こいつと昼飯が食える確率は、ここ最近あまり高くない。成功するのは五回に一度くらいだろうか。


    　龍牙は大抵の場合、いずれかのヒロイン候補によってどこかへ連れ去られてしまう。人ひと気けのない屋上だったり、使われていない教室だったり、時には学校の外だったりと。


    　そこに不満を言っても仕方がない。彼女たちは物語のメインキャラなのだから。俺のようなサブキャラより優先されるのは当たり前だろう。


    　だが……幸いにも今日は、割り込んでくるヒロインどもがいない。どうやら友人パートのようだ。


    「なあリューガ、聞けよ。また俺の『美少女リスト』が更新されたぜ！」


    　ならばと俺は、学園で可愛いとされる女子の情報を捲まくし立てる。自慢のマル秘ノートを取り出し、生年月日、身長体重、血液型、スリーサイズなどを龍牙にリークする。


    　……実のところ、大して興味はない。何人もの女のプロフィールを覚えるくらいなら、年表の一つでも覚えたい。


    　が、俺は龍牙にそれを伝えなくてはならない。ドヤ顔で語り、呆あきれられなくてはならない。ちょっとレトロな友人タイプだが、それが俺の決めたキャラだから。


    「一いち郎ろう、お前さ……そんなの調べてどうすんだよ」


    　当然というべきか、龍牙が溜ため息いき混じりに半眼で俺を見詰めてくる。ジト目というやつだ。


    「どうやって手に入れてるのか知らないけど、バレたら問題になるぞ？」


    「大丈夫だ。個人情報の漏ろう洩えいには、充分に注意してる。俺がこれを流出させるのは、親友のお前にだけだ」


    「そのバイタリティー、他のコトに使えばいいのに……」


    　牛乳パックのストローをくわえながら、龍りゆう牙がが「やれやれ」とまた嘆息する。


    　全くもって同感だ。成長期の人間のスリーサイズなど、調べたところで何の意味があるというのか。俺だって一か月の間に一キロや二キロは増減する。労力に対し、あまりにも不毛な作業だった。


    　でも仕方ない。クールな主人公の友人は、やっぱり「アホでエロ」が好相性だと思うから。俺は俺のポジションに、ただ忠実なだけなのだ。


    　そこへいくと、担任教師の峰みね岸ぎしは腹立たしい。あいつは教師として、あまりに真ま面じ目めで勤勉過ぎる。


    　主人公の担任とは、いい加減で適当であるべきだ。


    　頻ひん繁ぱんに授業を自習にすることで、龍牙に学校を抜け出す機会を与えてやるべきなのだ。そして「やれやれ、大丈夫かこの学校」と龍牙に言わせるべきなのだ。


    　加えて峰岸は、中年のオッサンだ。


    　主人公のクラス担任は、女教師であるべきだ。セクシーな美女だったり、極端なロリ少女だったり、ドジな天然お姉さんだったりするべきだ。峰岸、お前はパンチが弱い。


    　どこかへ峰岸が転任しないだろうか──と考えていた、そんな時。


    「うっ、ぐ……！」


    　いきなり龍牙が胸を押さえて苦しみ出した。
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    　全身をブルブルと震わせ、目を見開き、制服を掻かきむしっている。どうも必死で何かに抗あらがっているようだ。


    　おそらくだが、体内に宿る「あまりに強大な力」っぽいものが暴走しようとしているのだろう。それは本来なら人間の手に余るものであり、使う者によっては神にも悪魔にもなり得る危険な力なんだろう。よく知らないけど。


    　額に脂汗まで浮かべているのが気の毒だが、俺は心を鬼にして言う。


    「わはは。何をふざけてんだよリューガ」


    　……本当の友人なら、こんな反応はしない。真顔で心配するし、本心ではそうしたい。


    　しかし俺には、そんな気遣いは許されない。あくまで「主人公の苦労など露ほども知らぬ、呑のん気きな野郎」でいる必要があるのだ。


    　ここで龍りゆう牙がを甲か斐い甲が斐いしく介抱するのは、ヒロインどもの役目だ。むさい男であっては苦情が来る。


    　そんなわけで──おい、誰でもいいから早く来い。龍牙を何とかしてやれ。


    　背中から黄金色のオーラ出してるから。割とマジで可か哀わい想そうだから！


    「はあっ、はあっ…………ふぅ」


    　あ、治った。ヒロインの登場を待たず、龍牙が回復してしまった。


    　よかったんだろうか？　美少女の懸命な呼びかけが必要だったんじゃないのか？


    　せっかく頭一つ抜け出せるチャンスだったのに、あいつらは揃そろいも揃って一体何をやってるんだ。こういう嗅きゆう覚かくを持ってないと、メインヒロインの座は勝ち取れないぞ。もし予定だったヒロインがトチったのなら、そいつは丸刈りにするべきだ。


    　俺がオロオロしていると、程なくして龍牙が顔を上げた。


    「お、おいリューガ、大丈夫かよ。マズくないのかよ」


    　こちらの狼ろう狽ばいを「単なる心配」と解釈してくれたらしい彼は、肩で息をしながらバツが悪そうに微ほほ笑えんでみせる。


    「ああ、悪い……何でもない」


    「…………」


    「気にしないでくれ。本当に何でもないから」


    　何でもないはずがない。


    　オーラ出てたじゃねえか。両目が光ってたじゃねえか。ゴゴゴゴって謎なぞの地鳴りしてたじゃねえか。


    　だが、もちろん指摘するのはご法はつ度とである。俺はすぐに表情を綻ほころばせ、「お前、寝不足なんじゃね？」と楽観的な感想を返すのみ。


    「何でもないなら別にいいけどよ。睡眠はちゃんと取った方がいいぞ？」


    「ああ、分かってる」


    「どうせ夜遅くまでゲームでもしてたんだろ。それともエロ本でも読んでたのか？　俺にも回せよ、この、この」


    「あはは。ま、そんなトコかな」


    　我ながら馬鹿げた会話だとは思う。


    　寝不足で苦しみ出すって何だ。オーラは無視か。龍っぽい形になりかけてたぞ。


    　出会った頃は俺も、龍りゆう牙ががただの中二病であることを疑った時期があった。しかしご覧の通り、こいつのはマジだ。


    　先日までこの界かい隈わいで起こっていた「人々が石にされる事件」が解決したのも、龍牙の活躍のお陰なのだ。


    



    「──龍牙。ちょっと私に付き合え」


    　その日の放課後。


    　昼休みの一件をどこから聞きつけたのか、蒼あおヶが崎さき怜れいさんが教室へ乗り込んできた。


    　彼女が登場しただけで、にわかに室内がザワリとする。相変わらず侍のごとき雄々しさと、モデルのごときプロポーションが見事に同居した佇たたずまい……その炯けい眼がんが周囲を軽く一望すると、たちまち二名の女子が失神した。


    　そんな周りに構わず、蒼ヶ崎さんは長いポニーテールを揺らしてツカツカと龍牙へ向かい、彼の腕を掴つかんで立たせた。


    「あ、あ、蒼ヶ崎さんがまたリューガを！　二人は一体どういう関係──」


    「小こ林ばやし。今日は君に構っている暇ひまはない。悪いが龍牙を借りていくぞ」


    　俺に仕事すらさせず、蒼ヶ崎さんが龍牙を連行していく。こいつはヒロイン候補のくせに、龍牙より背が高い。百七十センチはあるだろうか。


    「リューガの代わりに俺が行きます！　ホテルでも女子トイレでも！」


    「自じ重ちようしろ変態」


    　俺をギロリと一睨にらみして、蒼ヶ崎さんは去っていった。


    　龍牙と一緒に帰ろうと思っていたのだが、ヒロイン候補の介入には逆らえない。彼女は俺などより、遥はるかに重要度の高いキャラクターなんだから。


    （……ちょっと見にいってみようかな）


    　しばし迷ったのち、俺はこっそり二人を尾つけることにした。


    　これまで本筋に関わりそうなことにはノータッチの姿勢でいたが、考えてみれば龍牙の異能力の概要くらいは知っておいた方がいいかもしれない。


    　せめて、龍っぽいオーラが何なのかだけでも把握しておきたい……そう思ったのだ。


    （察するに、あれはリューガに宿る守護神みたいなモンなんだろうけど……名前とかあるのかな？）


    　幸い二人が向かったのは、校内の道場だった。今日は部活がないらしく、いるのは龍りゆう牙がと蒼あおヶが崎さきさんだけ。


    　龍牙は道場の中央で、座ざ禅ぜんを組んで瞑めい想そうさせられていた。


    　そんな龍牙に向けて、剣道着姿の蒼ヶ崎さんが言う。室内が静まり返っているお陰で、扉とびらにへばりついている俺にも声がよく聞こえた。


    「龍牙。守護神が暴走しかけたそうだな」


    　……やっぱり守護神らしかった。


    「ああ。今までは何とか制御できてたんだが……」


    「力を解放する機会が増えたことで、真に覚かく醒せいしつつあるのかもしれないな。君の中に眠る、大いなる【龍神】が」


    　……やっぱり龍神らしかった。


    「でも、大丈夫だよ。俺はコイツの力なんかに呑のみ込まれたりしないから」


    「分かっているさ龍牙。君なら必ず【龍神】を御することができる。君は私が認めた──ただ一人の男だからな」


    　まだ話は続きそうだったが、俺はそこで道場を後にした。


    　とりあえず基本情報はゲットした。これ以上のことを俺が知る必要はない。それは一部のメインキャラのみが知っていればいいことだ。


    　俺に限ってうっかり口を滑らせることはないだろうが、聞かずにいるのが一番。女子どものスリーサイズとは、秘密の重みが違うのだ。


    （それにしても……【龍神】かあ）


    　いささかベタ過ぎやしないだろうか。


    　もっとこう、リヴァイアサンとか、ヨルムンガンドとか、ケツァルコアトルとか、横文字にならなかったのだろうか。そこだけが気がかりだ。


    　もちろん、全てがフィクションのようにいかないことは、俺だって承知している。


    　龍牙の物語は、リアルドラマなのだ。現実離れした現実なのだ。だからこそ、別にヒネる必要などない。


    　でもせめて、もうちょっとネーミングをさ……。
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    　それから滞とどこおりなく平日が過ぎ、日曜日がやってきた。


    　祝祭日だって、俺が完全にオフとなるわけではない。親友の身である以上、よく龍牙とは街へ遊びに出かけたりする。学校ばかりが俺のステージじゃないのだ。


    　私服で龍牙と会うときは、それなりに注意が必要だ。


    　いくら三枚目のサブキャラとはいえ、俺は仮にも主人公の親友。着飾る必要はないが、あまり小汚ない格好もできない。何より重要なのは、主人公とファッションが被かぶらないこと。


    　まあ、今日のところは龍りゆう牙がとの約束は入っていない。


    　日頃の重責を忘れて、ゆっくり羽を伸ばすとしようか……そう思っていたのだが、予定がくるってしまった。


    　ちょうど駅前で、学園のアイドルこと雪ゆき宮みや汐しお莉りさんとバッタリ出くわしたのだ。


    「あれ、雪宮さん。誰かと待ち合わせ？」


    「ええ、まあ」


    「もしかしてリューガとか？」


    　問うと、たちまち雪宮さんが赤くなってうつむいた。なるほど、今日の龍牙はデートイベントだったか。


    　雪宮さんは王道の清純派ヒロインなので、私服もシックな純白のワンピースだ。腰まで届く亜麻色のロングヘアーが、服装と絶妙にマッチしている。両手で提げた小振りのバスケットには、きっと龍牙のためのお手製ランチが入っているのだろう。


    　……この雪宮汐莉は、全校男子の憧れの的であり、良家のご令嬢だ。


    　お淑しとやかで、誰にでも優しく、しかし世間知らずというギャップも併あわせ持っている。やや胸が慎ましいのが残念だが、龍牙ハーレムの中核を担になうヒロイン候補と言えるだろう。


    　成績上位の優等生にも拘かかわらず、彼女もまた龍牙と一緒に授業を抜け出すことが多い。共に戦っているものと思われる。


    　つまり雪宮さんも、異能力者なのだ。


    「あの、確か火ひ乃の森もりくんのお友達の」


    「ハイ！」


    　微ほほ笑えみながら告げてくる雪宮さんに、俺は幼稚園児のごとく元気に返事した。


    　さすがは雪宮さん。俺みたいな木こっ端ぱキャラでも邪険に扱ったりはしない。女子のスリーサイズを調べまくっているセクハラ大明神に、こんな柔らかい笑顔を向けてくれるとは。


    「小こ林ばやし一いち郎ろうさん、でしたよね？」


    「え？　あ、そうそう小林！　いや～、知っててくれたなんて感激だなあ」


    　……俺としたことが、一瞬リアクションに遅れてしまった。


    　雪宮さんは隣のクラスだから、俺の名前を思い出せただけでも気が利いている女の子だ。だがこの場合はむしろ、気が利いていない。


    　違うだろう雪宮。


    　今のは名前を間違うところだろう。


    　大林さんでも中林さんでもいい。お前のちょっとお茶目な部分を見せる、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだったはず！


    　正解したのは頂けない。それは逆に不正解だ。


    　王道のヒロイン属性を持っているからといって、気を抜かない方がいい。そういうキャラは得てして、他のヒロイン候補に食われることがある。


    　雪ゆき宮みや汐しお莉りがメインヒロインの座を勝ち取るには、もっとアクが必要だと思う。


    「あ、あの、ところで小こ林ばやしさん。もしお時間があるなら、一つ質問してもいいですか」


    　俺の失望など知る由よしもなく、雪宮さんがそんなことを言ってくる。


    「質問？　何？」


    「えっと、その……」


    　急にモジモジし出した雪宮さん。


    　上目遣いでチラチラと俺を窺うかがいつつ、しばらく逡しゆん巡じゆんを続ける。


    「そんなに訊ききにくいこと？」


    「いえ、そういうわけじゃ……ただ、普段の火ひ乃の森もりくんって、どんな感じなのかなって……」


    　消え入りそうな声で呟つぶやいた雪宮さんに、俺は内心ニヤリとした。なるほど、そうきたか。


    　男友達といるときの主人公を知りたい──それはヒロインとして当然の感情だ。もはや義務と言っていい。


    　恥じらった表情、ツンツンと指先を突き合わせているのも見事。意外と心得ているじゃあないか雪宮。さっきのマイナスポイントを取り返したぞ。


    「普段のリューガ？　う～ん、そうだなあ」


    　ここぞとばかりに龍りゆう牙がを誉ほめそやしてやりたい気持ちを抑え、まず俺は一言でバッサリ切り捨てた。


    「あいつは──ただの変人だな」


    「へ、変人？」


    「ああ。あいつって何を考えてっか分かんねえし、最近どうにも付き合い悪いし、両親が長期出張中でほとんど家に帰ってこないし、だから無駄に料理スキル高いし」


    　戸惑う雪宮さんをよそに、俺は淀よどみなくスラスラと悪態を続ける。ついでに龍牙の家庭事情もさりげなく教えておく。


    　親友をこき下ろすのは心苦しいが、これも俺の役割だ。


    「でもまあ……リューガは俺と違って、しっかり者で芯の通った奴やつだから。きっと自分の彼女とかは、凄すげぇ大切にするんじゃないかな」


    　そして最後は自分をダシにして、龍牙を一気に持ち上げる。


    　これは卑ひ下げであって卑下ではない。俺の株も上がっている。俺は龍牙の悪友であり、理解者キャラなのだ。


    「雪宮さんも頑張りなよ。リューガは競争率高いだろうけどさ」


    「わ、わ、私は別に、そんなっ」


    　雪ゆき宮みや汐しお莉りが真っ赤になって首をブンブン振る。いいリアクションだぞ雪宮。


    「今からリューガとデートなんだろ？　あいつは結構、恋愛モノの映画とか好きだからさ。観たい作品が上映中だって言ってたから、よかったら誘ってみれば？」


    「ア、アドバイス、感謝します……」


    　耳まで赤くしながらも、折り目正しくペコリとお辞儀してくる雪宮さん。残念だが、俺が力になれるのはここまでだ。あまり一人のヒロインに肩入れするわけにはいかない。


    　さて、そろそろ龍りゆう牙がも来るだろうし、俺は去らせてもらおう。


    （……待てよ）


    　その時、俺の胸にふと一いち抹まつの懸け念ねんがよぎった。「本当にこれでよかったのか？」と。


    　主人公を差し置いて、ヒロインと絡む……これは友人として出過ぎた行為だったのでは？


    　雪宮さんは、あくまで龍牙のものだ。勝手に絡んでフラグでも立てたら大事になる。フラグというのは、どこに転がっているか分かったものじゃないのだ。


    　少し配慮が足りなかったかもしれない。挨あい拶さつだけして別れた方がよかったのかも。挙げ句に雪宮さんから感謝されてしまうとは、俺らしからぬ軽挙だった。


    　ちょっと軌道修正しておくか……。


    「──雪宮さん。やっぱり今のくだり、なかったことにしないか」


    「はい？」
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    　いきなり真ま面じ目めな顔になった俺に、雪ゆき宮みやさんが小首を傾かしげる。


    「俺はここを通りかからなかった。雪宮さんとも会っていない。いいな？」


    「は、あ？」


    　意味が分からずポカンとしている雪宮さん。察しの悪い女だ。詳しく説明していると、龍りゆう牙がが来てしまう。


    「とにかく、俺たちは会ってない！　リューガには何も言うな！」


    「それは、どういう……」


    「いいから！　チクりやがったら、ローリングエルボー食らわせっぞ！」


    　念を押すように恫どう喝かつして走り去る。そして物陰に潜み、取り残された雪宮さんを見守る。


    　と、間もなく龍牙がやってきた。いつもの爽さわやかな笑顔で、雪宮さんに「ゴメン、待たせちゃったかな」と声をかけている。


    　その様子を慎重に観察し、俺はタイミングを見計らう。


    　焦るな。まだだ。もう少し……よし、今だ！


    　二人が歩き出そうとした刹せつ那な、俺は満まんを持じして足を踏み出した。何食わぬ顔で、あくまで自然に、二人へと近付いていく。


    「あ、一いち郎ろう」


    　俺に気付き、龍牙がヒョイと片手を上げてくる。


    　俺もそれに手を上げて応えようとして、すぐさま表情を一変させる。


    　視線の先には、雪宮汐しお莉りさん。今しがた普通に喋しやべっていた相手。


    「ようリューガ。それに……ゆ、ゆ、雪宮さんだとぉぉぉー!?」


    　我ながらデ・ニーロにも劣らぬ迫真の演技だった。


    　呆ぼう然ぜんと二人を見比べ、口をパクパクさせ、地面に崩れ落ちる。血涙だって流してみせる。


    「な、何でお前が雪宮さんと一緒にいるんだ！　どういうことだ！　デートかっ？　デートなのか!?　最近やけに親しげだと思ったら、そこまでの仲だったのかぁぁ!?」


    「ち、違うって」


    　通行人たちが、何事かとこちらを注目してくる。


    　俺の絶叫に驚き、主婦の連れたチワワがギャンギャン吠ほえ出した。おい、邪魔するな。今イイところなんだ。


    「こっちは一人寂しく日曜を過ごしてるってのに、お前という奴やつはぁぁぁ！」


    「俺と汐莉は、別にそういう関係じゃ……」


    「なに名前で呼んでんだコラァァー！」


    　地べたをゴロゴロとのたうち回り、駄々っ子のように手足をバタつかせる。でも腹式呼吸は忘れない。


    「大体お前には、幼馴な染じみの里り菜なちゃんがいるだろうが！　家が隣で、家族ぐるみの付き合いの、二年Ｅ組の里り菜なちゃんがいるだろうがああ！」


    　いささか説明的だったか。まあ構わないだろう。


    「落ち着けって一いち郎ろう」


    「これが落ち着いてられっか！　チクショウ！　何なんだお前はあああ！」


    　……雪ゆき宮みや汐しお莉りが呆あつ気けに取られている。


    　見開かれた大きな目が、「貴方あなたこそ何なんですか」と無言で訴えていた。
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    　翌日。週が明けて月曜日。


    　駅前での一幕などなかったかのように、俺は相変わらず龍りゆう牙がに女子生徒のスリーサイズを伝え続ける。


    「なあ一郎。汐莉とは本当にただの友達なんだよ」


    　まだ龍牙はそんな言い訳をしてくるが、それはどうでもいい。泣き叫びながら走り去った時点で、あの場面における俺の役目は果たされている。


    　そんなことより──新たなミッションだ。


    　放課後になると、俺は嫌がる龍牙を連れて剣道場に行った。その目的は、蒼あおヶが崎さき怜れいの着替えを覗のぞくこと。


    　こういうイベントも、日常パートには不可欠だ。バトルばかりじゃ龍牙も疲れてしまう。適度な息抜きは必要だろう。


    　さて。今回のターゲットである蒼ヶ崎さんだが……彼女は剣士キャラであり、ヒロインで唯ゆい一いつの三年生だ。


    　長身でキリリと凛り々りしい和風美人タイプで、口調や性格もかなりサバサバしている。しかしそこはヒロイン候補の一角、「巨乳」というシンプルかつ最大の女子要素も装備している。ポニーテールから覗くうなじも色っぽく、なかなかの曲くせ者ものだ。


    　ちなみに蒼ヶ崎さんは、剣道部に所属しているわけではない。この前や今日のように部が活動しないとき、学校の道場を借りて一人稽けい古こしているだけだ。


    　理由は「学生剣道に自分が参加するのはフェアじゃない」というものだが……本当のところは龍牙が帰宅部なのと同じ理屈だろう。


    　この蒼ヶ崎さんもまた、龍牙と共に戦っている「仲間キャラ」なのだ。以前に一度、暴走したダンプカーを真っ二つにするところを見た。見なかったことにしたが。


    「なあ一郎、やっぱりよそうぜ。こういうの良くないぞ」


    「今さら怖おじ気け付いてんじゃねえっ。この窓の向こうに、夢にまで見た桃とう源げん郷きようがあるんだぜ？　エルドラドがあるんだぜっ？」


    　道場の隣にある更衣室。その窓に校舎の外側から忍び寄って、しゃがみながら待機する俺と龍りゆう牙が。ちゃんとカーテンを開けてくれている辺り、さすがは蒼あおヶが崎さきさんだ。


    　あとはそっと窓を覗のぞくだけ……日常パートにだって、このようにスリリングな展開はあるのだ。それを演出するのが友人の役目。変態キャラの面めん目ぼく躍やく如じよだ。


    「よ、よし、行くぜリューガ。見逃すなよ？　胸に瞼まぶたに刻み込めよ？」


    「……やれやれ」


    　目を血走らせる俺とは対照的に、龍牙のテンションがやけに低いのが気にかかる。


    　まあ、性欲の薄い主人公は珍しくない。あんまり俺と一緒にハアハア興奮されても、それはそれで困る。こいつは少しスカしているくらいで丁度いいのだ。


    「そ～っと、そ～っと……」


    　一切の気配を消し、細心の注意を払って窓を覗き込む。


    　そこには果たして、こちらに背を向けて無防備に白肌を晒さらしている蒼ヶ崎さんがいた。すでに下は制服のスカートを穿はいてしまっているが、上半身はまだブラジャー姿だ。


    　──さあ、ここからが俺の「真の仕事」だ。


    　見せてやろう。俺の職人芸を。友人キャラとしての有能さを。


    「へ、へ、ヘックシっ！」


    　そこで俺は、盛大なクシャミをしてみせた。


    　昨夜から練習していた、自然でありながらフルボリュームの一発を放ってみせた。


    　蒼ヶ崎さんがハッとこちらを向く。制服のブラウスを胸に当てつつ、傍かたわらの木刀に手を伸ばす。


    「うお！　しまった、バレちまった！」


    　言うまでもなく、しまったわけではない。全て筋書き通りだ。


    　スケベな犯行は、往々にして未遂で終わる。その後タコ殴りにされ、報いを受ける──この手のエピソードは、そこまでがワンセットなのだ。


    「き、き、貴様たち……この不ふ埒らち者どもが！」


    　いつもは沈着冷静な蒼ヶ崎さんが、羞しゆう恥ちと怒りで涙目になっている。


    　頬ほおを紅潮させ、肩をワナワナさせ、ついでに巨乳をプルプル震わせている。ナイスリアクションだ。


    　彼女のような堅物キャラは、エロ方面に免めん疫えきがないのがお約束。そのギャップが萌えることを彼女はよく理解している。上級生の年の功か。


    　でも蒼ヶ崎さん、一つだけダメ出しをさせて欲しい。


    　ブラジャーはやめるんだ。和風キャラはサラシを巻くんだ蒼ヶ崎。


    「婦女子の着替えを覗くとは、言ごん語ご道どう断だん！　そこに直れ！」


    「ひい！　逃げるぞリューガ！」


    　こうして計画はつつがなく水すい泡ほうに帰きし、俺たちは直ただちに逃亡態勢へ入る。そうだ。追ってこい蒼あおヶが崎さきさん。胸を景気よく揺らしながら！


    　走り出した矢先、俺の真横を何かがビュンと追い越し、前方の木に突き刺さった。


    　蒼ヶ崎さんが投げた木刀だった。死んだらどうする蒼ヶ崎。


    「私から逃げられると思っているのか！」


    　たちまち背後に怒号が迫って、俺の襟首がグイと引っ掴つかまれる。


    　もちろん、それは蒼ヶ崎さん。超人的な脚力で窓から飛び出した彼女は、あっという間に俺の確保に成功。もう片方の手にも、すでに龍りゆう牙がを捕らえていた。


    　……数秒後。俺と龍牙は並んで正座させられ、その場でお裁きを受けることとなった。


    「さて貴様たち。申し開きはあるか？」


    　蒼ヶ崎さんが、鮫さめのような目で睨にらんでくる。何な故ぜか俺ばかりを睨んでくる。


    「……ありません」


    「よし。ならば沙さ汰たを選ばせてやる。斬ざん殺さつと刺殺と撲殺と絞殺、どれがいい？」


    「できれば悩殺でお願いします」


    「まだ減らず口を叩くか！　こ・の・ヘ・ン・タ・イ・がっ……！」


    　蒼ヶ崎さんに首をギリギリと絞められる。口からエクトプラズムでも出したいところだが、生憎と俺はそんな異能力を持っていない。


    　ふと見ると、蒼ヶ崎さんのブラウスからブラジャーが垣かい間ま見えていた。怒りで上半分のボタンを留め忘れているようだ。


    （マズい）


    　俺は咄とつ嗟さに、彼女の胸元から目を逸そらす。


    　ヒロイン候補の下着をまともに見ていいのは、主人公だけだ。俺は見てはいけない。


    　どんなに策を弄ろうしても、決して拝むこと叶わない……それが友人キャラの宿命。


    「小こ林ばやし！　どうせ貴様が龍牙をそそのかしたんだろう！」


    「そんな！　濡ぬれ衣ぎぬだ！　あんまりだ！」


    　その通りだ。しかしこうでもしないと、龍牙はサービスシーンをスルーしてしまう。


    　繰り返すが、龍牙は性欲が薄い。ハーレム系の主人公とは鈍感で草食系なものだが、龍牙は特にそれが顕けん著ちよなのだ。


    「嘘うそをつけ！　龍牙からノゾキなど言い出すわけがないだろう！」


    「本当なんです！　俺はリューガに言ったんです！　『やっぱりよそうぜ。こういうの良くないぞ』って！　そしたらリューガの奴やつ、エルドラドがどうたらって！」


    　すると龍牙が、「逆じゃん……」と呟つぶやいた。


    　ツッコミをありがとう龍牙。そう、お前はノゾキなんて言い出す子じゃない。


    　俺は蒼ヶ崎さんより、遥はるかにお前を贔ひい屓き目めで見ている。親バカならぬ主人公バカなのだ。


    「小こ林ばやしよ。最さい期ごに言い残すことはないか」


    「え、えっと……こうやって土下座してますと、パンツが見えそうです」


    「死ね！」


    「注意しただけなのにぃー！」


    　とどめとばかりに、気絶する前にスベっておく。脇わき役は必要以上にウケるべきじゃない。


    　気絶の振りだけするつもりだったのだが、蒼あおヶが崎さきさんはマジだった。


    　頭頂部に二度、ゴチン！　ゴチン！　と衝しよう撃げきが走り、目の前に火花が散り、俺の意識はそこでブツリと途絶えた。


    　その直前、龍りゆう牙がと目が合った。彼は少しだけ不機嫌そうに俺を睨にらんでいた。


    　俺が罪をなすりつけようとしたのを怒っているのだろうか。それとも、蒼ヶ崎さんのブラジャーを見たことを怒っているのだろうか。


    　心配するな。俺はそれをほとんど視界には入れていない。そんなヘマはしない。


    　なあ龍牙、だからさ……蒼ヶ崎さんと一緒に殴るのはやめてくれ。


    　二発目のゴチン、お前だったよね？


    



    　一時間ほどのち。


    　俺は目を覚ますと、自宅のベッドにいた。


    　どうやら龍牙が運んできたらしい。まだ頭がジンジン痛むが、さすがは戦闘のエキスパートたち……上う手まく急所を外してくれたようだ。


    （庭の植木鉢に鍵かぎを隠してあるって、リューガに教えといて正解だったな）


    　ちなみに俺の家は龍牙と同じく、両親が共働きで滅多に帰ってこない。


    　だからといって、龍牙のように料理などできないし、する気もない。昼も夜も、飯なんてコンビニで充分だ。


    「ふう。今日もいい仕事したな」


    　とりあえずベッドから起き上がり、俺はそんな独り言を漏らす。


    　体を張っただけの価値があるエピソードだったはず。雪ゆき宮みやさんのときは正直ポカをしかけたが、今回は上々の首尾だろう。


    （リューガの奴やつ、楽しんでくれたかな。俺は凄すげぇ楽しかったけど）


    　おバカ友人との日常パートとは、面白おかしいものでなければならない。本筋が緊迫した異能バトルであるなら、なおさらだ。


    　そういう意味では、俺に課せられた使命は重い。とても他の奴には任せておけない。


    （リューガは今頃、何してるんだろ……宿題をする暇ひまもなく、どこかで異い形ぎようと戦ってるのかもな）


    　まあ、いざというときは勉強くらい俺が教えてやろう。自分のためには全くやる気などないが、俺は主役のためなら何でもサポートしてやれる自信がある。


    　……と、そこで俺の携帯がメールを受信した。


    　確認してみると、龍りゆう牙がからだった。


    『そろそろ起きたか？　二つの意味で、よく頭を冷やしとけよ！　あと、宿題出てるの忘れないように！』


    　やっぱりツッコミ上じよう手ずな、手のかからない主人公だった。
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    　その週の金曜日。


    　放課後となり、ヒロインの介入がなければ龍牙と一緒に帰ろうと思っていたところ、ちょっとしたイベントが発生した。


    　クラスの数人が「みんなでカラオケでも行こうぜ！」と言い出したのだ。


    　発起人は佐さ藤とう。彼の目的は、ヒロイン候補の一人であるエルミーラ＝マッカートニーさんだった。龍牙の前でちょっかいを出すとは不届きな男だが、モテるのもヒロインの甲か斐い性か。


    　エルミーラさんは、俺たちが二年になって間もなく転入してきた、東欧出身の外国人。しかも超美少女とくれば、男子らが放っておくわけもない。たちまちクラスの人気者となり、今や私設ファンクラブまであるという。ただし、髪は赤だ。


    　当然ながら日本語は堪たん能のう、カルチャーギャップもほとんどないようだ。ウェーブのかかったミディアムロングに、貴族然とした慇いん懃ぎんな言葉遣い。だが反面、とても気紛れで悪戯いたずらっぽい性格をしている。制服の着こなしも若干ルーズ。


    　俗に言う「小悪魔キャラ」というやつか。繰り返すが、髪の色は赤だ。


    「エルミーラさんも行こうぜ！　な、いいだろ？」


    「申し訳ありませんけど、ワタクシは遠慮させて頂きますわ。大勢の人間といると、息が詰まりますの」


    　エルミーラさんは最初、佐藤たちの誘いをすげなく断り続けていた。


    　が、あまりのしつこさに根負けし、「だったら、龍牙も行くならお付き合いしますわ」と条件を提示した。


    　……並みいる男どもの誘いをよそに、主人公を選ぶ。ヒロインとして模範的な姿勢だ。さすがはヒロイン三巨頭の一人。


    　余談だが、三巨頭とは雪ゆき宮みや汐しお莉り、蒼あおヶが崎さき怜れい、エルミーラ＝マッカートニーのことである。俺は龍牙を射止めるのは、この内のいずれかだと予想している。他にも幼馴な染じみとかいるが、得てして幼馴染みキャラとは本命になれないものだ。俺も勝手に除外している。


    「火ひ乃の森もりが来るならオッケーなんだねっ？　よし火乃森、カラオケ行くぞ！」


    「え？　いや、俺は……」


    「頼むよ！　人助けだと思って！」


    　なし崩し的に龍りゆう牙がのカラオケ行きが決定したので、俺も即座に手を挙げて参加を表明した。この流れでは参加しないわけにいかない。


    「よっしゃ！　ここは一つ、俺様の美声を聞かせてやるぜ！」


    「え、お前も来んの？　コバ」


    「当たり前だろうが！　エルミーラさんが行くなら、俺も行くだろうが！」


    　実際のところ、エルミーラさんとかどうでもいい。俺は特にカラオケが好きでもないし、今月はなるべく節約したい。


    　だが、龍牙が行くなら話は別だ。


    　学校パートにおいて、火ひ乃の森もり龍牙の行くところ、必ず小こ林ばやし一いち郎ろうもいる。それは不文律。


    　何たって俺は、主人公の友人なのだから。


    　龍牙の日常の象徴なのだから。


    



    　その後。俺たちは早速、駅前のカラオケ店にやってきた。


    　メンバーは龍牙とエルミーラさんを含む、クラスメート十五名。男子が十人、女子が五人という内訳だ。大人数ということで、ホールのような大部屋に通してもらった。


    「一人目、誰がいく？」


    「そりゃ言い出しっぺの佐さ藤とうだろ！　エルミーラさんにラブソング届けてやれ！」


    「ってコバ、先に入れるな！　五曲も！　全部『ラストクリスマス』じゃねーか！」


    　……みんながカラオケに盛り上がる中、龍牙は歌おうともせず、ひたすら烏ウー龍ロン茶をチビチビと飲んでいる。


    　龍牙はクラスで決して浮いた存在じゃないが、中心人物というわけでもない。ビジュアルに華があり、毎日のようにヒロインズが押しかけてくるので目立つには目立つが、基本的に俺以外のクラスメートと話すことは少ない。


    　それでいい。龍牙の親友は、俺だけで充分だ。友人キャラが複数いたら、役割が分散されて俺の出番が減ってしまう。というか、そいつに嫉しつ妬としちゃう。


    「──龍牙。アナタは歌いませんの？」


    　みんなのバカ騒ぎを捨て置き、エルミーラさんがしきりに龍牙へ話しかけている。


    　ちゃっかり隣に座っている辺り、抜け目ないヒロインだ。俺もまた、ちゃっかり龍牙の逆サイドに陣取っているのだが。


    「ああ、俺はいいよ。あまり上う手まくないし」


    「あら残念。ワタクシ、龍牙の歌が聴きたくて来ましたのに」


    　おそらく龍牙は、みんなが楽しんでいるだけで充分なんだろう。


    　この日常風景こそが、龍りゆう牙がの守っているもの。守りたいもの。異い形ぎようたちにこの世界を渡しはしない。そのためにも俺は戦う……そう考えているんだろう。何てカッコいい奴やつなんだ。さすがは俺の主人公。


    　とはいえ、歌唱が苦手というのは少し心配だ。


    　いつか龍牙にも、キャラクターソングができるかもしれない。自分のキャラソンは自分で唄うのが普通だ。あまりオンチだと、戦闘中に流れたとき失笑を買ってしまう。


    （今度からは、たまにカラオケに連れてきて練習させた方がいいな）


    　俺がそんなことを考えていると──ふと龍牙が立ち上がった。


    　俺とエルミーラさんだけに「ちょっとトイレ」と告げ、そのまま部屋を出ていってしまう。幸いにも、それを気に留とめた者は他にいなかった。


    　俺はすぐさま、エルミーラさんとのアイコンタクトを試みる。


    　どちらが龍牙についていくか……それを決めたかったのだ。


    　主人公が席を外したなら、表舞台はそちらだ。こんな部屋に用はない。佐さ藤とうのラブソングを聴いてる場合じゃない。


    　普通に考えれば、ここはエルミーラさんだろう。でも本当にトイレへ行ったのなら、彼女は中まで入れない。だったら俺の方が適任だ。


    　俺が行く？　お前が行く？　どっち？　と目で語りかけたものの、エルミーラは怪け訝げんそうな顔をするだけだった。雪ゆき宮みやもそうだが、何な故ぜお前らはこうも察しが悪いんだ。


    「何ですの小こ林ばやし一いち郎ろう。ジロジロと」


    「あ、いや」


    「ワタクシに、何かおかしいトコロでもあって？」


    　髪が赤い。


    「はあ……こんなことなら、カラオケを断るべきでしたわ。せっかくドサクサに紛まぎれて、龍牙の血が吸えると思いましたのに」


    　今、聞いちゃダメなことを聞いた気がする。


    「龍牙ったら、他の人を吸血しない代わりに、自分の血を吸っていいと言ったクセに……今のペースじゃワタクシ、力が出ませ──」


    「お、俺もトイレ行ってくる！」


    　ペラペラと自分の正体をネタバレしてくるエルミーラさんを遮さえぎり、俺は脱だつ兎とのごとく部屋を離脱した。あの女、何てこと暴ばく露ろしやがるんだ！　相手を選べってんだ！　こちとら単なる友人キャラだぞ！


    　エルミーラさんは、俺にとって危険人物かもしれない。奴の側そばにいると、分ぶん不ふ相そう応おうな情報を入手してしまう可能性がある。


    　……大丈夫。俺は何も聞かなかった。


    　彼女が吸●鬼などとは、夢にも思っていない。


    



    　結果として、龍りゆう牙がはトイレに行っていなかった。


    　フロント前のロビーにあるソファーに腰をかけ、小休止しているところだった。ああいうバカ騒ぎのノリは、好きじゃないのかもしれない。


    「ようリューガ、どうしたんだよ」


    　俺は隣に座り、部屋から持ってきたおしぼりを渡してやる。


    　龍牙はそれで頬ほおや額をチョンチョンと拭き、ややあって独り言のように語り出した。


    「あまり大人数で遊ぶことなんてないからさ……何か落ち着かなくて」


    「まあ、いつもは俺くらいだもんな。リューガとつるんでるの」


    「やっぱり俺は、そっちの方が気楽だよ。一いち郎ろうといるときが一番ホッとする」


    「わはは。そうだろうそうだろう」


    　まさに友人キャラの本懐ともいうべきコメントを貰もらい、俺は小躍りしそうになる。しかし同時に、少しの後悔もあった。


    　やっぱりここは、エルミーラさんが来るべきだった。盛り上がるカラオケルームから抜け出し、密会する主人公とヒロイン……そういうシチュエーションにするべきだった。


    　きっと龍牙は、戦いに明け暮れているため「羽目の外し方」をよく知らないのだ。


    　そしてそれは、エルミーラさんも同じ……人ならざる●血鬼の彼女もまた、人並みの生活など縁がなかったに違いない。そうに決まってる。


    　二人は互いに共感し合い、ぐっと絆が深まる──そんな展開がベストだった。


    　だが、俺が来ちゃったものは仕方ない。


    　友人キャラは友人キャラで、こういうときの役目がある。それは「いつかやらなきゃ」と思いつつ、今まで踏ん切りがつかなかったことだった。


    　いい機会だ。この際だから果たしておこう。親友としての大切なお約束を。


    「なあ、リューガ」


    「うん？」


    「前から訊ききたかったんだけどさ」


    「何だよ」


    「お前──俺に何か隠してねえか？」


    　その瞬間、龍牙の顔色が変わる。


    　踏み込んだ質問は若干危険でもあったが、それは承知の上。いつもは「アホでエロ」な友人キャラは、時たまこういう鋭い一面を見せなければいけないのだ。


    「そ、それは」


    　龍牙が返答に詰まる。きっと彼は「本当のことを話せば、一郎を戦いに巻き込んでしまうかもしれない」とか考えていることだろう。


    　もちろん俺も、素直に白状されては困る。


    　ごまかすんだ龍りゆう牙が。すっトボケるんだ龍牙。お前にヒロイン以外の相談役は不要なのだ。


    「一いち郎ろう、あのさ」


    　龍牙がそう言いかけたとき。


    　いきなりフロントにいた店員が、バタリと倒れた。


    「！」


    　俺と龍牙は、同時に立ち上がる。容体の確認にいこうとするも、さらなる異変に気付く。


    　……店員だけじゃない。通路でも客が倒れている。各部屋から微かすかに漏れ聞こえていた歌声も、全てピタリと止やんでいる。


    　俺は慌あわてて、一番近くにあるカラオケルームのドアを覗のぞき込んだ。


    　そこではやっぱり、カップルが地面に伏していた。間違いなく店員たちと同じ症状だ。


    「な、何だよこれ……」


    「強力な催さい眠みん波で、昏こん睡すい状態になっている」


    　俺の呟つぶやきに、龍牙が即答してくれる。早々に状況を把握し、被害者たちをテキパキと楽な体勢に寝かせてやる姿は、慣れたものだった。


    　……もしかして、これはアレか？


    　戦闘パートに突入したのか？


    　今回のカラオケイベントは、そういうプロットになっていたのか。「主人公の穏やかな日常に忍び寄る、敵の魔の手」的なエピだったのか!?


    　いつかこんな展開もあるだろうと、予測はしていた。しかし、いざ出くわすと緊張で顔が強こわ張ばってしまう。


    　戦闘パートとは、俺にとってアウェイだ。例えるなら「いつもは家で威張り散らしている猫が、動物病院に連れてこられた心境」だろうか。


    　日常パートというホームでは我が物顔の俺も、こちら側では勝手が分からない。


    （狼狽うろたえるな小こ林ばやし一郎！　やるしかねえだろ！）


    　そう。やるしかない。友人キャラとして、力いっぱい狼狽えるしかない。


    　それがこの場面における、俺の仕事。あとは龍牙が何とかしてくれるはず！


    「どどどどうしようリューガ！　けけけ警察呼んだ方がいいか!?」


    「落ち着くんだ一郎。大丈夫、被害者たちの命に別状はない」


    　すっかり主人公の顔付きになり、龍牙が油断なく周辺を警戒している。


    　初めて間近で見る、戦闘モードの龍牙……ヤバい。カッケぇ。惚ほれそうだ。


    「それにこの状況は、警官が対処できるものじゃない。みんなを助ける手段は──催眠波を発している張本人を倒すことだから」


    「ちょ、張本人？　それって……」


    　俺と龍りゆう牙ががそんな会話をしていると、そこへエルミーラさんが駆けつけてきた。


    「龍牙！　部屋で皆さんが昏こん倒とうしましたわ！」


    　彼女は催さい眠みん波にやられていないようだ。さすがは龍牙の仲間キャラ。さすがは吸血●。


    「龍牙。気付いていまして？　この催眠波を発している犯人は、ここの店長ですわ」


    「……やっぱりそうか。もう一度それを確かめたくて、フロントに来てみたんだが」


    「あの男、どうにも妙な気配がするとワタクシも思っていましたの。『使徒』だった──というわけですわね」


    　使徒。どうやらそれが、龍牙たちの戦っている相手らしい。


    　名前からして、きっと邪神か魔神か破壊神を崇拝している方々だろう。ちょっとベタな気もするが、龍牙自身がベタな主人公なのでドッコイドッコイか。


    　エルミーラさんが、非常階段を指差して龍牙を促うながす。


    「店長は屋上へ逃げていきましたわ。龍牙、追いますわよ」


    「ああ。一いち郎ろうっ、悪いけどみんなを頼む！」


    　そう言って走り出した龍牙とエルミーラさんに、俺は「えっ？　おい、ちょっと！　どこ行くんだよ！」と返す。


    　実のところは、頼まれるだろうと思っていた。これもお約束といえばお約束だ。


    　怪事件の現場に居合わせたとき、友人キャラは犠ぎ牲せい者のケアを託される。時には「みんなを連れて逃げろ！」と言われる。いわゆるバトル物あるあるだ。


    　本音を言えば、無茶振りもいいとこだと思う。一介の高校生に、こんなのっぴきならない状況をどうしろというのだ。しかも昏こん睡すいの原因は、使徒の魔力なのだ。


    　とまあ、愚ぐ痴ちっていても始まらない。主人公に頼まれた以上、最善を尽くすのみ。


    （リューガたちが敵を倒せば、みんなは目覚めるはず。とりあえず、地面からソファーに移しておくか）


    　俺は店内を回り、昏睡している人をソファーへ寝かしていった。


    　不幸中の幸いというべきか、スタッフもお客も大していなかったお陰で、作業は二十分ほどで終了した。ちなみにトイレの個室で、本物の店長さんが倒れていた。


    　あとは龍牙とエルミーラさんの帰還を待つだけ……いつになるか分からないので、俺はひとまず自分たちのルームへ戻ることにした。


    



    　およそ十分後。俺が三曲目の『ラストクリスマス』を唄っているとき。


    　ようやく龍牙とエルミーラさんが帰ってきた。


    　同時に、昏睡していたクラスメートらが次々と目を覚ます。どうやら無事に使徒を倒したようだ。


    「おいリューガ、どこ行ってたんだよ！　心配したんだぞっ？」


    「ああ、悪い……ちょっと、他のフロアの確認に……」


    　龍りゆう牙がの顔色がやけに悪い。何だか足取りもフラフラとおぼつかない。そんなに苦戦したのだろうか？


    　いや、エルミーラは逆にツヤツヤしている。疲ひ弊へいどころか、戦闘前より元気になっている気がする。何があったんだ。


    「フフ。ご馳ち走そう様ですわ、龍牙」


    　……ああ、吸われたのか。


    　いや、何を吸われたのかは知らないけど。全く知らないけど。


    「やっぱり龍牙の血は美味ですわね。まるで芳ほう醇じゆんなワインのような……ワタクシ、病みつきですわ」


    　エルミーラ＝マッカートニー。彼女は一体何者なんだ。


    　何パイアなんだ。
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    　カラオケ店での一件があって以降、俺の中でちょっとした意識変化が生まれた。


    　それは、「龍牙たちの戦闘シーンを見ておきたい」という願望だった。


    　これからも友人キャラとして完かん璧ぺきに仕事をこなすため、やはり龍牙＆ヒロインズの能力、そして大まかな話の流れくらいは把握しておいた方がいいのでは？　と考えたのだ。


    （エルミーラさんにネタバレされそうになったときは焦ったけど、こっそり俺だけが知っておく分にはストーリーに支障もないはず）


    　様々な情報を握っておけば、今後うっかりメインストーリーに関わるようなドジを踏むこともないだろう。知識を活用し、未然に深入りを回避できるようになるだろう。


    　それに日常パートとは、時として戦闘パートと密接に連動することもある。


    　今どんな敵と戦っているのかが分かっていれば、俺の軽口がそいつを倒すヒントとなったりもする。メインストーリーの状況を知ることで、より効果的な振る舞いが可能になるのだ。


    　どんな端は役やくだって、脚本を全て読んだ上でドラマに臨むもの。


    　今のポジションには満足しているが、向上心を失ってはならない。


    　小こ林ばやし一いち郎ろうという友人キャラも──絶えずステップアップしていくべきなのだ。


    



    　そんなわけで俺は、ちょくちょくバトルを陰から観戦するようになった。


    　狙い目は、龍牙が教室を抜け出すパターンのとき。


    　学校外や深夜における突発的な戦いはどうしようもないので、諦めることにした。まあ、あまり毎回のように覗のぞくのも危険だろうし。


    （どうやらリューガの仲間キャラは、ヒロイン三巨頭だけみたいだな）


    　先日のカラオケ店のようなケースもあるが、龍りゆう牙がたちは基本的に四人パーティーでバトルに臨んでいた。


    　すなわち火ひ乃の森もり龍牙。そして雪ゆき宮みや汐しお莉り。蒼あおヶが崎さき怜れい。エルミーラ＝マッカートニーだ。


    　やはりメインヒロインに最も近いのは、彼女たち三人だろう。龍牙は草食系なので苦労するだろうが、めげずに頑張って欲しい。Ｒ指定にならない程度に。


    



    「グガォォォォォォ！」


    　夕暮れの河か川せん敷じきで、ヒグマによく似た異い形ぎようが咆ほう哮こうを上げた。


    　巨体らしからぬスピードで、前方に立ちはだかった四人の高校生へと猛突進する。しかし、その距離があと数メートルとなったとき。


    　シャン、シャン、シャン。


    　澄んだ鈴の音が、人ひと気けのない河川敷に鳴り渡った。


    「はるかぜこおりをとき、うぐいすなき、うおこおりをいずる」


    　続いて少女の凛とした詠えい唱しようが響くと、異形の動きが目に見えて鈍どん重じゆうになる。強引に前進しようとするも、踏み出す手足はあたかもスローモーションのようだった。


    「つちのしょううるおいおこり、かすみはじめてたなびき、そうもくめばえいずる……今です皆さん！　負傷したら無理をせず、すぐに私の元へ！」


    　──雪宮汐莉。『祝しゆく命めいの巫み女こ』。


    　彼女はいわゆるヒーラーだ。自分や他人の負傷を、手で触れることで治すことができる。


    　その特性からか、戦闘では専もつぱらサポート役に回っている。専用アイテムの「神楽かぐら鈴すず」を鳴らすことで、ああして使徒の動きを鈍らせることもできるようだ。


    （あの呪文、ググってみたら七十二候っていうらしいな……一年の時候変化を表した、大陸由来の暦の一種だとか）


    　間かん髪はついれず、動きを封じられた異形へと一つの影が走った。


    「覇っ！」


    　稲妻のように閃ひらめいた木刀が、たちまち異形の左手を斬り飛ばす。


    　鋭い鉤かぎ爪づめを生やした掌てのひらが、血の尾を引いて宙を舞い、そのまま地面にドチャリと転がった。程なくしてドロドロと融ゆう解かいを始め、やがて蒸発してしまう。


    「グギャァァァー！」


    「ただの木刀と思うなよ？　私の能力で強化された刃やいばに、斬れぬものはない！」


    　──蒼ヶ崎怜。『斬ざん舞ぶの剣士』。


    　彼女は刀身に真空をまとわせ、どんな物でも両断することができる。


    　専用アイテムの「御ご神しん木ぼく刀」を振るい、率先して敵へと突貫する生きつ粋すいのバトル要員。単純な戦闘力だけなら、龍りゆう牙がに次ぐナンバー２か。


    （そういやノゾキしたときも、蒼あおヶが崎さきさんが投げた木刀は木に突き刺さってたな……御神木から作っただけに、木刀自体の強度も桁けた違いなんだろう。投げるのはどうかと思うけど）


    　さらに蒼ヶ崎さんが舞うように旋回し、二撃目を繰り出そうとした刹せつ那な。


    　異い形ぎようが全身の体毛を硬化させ、毛け針ばりの散弾を乱射させた。


    「グハハハハ！　馬鹿め！　この距離では避けきれま──」


    　意外と流りゆう暢ちような人語を、異形が発し終えるその前に。


    　射出された無数の体毛が、一斉に燃え上がった。突とつ如じよとして飛来した鬼火の群れが、毛針をことごとく焼き払ったのだ。


    「ワタクシもいましてよ、熊モドキの使徒さん」


    　──エルミーラ＝マッカートニー。『常とこ闇やみの血族』。


    　もう面倒臭いのでぶっちゃけるが、彼女はヴァンパイアだ。血液を炎に転化させ、自在に操あやつることができる中距離攻撃タイプである。


    　自身の血だけでもエネルギー源は賄まかなえるが、吸血によって補給した方がより効率的なのだという。だからこそ彼女は血を求める。中でも龍牙の血はとても美味うまいらしい。


    （エルミーラさんは当初、【龍神】を宿すリューガを危険視し、その抹まつ殺さつのために学校へ潜入してきたって言ってたか。その後は和解して仲間となり、隙すきあらばリューガの血を吸おうとする小悪魔キャラを確立したとか……誰も聞いてないと思ってペラペラ喋しやべり過ぎだ）


    　やがて炎が敵本体にも引火し、異形は火ダルマとなった。


    「ギャ、ギャァァァァァー！」


    　堪たまらず身を返し、鈍化したままの歩みで川へ向かうヒグマ型使徒。水に飛び込んで消火するつもりなんだろう。


    　それを見たヒロイン三巨頭が、すかさず声を揃そろえて叫ぶ。


    「お願いします火ひ乃の森もりくん！」


    「行け龍牙！」


    「華麗にお決めなさいな、龍牙」


    　彼女らの呼びかけを待たず、すでに真打ちは駆け出していた。


    　目にも留まらぬスピードで疾駆し、あり得ないほど高く跳躍する。その体は黄金のオーラに包まれており、いつか見た龍のフォルムを背中に形成させていた。


    「神カム威イ解放──【龍神】よ、我が身と一体となり敵を屠ほふれ！」


    　次の瞬間、金色の彗すい星せいが異形の頭上へ落ちた。


    　轟く爆音。震える大気。おまけに頭上の雲までもがグルグルと渦巻いていた。大迫力のエフェクトだ。


    （おお……いつ見ても凄すげえ！）


    　──最後に火ひ乃の森もり龍りゆう牙が。『龍神の継承者』。


    　一言で説明すると、こいつは何でもできる。


    　炎も出すし、真空もまとえるし、多少の治癒もできる。「もうお前一人でいいじゃねえか」という無む双そうっぷりだ。


    　なかでも特筆すべきは、この自身を光弾と化しての爆撃……通称「ドラゴン・ファング（俺の命名）」。何だかもう無条件に説得力がある、一撃必殺のフィニッシュ技だ。


    　しかしながら俺の調べでは、龍牙はまだ完全に【龍神】の力を使いこなせていない。だから以前も、逆にその力に呑のみ込まれそうになっていたのだろう。それでも充分に強いのだが。


    「お疲れ様です、火乃森くん」


    「今日は六ろく分ぶの解放率といったところか。よく制御できたな、龍牙」


    「全く、このワタクシが時間稼ぎ役だなんて……」


    　着地してオーラを解いた龍牙の周りに、ヒロインたちが駆け寄る。そして口々に労ねぎらいの言葉をかけている。


    　それを受けた龍牙は、「ありがとう、みんな」と爽さわやかに笑ってみせた。


    「あ、火乃森くん、手の甲から血が……すぐに治癒しますね」


    「待て汐しお莉り。そのくらいの怪け我がに異能を使うな。どれ龍牙、私が包帯を巻いてやろう」
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    「お待ちなさいなっ。ワタクシが舐なめ取りますわっ」


    　戦いのあと、一時のイチャコラに興じる龍りゆう牙がたち。


    　……ちなみにヒグマっぽい使徒は、跡あと形かたもなく掻かき消えていた。


    　月つき極ぎめ駐車場で倒された使徒のような、ドロドロの固形物にすらさせてもらえなかった。六ろく分ぶの解放率なのに、とんだオーバーキルだ。


    （やっぱり、リューガはカッコいいなあ）


    　どこに出しても恥ずかしくない立派な主人公だ。次に教室で会ったとき、敬語になってしまいそうだ。彼がいる限り、この世界はきっと大丈夫だろう。


    　戦え、龍牙。負けるな、龍牙。


    　希望溢あふれる僕らの世界を、どうか守ってくれ。三匹の家来ヒロインと共に。


    



    　何回か戦闘パートを見物したことによる収穫は、かなり大きかった。


    　これでメインキャラたちの大体の能力が判明した。一方で、敵の大まかなコンセプトも知ることができた。


    　彼らは『奈な落らくの使徒』という、異界の住人らしい。


    　数百年前、この世界との扉とびらが開いたことで侵攻を開始したが、戦いに敗れて扉は封印。しかし最近この町のどこかに時空の歪ゆがみが生じ、いくらかの使徒が再び襲来したのだという。


    　獣っぽいのやら、魚っぽいのやら、虫っぽいのやら、姿は様々。人間体に化けることもできるようだ。


    　ちなみに『奈落の使徒』たちは、この世界で眠りについてしまった彼らの王・【魔神】の復活を目もく論ろんでいるとのこと。


    　つまりその【魔神】が──このストーリーのラスボスなのだろう。


    　順当に考えれば、【魔神】は物語の終盤くらいで復活してしまう可能性が高い。そして街を、学校を、ついでに俺の家を、手当たり次第に破壊していくのだろう。


    　まだローンが何十年も残っているので親父は泣くだろうが、そこは我慢して欲しい。


    　この世界において、龍牙の都合より優先されるものなどないのだから。


    （数百年前に世界を救ったのも、きっとリューガの先祖なんだろうな。もしかしたらヒロインズの先祖もいたのかも）


    　龍牙が宿している【龍神】は、火ひ乃の森もり家に代々伝えられてきた守護神だと、いつだったか盗み聞いた。


    　つまり龍牙は、生まれてきた時点で「特別」だったのだ。


    　しかも、ちょうど彼が【龍神】を受け継いだ時代に使徒再来なワケだから、「火乃森家の中でも特別」だと言っていい。


    　何という主人公力。やっぱり龍牙は何か持ってるのだ。


    　……ちなみにラスボスに家が破壊され、もしリフォームすることになった場合。我が小こ林ばやし家にもローンが代々伝えられていくものと思われる。


    　そんな悲劇を起こさないためにも、頑張って龍りゆう牙がを支えなければ。


    



    　とにもかくにも、これで大体の概要は掴つかめた。


    　まだ色々と不明なことはあるが、調査は一いつ旦たんここらで打ち切ろう。


    　何たって、龍牙たちも敵たちもバトルのプロだ。今まで俺が気付かれなかったことが奇跡に近い。考えてみれば、かなり危ない橋を渡っていた。


    （これだけ情報をゲットすりゃ、今後ドジを踏むこともないだろう。明日からはまた、呑のん気きでエロい友人キャラに専念するぜ）


    　だが、ある日……調査を切り上げようとした最後の最後で。


    　俺はドジを踏んでしまった。


    　言ってる傍そばから、思いっきりやらかしてしまった。


    　──バトルを覗のぞき見していたのが、龍牙たちにバレたのだ。

  


  
    第二章　　新ヒロイン登場


    



    　　　　　　　　　１


    



    　その日の龍牙たちの戦場は、人ひと気けのない夕暮れの公園だった。


    　敵は気球のごとく巨大な、タコっぽい三つ目の使徒。感心にも触手のような腕で雪ゆき宮みやさんを絡め取ったまではよかったが、エロいことをする暇ひまもなく、龍牙から文字通りタコ殴りにされてしまった。


    （うおっ！　カッケぇぜリューガ！　でも、もうちょっと様子を見た方がよかったんじゃないのか？　今のはある意味、雪宮さんの見せ場だったんじゃ……）


    　その時の俺は、そんなことを考えていた。


    　気が緩ゆるんでいたのかもしれない。警戒心が麻ま痺ひしていたのかもしれない。いずれにせよ、バトル現場から十メートルほどの距離というのは近過ぎた。


    　俺が身を隠していたのは、石造りの動物のオブジェ。公園によくある、たまに変な色に塗られているアレだった。俺が潜むパンダも、何な故ぜだか黄色のカラーリングがされていた。


    　それがいけなかった。


    　俺が着ている学生服は、黄パンダとあまりに色合いが違っていた。


    　消滅していく使徒を見届けることなく、龍りゆう牙ががクルリと踵きびすを返した瞬間──


    　俺と龍牙の視線は、モロにぶつかる結果となった。


    「あ」


    「あ」


    　俺たちの声が重なる。同時にお互い硬直する。


    　シラを切るのは不可能だった。今も龍牙とバッチリ目が合っている。消滅していった敵の三つ目とも、ついでにバッチリ目が合ってしまった。


    「い、一いち郎ろう……？」


    　龍牙に名前を呟つぶやかれたことで、俺は観念した。


    　オズオズと立ち上がり、パンダから姿を現す。そんな俺を見て、ヒロインズも小さく息を呑のんだのが分かった。


    「こ、小こ林ばやしさんっ？」


    「小林、お前……」


    「まさか見ていましたの？　小林一郎」


    　次々にそう声をかけられ、俺は不良に絡まれた小学生のように縮こまってしまった。


    　……えらいことになった。


    　せっかく今日まで築き上げた友人ポジションが、音を立てて瓦が解かいしていく心境だった。


    　迂う闊かつだった自分が恨めしい。どうしてもっと慎重にならなかったんだ！　どうして前回で観戦をやめておかなかったんだ！　どうしてパンダを黄色く塗るんだ！


    　四人が俺に近寄ってくる。異能力者たちに囲まれる無能力者という、笑えない構図。


    　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ俺の耳に、やがて龍牙の当惑した声が届いてきた。


    「一郎、お前いつからそこに……」


    　正直に話すべきだろうか。


    　ここ最近ずっと見てました、と。ノートまで取ってました、と。


    　いや、それは悪手だ。そんな自白をしたら、俺は謎なぞの存在になってしまう。というか、敵の一味っぽい感じになってしまう。


    　蒼あおヶが崎さきさんの着替えとはわけが違う。これは決してバレてはいけないノゾキだったのだ。ヒロインのブラジャーよりも見てはいけないものだったのだから。


    （腹を決めるしかねえ）


    　進退極まる中、俺は最終手段に出ることにした。


    　これをやれば最悪、今までとポジションが変わってしまう恐れがある。しかし背に腹はかえられない。俺は龍牙の友人キャラでいたいんだ。なら、やるしかない！


    「──リューガ」


    　次の瞬間。俺は血相を変えて、逆に龍牙へ詰め寄った。


    「おいリューガ！　何だよ今の！」


    「え……」


    「たまたま通りかかったら、何でバケモノと戦ってんだよ！　何でお前、全身が黄金に光ってんだよ！」


    「そ、それは、その……」


    「ちょうど家に帰る途中、公園の方が騒がしいから偶然来てみたら、さっきのバケモノは何なんだよ！」


    　強引な釈明を交えつつ、俺は猛然と問い質ただす。


    　龍りゆう牙がのペースにさせてなるものか。とにかくこちらのスタンスを理解させるのだ。


    「あっ！　分かったぜ！　これって映画の撮影か何かだろ？　さっき消えたバケモノも仕掛けがあるんだろ？　いや～、最近の技術はスゲーなあ」


    「…………」


    「そうかあ、四人は役者仲間だったのか。だから学校でもやけに親しげだったワケだ。何だそっかあ」


    　かなり苦しい解釈なのは、百も承知だ。でも他に思い浮かばなかった。


    （ここで肯こう定ていしてくれればベストだ。俺が能天気なことは知っているはず！）


    　頼む。後ご生しようだ。乗ってきてくれ、この詐欺ウェーブに。


    　日常パートもっと頑張るから！　あの立ち位置が務まるの、俺だけだから！　佐さ藤とうじゃ無理だから！


    「火ひ乃の森もりくん、どうしましょう……」


    　雪ゆき宮みやさんが困ったように、龍牙へ意見を求める。


    「私は龍牙の意思に任せる。私たちのことも含め、話すも話さないも君次第だ」


    　蒼あおヶが崎さきさんは龍牙に一任する気のようだ。


    「ワタクシはどちらでも構いませんわ。もともと隠すつもりもありませんでしたし」


    　エルミーラさんがほつれ毛（赤）を弄いじりながら言う。こいつはやはり危険人物だ。


    　……いささかマズい流れだが、あとは龍牙の心一つ。


    　固かた唾ずを呑のんで俺たちが注目する中。やがて龍牙は深く息を吐き、真まっ直すぐに俺を見詰めてきた。


    「──一いち郎ろうに話すよ。本当のことを」


    　話さなくていいのに！


    「一郎は、俺の親友だから。みんなも、それでいいかな」


    　誰か反対しろ！　ゴネろ！


    「そうですね。私も小こ林ばやしさんにはご恩がありますし……」


    　雪宮！　恩を仇あだで返すな！　しかも恩って、ちょっと龍牙のこと教えただけだろ！


    「そうだな。使徒を見てしまった以上、小こ林ばやしにも危険が及ぶ可能性はある。ちゃんと事情を把握させておいた方がいいかもしれない」


    　蒼あおヶが崎さき！　俺を殺しかけた奴やつが言うな！　事情はこっちで勝手に把握するから！


    「それよりワタクシ、早く帰りたいですわ」


    　吸血鬼！　お前はもう黙ってろ！


    「……みんな、ありがとう」


    　ヒロインたちの意見を聞き、龍りゆう牙ががニコリと微ほほ笑えんでみせる。


    　駄目だ。腹を決めてしまわれたようだ。


    「一いち郎ろうのことは、俺に任せてもらっていいかな？　それじゃあ一郎、ちょっと時間をもらえるか？　話したいコトがあるんだ」


    



    　その後。ヒロインズと別れたのち。


    　俺は龍牙から、様々な事実を説明される羽目になった。


    　──実は俺たちは、異能力を持っているんだ。


    　──その力で『奈な落らくの使徒』という人類の敵と戦っている。


    　──俺の家には代々、【龍神】という守護神が伝えられててさ。


    　──あの三人は、一緒に戦ってくれている仲間で……。


    　龍牙が語ったほとんどの秘密は、もう俺の知っていることだった。


    　さりとて「存じ上げております」と言うわけにもいかず、俺はいちいち驚き、戸惑い、忘我するといったリアクションを余儀なくされた。


    「一郎に話すことができて、かえって良かったのかもしれない。お前に隠し事をしてるの、ずっと後ろめたくて心苦しかったからさ」


    　最後にそう言って屈くつ託たくなく笑った龍牙を見て、俺も覚悟を決めた。もともとは俺の自じ業ごう自じ得とくなのだ。龍牙には何の罪もない。


    　……こうなった以上、「何も知らない能天気な友人キャラ」は引退しよう。


    　今日からは「龍牙たちの秘密を知り、応援・協力する友人キャラ」に路線変更しよう。


    　大丈夫。この手の友人キャラはよくいる。


    　役割に「龍牙らの身を案じる」「何の力にもなれない己おのれを悔くやしがる」というノルマが追加される程度のはずだ。


    　マイナーチェンジで済んだだけでも喜ぶべきだろう。メインストーリーに絡む事態は増えるかもしれないが、異能力を持たない一般生徒の俺に対し、龍牙たちが無茶を強いるとも思えない。


    　これからは、もう余計な行動は控えようと思う。


    　ステップアップなんてクソ食らえだ。
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    　龍りゆう牙がたちの事情を知ってしまったことで、翌日から俺の立ち位置は少し変わった。


    　といっても、バカ話や女子データの報告などはこれまでと同じ。そこに「龍牙たちへの気遣い」がプラスされただけだ。


    「それにしても……今でもまだ信じられねえよ。リューガたちが異能力者だったなんて」


    　休み時間。俺はいつもの猥わい談だんをしたあと、龍牙にそんなセリフを振った。


    　できるなら触れたくなかったが、ことさら「そっち系」の話題を避けるのも不自然だ。なのでチャイムが鳴る間近などに、なるべく深刻な空気にならないようソフトタッチで言及していく予定だった。


    　もちろん誰かに聞かれないよう、周囲への警戒は怠おこたらない。


    　声のトーンもかなり落とす。決して腹式呼吸で喋しやべってはならない。


    「お前って、裏で大変なコトになってたんだな。全然知らなかったぜ」


    「大変は大変だけど、これも使命だから……俺には信頼できる仲間もいるし、心配ないさ」


    「なあリューガ、俺にできるコトとかあるか？」


    「その気持ちだけ貰もらっとくよ。『奈な落らくの使徒』は、とても普通の人間に太た刀ち打ちできる相手じゃない。もし使徒が現れたら、一いち郎ろうは迷わず逃げてくれ」


    　窓際の最後尾。いつもの自席に座ったまま、龍牙が頼もしく微ほほ笑えみかけてくる。彼はどういうわけか、いくら席替えをしてもこの場所になるのだ。


    　やっぱりこいつは主人公の鑑かがみだ。


    　それぞれのポジションというのを、ちゃんと理解している。俺を無理にメインストーリーに引っ張り出さぬよう、配慮してくれている。


    （気遣うつもりが、気遣われちまった。ああ、つくづくドジを踏んだよなあ）


    　……ふと視線を転じると、離れた席でエルミーラさんが熟睡していた。


    　今日も深しん紅くの髪が鮮やかだ。一瞬、机が燃えているのかと思った。


    「それにさ、一郎」


    　そんなエルミーラさんをよそに、龍牙の表情がにわかに翳かげりをまとう。


    「俺……まだ一郎に黙ってることがあるんだ」


    「黙ってるってコトは、言えねえコトなんだろ？　なら無理には聞かねえよ」


    「…………」


    「いくら能天気な俺でも、リューガが背負ってるモンの重さは分かってるつもりだからな。お前が話したいと思うまで、言う必要はねえさ」


    「……ああ。ありがとう、一郎」


    　ここで「何だよ水臭ぇな！　言えよ！　言ってくれよ！」と詰め寄るほど、俺は馬鹿じゃない。龍りゆう牙がが一線を引いてくれているのだから、喜んで甘えさせてもらう。


    　今以上のストーリーへの介入は、決してしない。もう懲こりた。せっかくギリギリで友人キャラをキープできたのに、それをフイにはしたくない。


    　このポジションは、俺の天職なのだ。愛着だってある。


    　そりゃ目立ちたくないワケじゃないが、俺みたいな奴やつがメインキャラに加わってもストーリーにメリットなどない。


    　俺は間違っても、「登場人物紹介欄」に載るようなタマじゃないのだ。


    



    



    　それから一週間も平和な日々（俺にとって）が続くと、俺はすっかり今の役回りにも慣れていた。


    　それどころか、「これって結果オーライだったんじゃね？」とすら思うようになった。


    　当然ながら、もうバトル見物には行っていない。が、メインストーリーの流れが全く分からないわけでもない。


    　何な故ぜなら俺は、龍牙本人から「今の進行状況」を堂々と訊きける立場になったからだ。


    「リューガ、最近どうだ？　ヤバい使徒とか現れてねえか？」


    「大丈夫。敵も少しずつ強くなってるけど、負けるようなコトはないよ」


    「この前の、『女性ばかりが魂を抜かれる事件』はどうなった？」


    「ああ、魔餓無マガムって使徒か。あいつは三日前に倒したよ。汐しお莉りと怜れいさんが、自分が囮おとりになるって聞かなくてさ」


    「そのあと、ちゃんとイチャイチャしたか？　ヒロインズが互いに嫉しつ妬として、お前の取り合いになったか？」


    「へ？　いや、別に……ヒロインズ？」


    　そんな感じで、俺はエピソードを楽々と聴取できた。見逃した番組を、かいつまんで教えてもらうようなお手軽さだった。


    （いつかまた、俺が戦闘パートに居合わせることもあるのかな）


    　もちろん龍牙は、みすみす俺をバトルに巻き込んだりする奴じゃない。でもカラオケ店のときのように、『アクシデント的に使徒が現れる』ケースは考えられる。


    　そうなったとき、俺には何ができるのだろう？　また狼狽うろたえるだけでいいのか？　今や事情を知っている友人キャラって、犠ぎ牲せい者をケアするだけでいいのか？


    　戦闘には参加せず、かつ邪魔にならない範囲で、一般人にできること。それを模索しておく必要があるかもしれない。


    　例えば──バトルの実況係なんてどうだろう。


    「な、何だあの敵は！　一瞬だけ半透明になったかと思ったら、リューガの攻撃がすり抜けてしまった!?」とか、


    「あっ！　リューガが全身に炎をまといつつ、なおかつ真空をまといつつ、空高く跳躍しただとぉ!?」とか、


    「し、知っているのかエルミーラ！　あの使徒の能力を！」……みたいな塩あん梅ばいで。


    （いや、駄目だ。そんなポジションを確立したら、俺は毎回バトルに居合わせなきゃいけなくなる。そこまで出しゃばるべきじゃねえ）


    　俺が活躍すべきは、あくまでも日常パート。


    　今の立ち位置なら、これまで不可能だったこともできるはず。そっちで頑張るのだ。


    　例えば──挫くじけそうになった龍りゆう牙がを、俺が激励するエピソードとかないだろうか。


    「バカヤロウ！　お前がそんなことでどうすんだよ！」とか、


    「この世界は、リューガの肩に懸かかってんだぞ！　お前は人類の、いや、生きとし生ける全ての命の希望なんだぞ！」とか、


    「俺だって、お前らと一緒に戦いてえよ！　でも無理なんだよ！　俺には、力なんてないから……チクショウ……チクショウ……なあリューガ、エルミーラさんの死を無駄にしないでくれ！」……みたいな塩梅で。


    　うん。これはなかなかオイシイ役回りだ。俺の人気も爆上がりとなるだろう。


    「今回は小こ林ばやしが熱かったな」「ちょっと感動した」「小林、もっと出番増えないかな」……そんな声が聞こえてくるようだ。是非そのタイミングでキャラクター人気投票をやって欲しい。


    　俺の妄想をよそに、エルミーラさんは相変わらず自席でスヤスヤと眠っている。


    　龍牙が言うには、彼女は朝が弱いらしい。ヴァンパイアだからではなく、低血圧だからだそうだ。


    　安らかに眠れ、エルミーラ。


    　寝顔を写メで撮るんじゃない、佐さ藤とう。


    



    　しかしながら、俺が龍牙を叱しつ咤たする機会は、いつまで待ってもとんと訪れなかった。


    　どうやら問題なく『奈な落らくの使徒』を倒しているらしい。ヒロインズが多少の苦戦をすることはあっても、龍牙が出てくると大抵は何とかなってしまうみたいなのだ。


    「な、なあリューガ。ヤバい使徒とか現れてねえか？　挫けそうになってねえか？」


    「ああ、順調だよ」


    「戦いに心身が疲れたりしてねえか？　己おのれの宿命を呪ったりしてねえか？」


    「平気平気。心配してくれてありがとうな」


    「エルミーラさんが戦死してねえか？」


    「エルなら席で寝てるじゃん」


    　……もう分かっていたことだが、龍りゆう牙がはアレだ。いわゆる「オレＴＵＥＥＥＥ系」の主人公だ。


    　それが悪いとは言わないが、主人公が一方的に無む双そうするばかりではバトルの盛り上がりに欠けてしまう。『奈な落らくの使徒』の皆さんには、もっと奮起してもらいたい。


    「それにしても一いち郎ろうは、俺の正体を知っても今まで通りに接してくれるんだな。正直、距離を置かれるかな……って思ったんだけど」


    「んなワケねえだろ。俺は何があってもお前のダチだ。リューガの味方さ」


    　その気持ちに偽いつわりはない。『奈落の使徒』にエールを送ったばかりだが。


    　しかし俺の言葉に対し、龍牙の顔は今イチ晴れなかった。複雑そうに机を見詰め、「何があってもダチ、か……」なんて反はん芻すうしている。


    　龍牙にはまだ、俺の想像もつかないビックリ設定があるのかもしれない。


    　だが、あえてそれを知ろうとは思わない。


    　俺の役目は、龍牙の日常パートを楽しく賑にぎやかすこと。時にその身を案じつつも、基本的には剽ひよう軽きんに、滑こつ稽けいに振る舞うこと。


    　いずれ龍牙には、【魔神】の復活という大ピンチがやってくるだろう。新たなヒロインだって登場するかもしれない。


    　波乱に満ちたそんな主人公の日々を、俺は日常側から控えめに、陽気に、安全にサポートするのだ。もう二度とドジはしない。


    「うっ、ぐ……！」


    　と、いきなり龍牙が胸を押さえて苦しみ出した。【龍神】さんだ。


    　以前までは俺も呑のん気きに構えていたが、今はそういうわけにもいかない。マジで心配するという、本来当たり前のリアクションをする資格と義務を得ている。


    「お、おいリューガ！　大丈夫か！」


    「くっ、鎮まれ……この……！」


    「聞いたか！　鎮まれってよ【龍神】！　リューガに迷惑かけんじゃねえ！」


    　俺のクレームは無関係だろうが、程なく【龍神】は暴走を止めてくれた。


    　龍牙が汗だくになりグッタリしている。この発作（？）は、週一くらいの間隔で起こるものらしい。これからは曜日と時間をメモしておこう。


    （しかし、相変わらずヒロインどもは駆けつけてこねえな……エルミーラなんか、すぐそこにいるのに）


    　不満げにエルミーラさんを見やると、彼女はやっぱりスヤスヤ熟睡していた。アイマスクをして、ヨダレまで垂らしていた。


    　お前、ヒロイン枠を舐なめてんのか。
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    　それから数日が過ぎた頃。一つ、気になる事案が発生した。


    　龍りゆう牙がが何となく──俺によそよそしくなったのだ。


    　態度自体はさほど以前と変わらない。が、話していても俺の目を見ようとしないし、休み時間はどこかへ消えてしまうし、一緒に下校する頻ひん度ども減った。女子のスリーサイズを教えようとしたときなど、「それはもういいから」と拒否された。


    （リューガの奴やつ、一体どうしちゃったんだよ。距離を置いてんの、お前の方じゃねえか）


    　……まさか、本命のヒロインが決まったのだろうか？　そいつと付き合うことになったのだろうか？


    　いや、それならまだいい。


    　俺が危き惧ぐするべきは、「別の友人キャラ」が現れた可能性だ。


    　もしそうなら、俺にとって死活問題である。そいつが俺より面白くて、気が利いて、スリーサイズどころかパンツの色まで調べ上げる諜ちよう報ほう能力を有していたら……考えただけでも戦せん慄りつが走る。膝ひざが震える。


    （そんなワケはねえ！　こんな変態が二人もいてたまるか！）


    　意を決して龍牙に尋ねてみたところ、「一いち郎ろう以上の親友なんて、いるはずないよ」という答えが返ってきた。ああ、よかった……変態はいないんだ。


    　だとしたら、原因となる心当たりは一つ。


    　以前に龍牙が言っていた、「まだ一郎に黙ってることがある」というアレだろう。


    　それが理由なら、俺にはどうすることもできない。調査などもっての外ほかだ。


    　龍牙はその秘密を、ヒロインズにすら隠している可能性がある。それを俺が先に知るのは非常にマズい。いくら親友だろうと、サブキャラとして身の程をわきまえるべきだ。


    （とはいえ、リューガに構ってもらえないのは寂しいな……）


    　今日などは、二時限目を待つことなく龍牙は消えてしまった。鞄かばんは置いたままだが、教室に戻ってくる気配は一切ない。


    　エルミーラさんは教室に残っている。雪ゆき宮みやさんと蒼あおヶが崎さきさんも、龍牙についていった様子はない。


    　だったらこれは、龍牙の単独エピソードだろうか。それとも、誰か別のキャラと会っているのだろうか。


    （ひょっとして──新ヒロインが登場したとか？）


    　考えられる。バトル方面が淡々としていることで、テコ入れがなされた可能性はある。


    　今のご時世、追加戦士が加わることなど珍しくも何ともない。しかも、そういう奴は最初のうちは優遇される。「初登場補正」がかかるのだ。


    　戦闘でも大いに活躍し、平時も主人公と深く関わり合うこと必至。場合によっては、一気に本命ヒロインの座に躍り出ることだってあり得る。


    　新キャラというのは、それだけ有利なのだ。インパクトがあるのだ。そいつもまた、さらなる新キャラに食われてしまう悲劇さえあるほどに……。


    　おいエルミーラ。寝てる場合じゃないぞ。お前の立場が、雪ゆき宮みやさんや蒼あおヶが崎さきさんの立場が、最大の危機に瀕ひんしているぞ。


    （巫み女こに、剣士に、吸血鬼ときたら、次は何だろう？　割と今の四人パーティーでバランスは取れてるからな……下級生キャラとか？）


    　主人公の友人としては、あらゆる属性を想定し、備えておかねばならない。何せ今の俺は、龍りゆう牙がたちの事情を知っている存在……そいつと絡む確率もかなり高いはず。


    　そこで俺は、三時限目が始まる前に教室を抜け出し、どこか落ち着ける場所で対策を練ることにした。どうせ龍牙がいないのだから、教室にいても仕方がない。


    　授業などより、こちらの方が遥はるかに大切な問題だ。


    



    　俺はとりあえず、頭痛と称して保健室へ行くことにした。


    　あそこなら静かだし、横になって考えることができる。かつて何度か利用したときも、養護教諭はいつも不在だった。授業をサボるには格好の場所なのだ。


    （昼休みになったら、一いつ旦たん教室に帰ってみよう。リューガが戻ってるかもしれないし）


    　保健室に赴おもむいたところ、果たして今日も先生はいなかった。このやる気のなさを、担任の峰みね岸ぎしにも見習ってもらいたい。


    　……と、そこまではよかったのだが、別の問題が生じてしまった。


    　残念ながら、先客がいたのだ。


    　保健室にあるベッドは二つ。そのうちの一つを、すでに誰かが使用していたのだ。


    （チェッ、何だよ同類か？）


    　ベッドを囲むようにカーテンが閉め切られているので、中に誰がいるのかは分からない。


    　微かすかに寝息が聞こえることから、目下お休み中のようだ。もしかしたら、本当に体調が悪いのかもしれない。


    （起こしちゃ悪いから、静かにしねえとな）


    　俺はなるべくソロソロともう一方のベッドへ近付き、上履きを脱いでゴロンと寝転がった。


    　隣のベッドとは、一メートルも離れていない。物音を立てないよう注意しなければ。といっても、俺は単に「新ヒロインへの傾向と対策」を考えるだけなので平気だろう。


    （まあ新ヒロインってのも、俺の取り越し苦労かもしれないけど。リューガが【龍神】をコントロールするための、修行イベントって可能性もあるし）


    　天井を眺めてそんなことを考えていると、校庭の方からワイワイと生徒たちの喧けん騒そうが遠く聞こえてきた。


    　確かウチのクラスも、三時限目は体育だったか。今日は体操着を忘れてしまったので、サボって丁度よかった。


    （そういやリューガって、いつも体育を休むよな……と、俺もカーテン閉めとかねえと）


    　そう思い立って、上体を起こしたとき。


    　……隣のベッドのカーテンに、僅わずかな隙すき間まが空いているのに俺は気付いた。


    「！」


    　そこからチラチラと垣かい間ま見えるのは、女子生徒の胸元。


    　いかにも柔らかそうな、しかし弾力がありそうな、形のいい双そう丘きゆうだった。


    　寝苦しいからか、いつかの蒼あおヶが崎さきさんと同じく上半分のボタンを外している。お陰でブラウスが大きくはだけ、なかなかの谷間をご開帳させていた。程よく日焼けしていることから、運動部なのかもしれない。


    （お、おお……）


    　ブラジャーまで外しているらしく、かなり際どい見え方だ。だがカーテンの隙間は数センチであり、どんなに角度を変えても顔までは確認できなかった。


    （駄目だ、見えねえ……あのオッパイで童顔だったら、超最高なのに）


    　気付けば俺は、ベッドの上で正座していた。


    　見てはいけないと思いつつ、本腰を入れてガン見する体勢に入っていた。


    　正直なところ、俺はあまり「女」が好きじゃない。でも「女体」は大好きである。思春期の男子高校生なのだから、別に当然のことだ。それを誰が責められようか。


    　しばし谷間を刮かつ目もくしていると、彼女が微かすかに吐と息いきめいた声を発した。


    「う……ん」


    　それがやたら色っぽく、俺はますますドキドキしてしまった。ある箇所もムクムクとしてしまった。誰が責められようか。


    （ラッキースケベって、主人公以外にも起こるんだなあ……）


    　……もしここに龍りゆう牙ががいたなら、俺は仕事に徹していただろう。


    　この特等席を龍牙に譲ゆずり、「ごらん。オッパイだよ」とよく見せてあげていただろう。


    　しかし今──ここには俺しかいない。


    　龍牙がいない場所は、物語のバックステージ。そしてベッドの彼女は、ヒロイン候補というわけでもない。


    　だったら俺が見たっていいじゃない。たまには見たっていいじゃない！


    （あの感じだと、Ｅカップかな？　いやＦかな？　ああ神よ……俺はこの光景を、生涯忘れることはないでしょう）


    　俺が感謝の祈りを捧げていると。


    　不意に彼女の体が、大きく身じろぎした。次いで寝息がピタリと止まり、片目をゴシゴシとこする気配がする。どうやら目を覚ましてしまったようだ。


    　できればあと一時間くらい愛めでていたかったが、ここらが引き際だろう。そもそも俺は、オッパイ観賞に来たわけじゃないのだ。


    　まだ彼女が微睡まどろんでいるうちに、さっさとこちらのカーテンを閉めることにする。


    　すると、そのタイミングで彼女がムクリと身を起こした。期せずして横顔が隙すき間まから覗のぞき見える形になる。


    　神は最後に、相手の尊顔まで拝む慈悲を与えて下さった。ありがとうございます！　今日から貴方あなたの使徒になります！


    （おお、結構カワイイじゃ──）


    　が、次の瞬間。俺の思考は停止した。


    　彼女の顔を見るなり、脳ミソが一切の働きを放棄した。


    （……あれ）


    　スッと鼻筋の通った、睫まつ毛げの長い、サラサラヘアーの別べつ嬪ぴんさん。しかし何な故ぜだか、男子生徒の制服を着ていた。ブラウスだと思ったのは、よく見ればカッターシャツだった。


    　童顔といえば童顔かもしれない。一方で、女の子らしからぬ凛り々りしさを感じる。特に眼光が力強かった。迷いのない真まっ直すぐな瞳ひとみだった。


    　俺は、こいつに見覚えがある。


    　というか、毎日つるんでいる。家に招いたこともある。


    （嘘うそ、だ）


    　それは──龍りゆう牙がだった。


    　俺の親友。この物語の主人公。人知れず異い形ぎようと戦う、その身に【龍神】を宿した少年──まさしく火ひ乃の森もり龍牙だった。


    「ふわぁ……やれやれ、もうこんな時間か」


    　フリーズしている俺をよそに、龍牙が欠伸あくびをしながら独りごちている。胸元には、やっぱり谷間があった。あるはずのないオッパイ渓けい谷こくがあった。


    　おい、神コラ。何だこれは？　どういうことだ？　テメェ、龍牙をどうした？


    「……あれ、一いち郎ろう？」


    　地蔵と化している俺に、間もなく龍牙が気付いた。いつもの爽さわやかな笑顔を浮かべ、こちらへ向き直りながらベッドの縁に腰掛ける。


    「何だよ、一郎もサボってたのか。ダメだぞ？　お前のことだから、どうせまた女の子のデータでも整理しようと──」


    　そこで龍牙は、ようやく自分が胸元を開けているのを思い出したらしい。


    「！」


    　すぐさま自分のＥカップ（推定）を見下ろし、しばし固まる。同時にその顔から、みるみる血の気が引いていくのが分かった。


    「…………」


    　龍りゆう牙がの視線が、今度はこちらを見る。ややあって再び自分のオッパイを見て、またこちらを見てくる。


    　俺はその間、何も言葉を発さなかった。呼吸すら忘れていた。


    　壁時計の秒針の音が、やたら大きく聞こえる中……やがて龍牙が大きく息を吸った。


    「きゃ、きゃあああああああー！」


    「!?」


    　直後、保健室に龍牙の悲鳴が響き渡る。戦闘パートでもついぞ聞いたことのない、初めて耳にする黄色い叫びだった。


    「見ないで！　見ちゃダメ！　違うから！　これ違うから！」


    「!?　!?　!?」


    　龍牙がパニックに陥おちいっている。俺も絶賛パニック中である。


    　何が起こっているのか把握できず、ひたすら「!?」を連発するしかなかった。


    「オッパイなんてないから！　ペッタンコだから！」


    　胸のボタンを必死に留めようとする龍牙だが、激しい動揺のため上う手まくいかないようだ。その足が内股になっていた。
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    「胸とかあるワケないじゃん！　だって俺、男だし！　漢おとこだし！　男闘呼おとこだし！」


    　そう言われても、現にあるものは仕方ない。雪ゆき宮みやさんより立派なものが。


    「やだもう！　見ないでって言ってるのに！」


    　今、「やだもう」って言いました？


    「もう、一いち郎ろうの馬鹿あああ！」


    　俺の顔面に、龍りゆう牙がの投げた枕まくらが直撃する。


    　しかし俺は微動だにせず、瞬き一つせず、魂が抜かれたように龍牙をただ瞠どう目もくしていた。


    　正確には、プルンプルンと元気に暴れている、オッパイを瞠目していた。
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    　未み曾ぞ有うの非常事態に直面し、俺は途方に暮れまくった。


    　龍牙が半泣きで保健室から逃げ去ったあとも、ベッドで小一時間ほど放心を続けていた。


    （俺は……何を見たんだ？）


    　リアクションには定評のある俺が、何一つ反応できなかった。


    　今となっては、夢でも見ていたかのように思える。でも、遺い憾かんながら現実だ。隣ベッドのシーツの皺しわが、俺の傍かたわらに転がる二つ目の枕が、それを克明に物語っている。


    （あれは本当に龍牙だったのか？　人違いじゃなかったのか？）


    　しかし彼女は、確かに俺を「一郎」と呼んだ。女子データ収集のことも知っていたし、口癖である「やれやれ」も発していた。


    　──火ひ乃の森もり龍牙は、この世界の主人公。


    　美少女たちから想いを寄せられる、ハーレム系ヒーローのはず。


    　その龍牙が、「きゃああ」とか「やだもう」とか言うわけがないのだ。胸部にあんな脂肪をぶら下げているわけがないのだ。俺がムクムクするわけがないのだ。


    　俺はこの状況をどう受け止め、どう咀そ嚼しやくし、どう折り合いをつけるべきなんだろう？


    　……分からない。当イベントの趣旨が、全く読めない。俺に求められている役割が、さっぱり見えてこない。


    　それだけ今回の出来事は衝しよう撃げき的で、唐突で、意味不明だった。個人的には【魔神】復活以上の急展開だった。


    （ひょっとして、龍牙は双子なのでは？）


    　未いまだ混迷しっ放しの頭で、俺は懸命に回答を探す。


    　男女の双そう生せい児じであり、今日は女の方が学校へ来ていた……これはそういうビックリ設定だったんじゃないのか？


    （もしくは、【龍神】の仕し業わざとか？）


    　強大な力を貸す代償として、龍りゆう牙がの胸部が肥大化してしまったのでは？　それか、【龍神】による豊胸の呪いとか……いささか荒こう唐とう無む稽けいか。


    （分かった！　『奈な落らくの使徒』だ！　女体化させる能力を持った敵がいるんだ！）


    　これはかなり説得力がある気がする。だから龍牙はここ最近、俺を避けていたのだ。打ち明けたら、俺が揉もみしだくと思ったのだ。断言しよう、揉んでいた。


    　……いずれにせよ、この件に俺から触れるのはやめておこう。


    　受け身でいるのが一番だと思う。龍牙が真相を話してくれるまで待とう。ごまかしてくるなら、素直にごまかされよう。


    　俺はただの友人キャラなのだから。


    　メインストーリーで起きていることに、深入りするべきじゃないのだから。


    



    　その後。昼休みに教室へ戻ると、龍牙は早退してしまっていた。


    　代わりに龍牙の席には、ヒロイン三巨頭が集まっていた。クラスの者たちも最近は慣れてしまったのか、そこまで色めき立ったりはしない。せいぜい興味深げな視線を送るくらいだ。


    　というか、ヒロインズが現れるたびに大騒ぎしていたのは、もともと俺だけなのだが。


    「あ、小こ林ばやしさん」


    　俺の姿を見るなり、雪ゆき宮みやさんがペコリとお辞儀してくる。


    　彼女は最近、前髪にピンクのヘアピンをつけていることがある。花びらの形をした可愛らしい代しろ物もので、以前のデートで龍牙からプレゼントされたらしい。


    「あれ、みんなどうしたの？　リューガに用事？　俺もあいつを捜してるんだけど」


    「ということは、小林と一緒ではなかったのか……」


    　俺が先手を打ってトボけると、蒼あおヶが崎さきさんが自身の顎あごを摘つまんで唸うなった。


    　……やはり彼女たちも、龍牙に起こっている事態を知らないみたいだ。ここは黙っておくのが得策だろう。


    「龍牙ったら、一体どうしたのかしら。ここのところ少しおかしいですわ。いつもボーっと考え事をして、何もかも上うわの空そらという感じで」


    　エルミーラさんが頬ほおに手を添えて、フゥと嘆息する。残り二人もそれに同調する。


    　まあ、いきなり自分の胸が膨らんだら、誰だって呆ぼう然ぜんとするだろう。保健室で寝込みたくもなるだろう。


    （今のリューガは、少なくとも雪宮さんより巨乳だ。想いを寄せている相手が、自分より上のカップだと知ったら……きっと雪宮さんはダークサイドに堕ちてしまう）


    　そんな俺の心中など知る由よしもなく、当の雪宮さんは憂うれいに満ちた表情で、龍牙の机をそっと撫なでつつ呟つぶやいた。


    「最近の火ひ乃の森もりくん、何かを一人で抱え込んでいるような気が……どうして私たちに相談してくれないのでしょう」


    「我々に余計な心配をかけまいとしているのだろう。結果的には無意味だがな。現に私たちはこうして、揃そろって彼を案じているのだから」


    「クラスの人間に訊いたところ、龍りゆう牙がは四時限目が始まる直前、一瞬だけ教室へ戻ってきたそうですわ。ただし自分の鞄かばんを持って、またすぐ出ていってしまったとか」


    「君は気付かなかったのか？　エルミーラ」


    「寝てましたの」


    　悪びれることなく言ったエルミーラさんに、蒼あおヶが崎さきさんと雪ゆき宮みやさんが顔を見合わせ、同時に溜ため息いきをつく。


    　龍牙のいない場所で絡むヒロインズというのも、なかなか貴重かもしれない。


    　居合わせた俺の役割は、彼女らがどれほど心配していたかを龍牙に伝えることだろう。こういう役目なら、すぐ理解できるのに……。


    　しばし難しい顔で、ウ～ンと黙考に耽ふけるヒロインズ。


    　と、やにわに雪宮さんがパンと手を叩き、声を弾ませた。


    「そうだわっ。火乃森くんを元気付けるために、みんなでご馳ち走そうを作りませんか？」


    「ご、ご馳走っ？」


    「美お味いしい物を食べれば、気持ちだって前向きになります。きっと火乃森くんも、悩みを打ち明けてくれる気になると思うんですっ」


    　ヒロインらしいナイスなアイディアだと思ったが、他の二人は如によ実じつに嫌そうだった。


    　蒼ヶ崎さんが頬ほおを引き攣つらせ、雪宮さんに問う。心なしか顔色が悪かった。


    「汐しお莉り。確認しておくが……君が言った『美味しい物』とは、君自身が作る料理のことか」


    「はいっ。ただし、今回はみんなで作りましょう。もちろん私が提案者ですから、総指揮は任せて下さい！」


    「葬式になってしまいますわ！」


    　珍しくエルミーラさんまでもが、尋じん常じようじゃなく取り乱している。紅ぐ蓮れんのウェーブヘアーを、ゾワゾワと波打たせている。そんなこともできるのか。


    　まあ、そこはいいとして……これは要するに、そういうコトか。


    　王道ヒロイン・雪宮汐莉は、「メシマズ属性」を持っているわけだ。


    　考えてみれば、天然お嬢様である彼女にピッタリの設定だ。何だ雪宮さん、ちゃんとお茶目な一面を備えていたんじゃないか。アクを持ってるじゃないか。


    「実は私、最近ビーフストロガノフを覚えたんですっ。執事のセバスチャンに試食してもらったら、あまりの美味しさに引っくり返って痙けい攣れんしてました！」


    　雪宮さんは確か、デートのときにもお手製ランチを持参していたはず。


    　きっと龍りゆう牙がのことだから、頑張って完食したんだろう。瘴しよう気きを発する紫色の物体を、爽さわやかな笑顔で平らげたんだろう。


    　やっぱりお前は凄すごいよ、龍牙。


    「エルミーラ、どうする……どうすれば私たちは、この生命の危機から脱せられるっ？」


    「れ、怜れいさん、こちらに振らないで下さるっ？　ワタクシは絶対にゴメンですわよ！　いくら毒に耐性があるヴァンパイアでも、致死量というものがありますわ！」


    　ニコニコとしている『祝命の巫み女こ』を置いて、緊急会議を始める『斬ざん舞ぶの剣士』と『常とこ闇やみの血族』。


    　正直なところ、コメディに付き合う気分じゃないのだが、メインキャラたちが頑張っているのだから見守ることにしよう。


    　その上で、俺が最後に「全く、つくづくリューガは果か報ほう者ものだなあ」とか言って締めれば、このくだりは完結するだろう……と、そんなことを考えていた矢先。


    　今度はエルミーラさんが、やにわにパンと手を叩いた。


    　何か回避策が浮かんだようだ。自分たちと龍牙が、殺人ビーフストロガノフから逃れるための手段を。まあ、せいぜい愉快にあがいてくれ。


    「そ、そうですわ！　どうかしら汐しお莉りさん、まずはアナタの料理、小こ林ばやし一いち郎ろうに味を確かめてもらっては？」


    　ぶん殴るぞ、糞くそヴァンパイア。


    「う、うむ。私が思うに、男子と女子は味覚が違うものだからな。まずは小林に犠ぎ牲せい者……もとい助言者になってもらい、場合によっては機会を改めよう」


    　ホルスタイン剣士、お前もか。


    　確かに主人公の友人とは、とかく悲ひ惨さんな目に遭うものだ。それで日常パートが面白くなるなら、俺は喜んで何でも受け入れる所存だ。でも、今回に限っては断固拒否する。


    　だってこのエピソード、肝心の龍牙がいないじゃん！


    　単なる楽屋裏の罰ゲームじゃん！


    　そんなところで俺を巻き込むんじゃない！　そりゃ今の俺は、ヒロインズの秘密も知ってる存在だけど、それだけなんだからね！　あんたたちとは友達でも何でもないんだからね！


    　この流れを断つには、もう強引に締めくくるよりない。


    「全く、つくづくリューガは果報者だなあ」と言って、チャンチャンで終わらせるのだ。こいつらと無駄なフラグが立つ前に！


    「全く、つくづくリューガは果報……」


    「小林。お前の男気、私たちに見せてくれ。この埋め合わせは必ずする」


    　セリフを被かぶせるな蒼あおヶが崎さき！


    　そして言ってる傍そばから、フラグっぽいものを立てようとするな！


    「全く、つくづくリュ……」


    「ワタクシ、小こ林ばやし一いち郎ろうには期待しておりますの。何たって、龍りゆう牙がが心を許している人間ですもの。きっと只ただ者ものじゃありませんわ」


    　言わせろっつってんだろエルミーラ！


    　俺は只者だ！　只者の化身だ！


    「全く、つく……」


    「小林さん。絶対に美お味いしいって言わせてみせますからねっ。でも、私まで食べちゃダメですよ？　ウフフ」


    　雪ゆき宮みやさん！　それ龍牙にしか言っちゃダメ！　いくら天然でもダメ！


    　そういうアクはお前に必要ない！　あと、執事の名前がセバスチャンって！　さすがにベタ過ぎるから解雇しろ！


    （マズい……このままじゃ、こいつらと無駄に交流を深めちまう）


    　この「ヒロインたちに弄いじられる」というポジションは、主人公のみに許された特権だ。勝手に試食会なんてしたら、友人として龍牙に顔向けできない。


    　それでなくても今、龍牙は苦しい胸の内を抱えているのだ。カッターシャツがはち切れそうなほど、胸を苦しませているのだ。


    　何とかして断らねば……と思っていると、蒼あおヶが崎さきさんが俺の肩をポンと叩いてきた。


    　そしてヒロインズを代表し、とどめとばかりに言い放つ。


    「全く、つくづく小林は果か報ほう者ものだな」


    　その日。俺は本当に頭が痛くなり、龍牙のあとを追うように早退した。
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    　それから丸二日、龍牙は学校に来なかった。


    　ヒロインズが見舞いに行っているようなので、ひとまず俺の方は動向を見守ることにしている。彼女らによると、龍牙からは「風邪を引いた」と説明されているらしい。


    「心配して損をしましたわ。たかがウィルスに負けるなんて、人間は脆ぜい弱じやくですこと」


    　エルミーラさんなどは、そう言ってオホホホと笑っていた。こいつはもうちょっと、正体を憚はばかることを覚えて欲しい。


    　……だが、俺は知っている。決して龍牙が風邪なんかじゃないことを。


    　龍牙が休んでいるのは、「女体化」したからだ。そしておそらく、その姿を俺に見られたのがショックだったからだ。


    （もしかしたらリューガは、心まで女化しつつあるのかもしれない。だから悲鳴とか上げちまったのかも……）


    　だとしたら、恐ろしい使徒だ。かつてここまで火ひ乃の森もり龍りゆう牙がを追い詰めた敵は、一匹もいなかっただろう。


    　とはいえこの推測は、本当に『奈な落らくの使徒』の仕し業わざだったらの話である。


    　今のところ確証はどこにもない。そして俺は──ある可能性から無理やり目を背そむけている。そこに気付かない振りをしている。


    （あれこれ悩んでても仕方ねえ。この件に関しては、待ちに徹すると決めたんだ。リューガからのアプローチがあるまで、俺はじっとしておくべきだ）


    　……そして三日目の放課後。その機会は、早くも訪れた。


    　ホームルームが終わると、今日も俺はヒロインズに捕まらないよう、ダッシュで学校を後にした。


    　また「料理の毒味」の話を蒸し返されては堪たまらない。龍牙が登校してくれば、きっと企画倒れになってくれるだろうと信じていた。


    （いっそのこと、リューガが復活するまで俺も病欠しようかな）


    　そんなことを考えていたとき、不意に俺の携帯が鳴った。家まであと数メートルという地点だった。


    　画面を見てみると、メールが一件着信していた。送信者は──火乃森龍牙。


    　その場で立ち止まり、すぐさまメールを確認する。


    　用件は大体察していた。龍牙は基本的に、意味のないメールをよこしてくる奴やつじゃない。文章も大抵は短く簡素なものである。


    『一いち郎ろうへ。これから時間あるかな。話したいことがあるんだ』


    　書かれていたのは、それだけだった。


    　ヒロインズより先に、俺に打ち明けるつもりだろうか……単なる友人キャラには過分な役回りのような気もするが、考えてみたら俺は龍牙のオッパイを見てしまっている。今件に片足を突っ込んでいる唯ゆい一いつの存在なのだ。


    　主人公にご指名されたのなら、応えるしかない。相談に乗るしかない。この立場となって以降、メインストーリーに絡む覚悟はとっくに完了している。


    （俺が何の役に立てるのかは、全く分からないけど……）


    　若干の懸け念ねんを抱きつつも、俺は『いいぜ。俺ん家にでも来るか？』と返信した。


    　龍牙は実際には風邪じゃないので、外出させても大丈夫だろう。独り暮らしに等しい俺の家なら、周囲への気兼ねなく話してもらえるはずだ。


    『分かった。十分くらいで行くよ』


    　程なくして、また短いメールが来た。こいつが十分と言ったら五分くらいで来るだろう。火乃森龍牙は、百メートルを四秒ちょっとで疾走するのだ。


    （そうと決まりゃ、急いで帰ってお茶の用意をしとかねえと）


    　……その時の俺は、まだ知らなかった。軽々しく相談役などを引き受けるべきじゃなかったことを。


    　コツコツと築き上げ、一時は崩壊しそうになり、それでも何とか維持してきた「主人公の友人」というポジション──それが今度こそ、終しゆう焉えんを迎えつつあることを。


    



    　俺が帰宅してから間を置かず、すぐに龍りゆう牙がはやってきた。


    　一見したところ、別段おかしな様子はない。よそよそしさも特になく、すっかり元通りになっていた。


    「やあ一いち郎ろう、早く来過ぎちゃったかな」


    「いや、ちょうど茶が入ったトコだ。上がれよリューガ」


    　こちらも極力いつもの感じで応対し、龍牙を茶の間へと通す。彼は制服姿であり、通学鞄かばんまで持っていた。普通に学校帰りのように見える。


    　……一瞬だけ胸部を盗み見たところ、膨らみはなかった。


    （あれ、オッパイがねえぞ？　もう問題は解決したってコトか？　でも、だったら何の相談なんだ？　事後報告という名のネタバラシか？）


    　テーブルを挟んで、向かい合って座ること約一分。


    　何な故ぜか龍牙は、なかなか口を開かなかった。お茶にも手をつけようとせず、うつむいたまま湯飲みから立ち上る湯気をじっと眺めている。


    「…………」


    「…………」


    　何だかお見合いをしているようで、すこぶる居心ごこ地ちが悪い。


    　無意識のうちに、正座になっている自分に気付いた。俺が正座をするのは、よっぽどのときだけだ。オッパイを観賞するときとか、説教を受けるときとか。


    （空気が重いな……ここは一つ、くだらないバカ話でも振っとくか）


    　ただし今の龍牙に、「オッパイ」は禁句だ。となるとかなり厳しくなる。発言の大半を封じられた形になってしまう。


    （あ、そうだっ。ヒロインズが心配していたことを伝えないと。料理を作ろうとしてることもチクれば、俺は毒味役から解放され──）


    　そんな俺の思考は、龍牙が顔を上げたことで中断した。


    　いよいよ話す気になったようだ。なら俺の方から何かを言う必要はない。主人公の発言は、あらゆる会話に優先するのだから。


    　龍牙の表情が、やけに決然としている。


    　こうして見ると、やっぱり男にしては顔が綺き麗れい過ぎる。肌もスベスベだし、唇も小さいし、顎あごもツンと細い。これではまるで──


    「一いち郎ろう。俺……まだお前に黙ってることがあるって、前に言ったよな」


    「あ、ああ」


    「もちろん【龍神】のことも、汐しお莉りや怜れいさんやエルのことも、そして『奈な落らくの使徒』のことも、本当は全部黙っておくつもりだった。それを一郎が知ったら、巻き込んでしまう恐れがあったから」


    　分かってるさ龍りゆう牙が。お前がそういう気遣いをしてくれていたことは。


    「でも、お前は知ってしまった」


    「…………」


    　それはもう本当に、「すいませんでした」と言うしかない。友人キャラとしてあるまじき越権行為だった。


    　が、龍牙の語調からは、俺を責めるような意思を感じない。視線もマイルドで、睨にらむどころか上目遣いである。


    　思えば秘密を聞かされたとき、龍牙は言っていた。「お前に隠し事をしてるの、ずっと後ろめたくて心苦しかったから」と。


    　シンと静まり返った茶の間に、龍牙の声が響く。


    「一郎はもう、俺の秘密をほとんど知っている。でも、それでも、これだけは隠し通すつもりだった」


    「…………」


    「俺が──女だってことだけは」


    　……ああ。やっぱりそうか。


    　お前のビックリ設定は、それだったか。


    　いや、心のどこかでは気付いていた。というか、真っ先に着目するべき可能性だった。


    　確かに龍牙という少年は、中性的な顔立ちで体格も華きや奢しやだ。


    　側そばにいると何だかいい匂いもしたし、ツレションにも全く応じなかった。ふざけて後ろから抱き着いて、腰をカクカク振ったときには死ぬほど怒られた。


    　だが、それでも女だとは信じなかった。そういうキャラデザをしてるだけだと、スカした芸風なので下品な絡みはしたくないだけだと、勝手に解釈していた。


    　あの日。保健室で、オッパイを見るまでは。


    「言われてみりゃ、いくつか思い当たるフシはあるよ。リューガとは毎日つるんでたんだからな、そりゃ『ん？』と思うことはあったさ」


    「……だよね」


    　龍牙が肩をすくめて苦笑する。今や仕草の全てが女の子っぽく見えた。


    「でも、そんな疑念は頭から排除してきた。リューガは男、それでいいじゃんと思ってた。そっちの方が、お前的にもいいと思って……」


    「気を遣わせちゃってたんだな。ゴメンね一いち郎ろう」


    　謝られる筋合いはない。


    　俺が疑念から目を背そむけてきたのは、ひとえに俺自身の願望だったのだから。「そうであっては困る」という、個人的な都合だったのだから。


    　だって主人公が女じゃ、色々と破は綻たんしちゃうじゃん！


    　もうヒロインズたち、ヒロインズじゃないじゃん！　主人公自身がヒロインじゃん！


    　それだけじゃない。俺の立ち位置だって、かなり不ふ可か解かいなものになってくる。


    　俺は今まで、女子のスリーサイズを女子に教えていたことになる。女子を誘って女子の着替えを覗のぞいていたことになる。


    　もう変態キャラとかいう次元じゃない。単なるデリカシーのない人だ。


    （知りたくなかった……使徒の仕し業わざであって欲しかった……）


    　悲嘆にうちひしがれている俺は、龍りゆう牙がからどのように映っているのだろうか。というか、これまでどう映っていたのだろうか。


    「でもさ、これでよかったんだと思う。俺は一郎に隠し事をしてるの、嫌だったもん」


    　彼（もう彼女か）はそこで初めて湯飲みを取り、お茶を一口飲んだ。


    　その前にフーフー吹き冷ます姿が、異様に可愛らしい。男なら猫舌も短所だが、女の子ならそれは長所である。


    「一郎、言ってくれたよな。何があってもダチだ、って……実はあの時から、俺の中に迷いが生じていたんだ。それで本当にいいのかって。ずっと友達のままでいいのかって」


    「え？」


    「俺にとって、一郎は貴重な存在なんだ。お前といるときだけは、使命を忘れられるんだ。一郎といるときが……一番ホッとするんだ」


    「ん？」


    「だから正直、一郎が他の女子の話をするのは面白くなかった。怜れいさんに『パンツ見えそう』なんて言ったお前を、つい殴っちゃった。カラオケだって本当は二人で行きたかった」


    　……ちょっと待て。


    　話の流れが、どうも妙な方向へ行ってないか？　こいつは何を言ってるんだ？


    　火ひ乃の森もり龍牙は女の子だった──もはやその事実は受け入れるしかない。その告白だけで、俺はとっくにお腹いっぱいだ。


    　なのに、嫌な予感がまだ消えない。さらなる恐ろしい告白が待っている気がしてならない。この話はもうやめよう龍牙。もっと『奈な落らくの使徒』とかのトークをしよう。


    　慄りつ然ぜんとしている俺をよそに、無情にも龍牙は語り続ける。


    「一郎、ゴメン。俺……欲が出ちゃった」


    「よ、欲？」


    「秘密を知っても、一いち郎ろうが変わらず接してくれたから。俺を受け入れてくれたから……保健室であんなコトがあった以上、もう何もかも伝えたくなっちゃった」


    　いつしか俺は、心拍がとんでもなく跳ね上がっていた。暑くもないのに、額に汗の玉を浮かべていた。


    　そんな俺を、龍りゆう牙がが真っ向から見詰めてくる。


    　出会ったときと変わらない、力強く迷いのない瞳ひとみ。その瞳が、今はやけに潤んでいた。


    「いいか一郎。ここからは俺、女の子に戻るからな。お前だけに見せる、本当の俺──いや、私だ」


    「…………」


    「私、恋愛をしてみたい」


    「……え？」


    「私だって、いつかは女に戻る日が来るはずだから。その時のために、『恋人修行』をしておきたいんだ」


    　恐れていた愛の告白とは、少し違っていた。が、俺を放心させるには充分だった。


    「こんなコトを頼めるのって、一郎しかいないから……せめて二人でいるときくらいは、友達じゃなく、女の子として見てくれないかな……って」


    　──大変だ雪ゆき宮みや、蒼あおヶが崎さき、吸血鬼。あと幼馴な染じみ。


    　お前たちのヒロインルートが、まとめて閉ざされてしまった。主人公自身がヒロインになりたがっている！　【龍神】のコントロール以上の、どエラい修行イベントが来ちゃった！


    　それだけじゃない。俺もまたポジションを完全に失ってしまった。当の主人公から、友達を却きやつ下かされてしまった！


    　青くなっている俺と、赤くなっている龍牙。


    　何だか龍牙の声が、普段より高い気がした。これが地声なのかもしれない。


    「火ひ乃の森もり家の【龍神】ってね、本来は男の子が継ぐことになってるんだって。だから女の子しか生まれなかったとき、継承者は男として育てられるの。馬鹿げた掟おきてだと思うけど、何百年もそうしてきたから仕方がないことなの」


    「…………」


    「でも、心まで男になるなんて無理だよ。やっぱり私は女の子だもん。いくら仲がよくても、一郎を単なる友達としては見れないよ」


    　相あい槌づちすら打てない俺に構わず、龍牙はますます饒じよう舌ぜつになっていく。


    　おそらく全てをカミングアウトしたことで、心の底からサッパリしたのだろう。もう俺の前で「男」を演じる必要がなくなり、解放感ハンパないのだろう。


    「恋人ごっこをしてくれるだけでいいの。これまでだって、二人で色んなトコへ遊びに行ったでしょ？　あれも私にしたらデートと同じだったから」


    　確かに龍りゆう牙がとはよく出かけた。


    　ゲーセン、ファミレス、エロゲーショップ、レンタル屋さんのＡＶコーナー……あれはデートだったのか。とんだ最低男じゃないか。


    　そうか。だからこいつはいつも、「もっとお洒しや落れなカフェに行こうぜ」とか「どうせなら映画でも観ようぜ。恋愛物とか」なんて言っていたのか。


    　あれはスカしていたわけじゃなく、乙おと女め心だったのか。


    「言っとくけど私、胸だって結構あるんだから。普段はサラシ巻いてるけど。あ、今もしてるよ」


    　蒼あおヶが崎さき、お前はブラジャーで正解だったようだ。サラシキャラなんて一人で充分だ。


    「そうだ、今度お弁当作ってくるよ。一いち郎ろうって毎日コンビニのパンばっかりで気になってたんだ。私、料理には自信あるの」


    　雪ゆき宮みや、お前に伝えた「龍牙は料理が得意」という伏線が、非常に残念な形で回収された。お前のビーフストロガノフは、やっぱりセバスチャン専用のようだ。


    「よぉし、何だか元気出てきた。明日からまた学校に行くねっ。使徒との戦いも、これまで以上に頑張るから！」


    　両手で小さくガッツポーズをしてみせる龍牙。


    「お、おう……」


    「あ、学校では今まで通りに接してね。これはトップシークレットだからっ。汐しお莉りや怜れいさんやエルにも秘密にしてるんだから、言っちゃヤだよ？」


    　テーブルから身を乗り出し、自分の唇に人差し指を当てる龍牙。


    「お、おう……」


    「あと、危ないからバトル見学は禁止っ。男っぽいトコ、一郎に見られたくないし……」


    　前髪を弄いじりながら、えへへと照れ笑いする龍牙。


    「お、おう……」


    「心配しないで。私は負けないから。【龍神】の力も、最近はかなり制御できるようになったんだ。どんな使徒が来たって平気だよっ。だから、もし世界を救えたら、ご褒ほう美びにキスしてくれたり……キャー！　私ってば何言ってんだろ！　あくまで恋人ごっこなのにぃ！」


    　頬ほおに両手を当てて一人盛り上がる火ひ乃の森もり龍牙。その姿は、もはやどう見ても女の子だ。


    　これがあの、『龍神の継承者』なのか。


    　あの「ドラゴン・ファング（俺の命名）」の使い手なのか。


    （もうこいつをどう扱えばいいのか分からねえ……というか、自分をどう扱えばいいのか分からねえ……）


    　つまり俺は、「友人キャラ」改め──暫ざん定てい的な「恋人キャラ」になってしまったのか？


    　こんな無個性の一般人が？　これまで愚直に変態行為を繰り返してきた男が？


    　それはマズい。この路線変更はさすがにアウトだ。何より俺は、そういうポジションにてんで造ぞう詣けいがない。完全に専門外の役どころだ。


    　何とかしなくては。


    　どうにかして友人キャラに回帰できないものか。


    　俺は龍りゆう牙がの彼氏役じゃなく──かつて演じたようなエリマキトカゲ役でいたいのだ。


    



    　　　　　　　　　６


    



    　私は──火ひ乃の森もり龍牙は、物心ついた頃からずっと男として育てられてきた。


    　子供のうちは、それを辛つらいと思ったことはなかった。もともと活発な性格だったし、おママゴトよりもヒーローごっこの方が楽しかったから。


    「龍牙。お前は火乃森家の嫡ちやく子しとして、【龍神】の依より代しろとして、その人生を犠ぎ牲せいにせねばならない。娘としての人並みの生活すら送らせてやれぬこと、どうか許してくれ……」


    　父はいつもそう言っていた。


    「大丈夫だよ、お父さん」


    　私はもちろん、笑顔でそう答えてきた。


    　人類の敵たる『奈な落らくの使徒』──彼らの侵略から、この世界を守ること。


    　自分が背負った使命の重さは、よく分かっているつもりだった。こんな宿命を、妹の杏きよう花かに押しつけたりしたくなかった。


    　でも……大きくなるにつれて、私はスカートすら穿はけない自分に、所持品に大好きなピンク色を選べない自分に、段々と悲しさを覚えるようになってしまった。


    （どうしても、男の子でいなくちゃいけないのかな……）


    　いかに男らしく振る舞おうと、心や体までごまかすことはできない。


    　周りと違って、声変わりもしない。あまり身長も伸びない。なのに胸だけは膨らんでくる。


    　そんな自分に違和感を持ちながら、それでも私は修行ばかりして生きてきた。


    　小五からは家族で中国へと渡り、高名な老師の下で厳しい修行を積んだ。両親は今でもその地に留とどまり、使徒の王たる【魔神】のことを調べている。


    　……そんな時。私が高校生となるタイミングで、「日本に『奈落の使徒』が出現した」という報告が入った。


    　場所は、以前に私が住んでいた町──数百年前、ご先祖様が【魔神】を封印したという、火乃森家の守護地だった。


    （この使命を果たしたら、女の子に戻ることを許してくれないかな……）


    　そんな淡い期待を秘めつつ、私は直ただちに杏花を連れて帰国した。妹もちょうど中学に上がる時期だったので、日本で二人暮らしすることになったのだ。


    　私は家から最も近い、央明高校に通うことにした。


    　生まれつき病弱で、今も通院生活をしている──学校にはそう説明してある。頻ひん繁ぱんに授業を抜け出したり、体育や水泳を欠席するための方便だった。


    （学校生活を楽しんでいる暇ひまはない。すでに使徒たちは、町のあちこちに潜んでいる……【龍神】を受け継いだ者として、必ず殲せん滅めつしてみせる！）


    　そんな決意を胸に刻みながら、入学式を迎えたその日。


    　私は──一人の少年と出会った。


    



    「よう、お前もこのクラスか？」


    　始まりは忘れもしない。彼がよこしてきた、そんな一言。


    　……正直、あの時は驚いた。何な故ぜなら、一切の気配を感じなかったからだ。


    　私は声をかけられるまで、彼の接近に全く気付けなかったのだ。


    （こ、この人……何者なの？）


    　もしや人間に化けた『奈な落らくの使徒』かと警戒したが、邪じや気きは感じなかった。気さくに「小こ林ばやし一いち郎ろうだ」と名乗ってくる姿は、調子が狂うほど無防備だった。


    　第一印象は、「どこにでもいる高校生」という感じ。


    　中肉中背で、ルックスも普通。逆に特徴を探すのが難しいくらい……なのに、何故だか奇妙な存在感があった。覚えられないのに忘れられないという、矛む盾じゆんした少年だった。


    　入学早々、変な人に会っちゃった……その時の私は、それくらいの認識であった。


    　ところが、事態は思った以上に厄やつ介かいとなった。何を気に入ったのか、翌日からも彼は、しつこく私につきまとってきたのだ。


    　いくら「関わらないで欲しい」と言っても馬ば耳じ東とう風ふう。リューガリューガと、どこにでもついてくる。女だとバレないよう、友達は作らないつもりでいたのに……。


    「なあ小林。頼むから、俺のコトはほっといてくれないか」


    「ああ、分かったよ。で、Ｃ組の雪ゆき宮みや汐しお莉りさんってのが超カワイくて……」


    「分かってないじゃんっ」


    「分かってるさ。ええと、スリーサイズはだな……」


    「だから分かってないじゃん！」


    「いいから聞け！　ここテストに出すぞ！」


    「何でお前が怒ってるんだよ！　そんなテスト受けないし！」


    　私にとって一郎は、長らく頭痛の種だった。


    　しかし反面、彼のことを嫌いにもなれなかった。


    　困った人ではあるが、決して悪い人じゃない。いつだったか、お婆ばあさんを背負って歩道橋を渡っているのを見た。十分以上も悩んだ末に、募金箱へ千円札を入れているのも見た。


    　私に対しても、ただ迷惑をかけてくるばかりじゃない。


    　例えば、クラスで孤立しがちな私を、よく一いち郎ろうはフォローしてくれた。


    　クラス内にも、いくつか仲良しグループというものがある。一郎はそれら全てと上う手まく付き合いつつ、私とのパイプ役になってくれた。それはとても有り難かった。


    「小こ林ばやしって、コミュニケーション能力が高いよな……」


    「そりゃそうだ。俺は友人のマエストロだからな」


    「俺なんかより、他のみんなと一緒にいた方が楽しいと思うぞ？」


    「いや。俺はお前にしか興味ねえ」


    　彼は何気なく言ったのだろうが、私はドキリとしてしまった。


    　男の子にそんなことを言われたのは──初めてだったから。


    　カッコいい男の子なら、これまで何人も出会ってきた。私の周りには、何な故ぜかそういう人が集まってくる傾向があるのだ。


    　そこへいくと小林一郎という少年は、お世辞にもイケメンじゃない。エッチな話ばかりするし、宿題もよく忘れる。平気でオナラだってする。


    　……でも、それがかえって好印象だった。


    　私たちくらいの年齢は、異性を特に意識してしまいがちだ。だから「その人の素顔」というのは、同性と一緒にいるときにこそ分かるものだと思う。


    　そして私は、一郎の素顔を──素敵だと感じていた。


    　かつて出会ってきた男の子たちの、誰よりも魅力的だと思ってしまっていた。


    　そもそも私は、押しに弱いタイプだったりする。強引に迫られると、つい頷うなずいてしまう性格をしているのだ。汐しお莉りや怜れいさんやエルからのアプローチを断れないのも、そのためだ。


    （私の正体を知ったら、一郎はどう思うのかな……）


    　いつしか彼を名前で呼ぶようになった頃、私はそんなことを気にかけるようになった。


    『奈な落らくの使徒』との戦いは、少しずつ激化している。その中で同じ宿命を持った仲間たちも得たが、比例して敵も手て強ごわくなっていた。


    （もし一郎が、『力』を持っていたら。一緒に戦ってくれたら……）


    　日常だけでなく、非日常でも傍かたわらにいて欲しい。頼らせて欲しい……気付けば私には、そんな依存心すら芽生えていた。


    　私は実際のところ、一郎は「ある素質」を持っていると睨にらんでいる。


    　彼は異様に運動神経がいい。やる気を出せば勉強もよくできる。絵も上じよう手ずだし、どんな楽器もすぐマスターするし、コミュニケーション能力もある。ついでに私の不意すら突く、妙なステルス性能まで有している。


    　彼の持つ素質──それは、言うなれば「主人公の素質」だ。


    　きっと一郎はその気になれば、どんな分野でも主役になれる。


    　もし彼が『力』を持っていたら、使徒など敵ではないだろう。少し贔ひい屓き目めも入っているが、私はそれくらい彼を評価していた。


    （そんな一いち郎ろうが、私を特別視してくれる。私にしか興味はない、って）


    　もちろん彼は、私のことを男だと思っている。だからこれは「友情」でしかない。私たちの関係が、そのレールから逸いつ脱だつすることなどあり得ない。


    　それを思うと、心がチクリと痛んだ。


    　私はもう、その時には……とっくに自分の気持ちに気付いていた。


    



    　やがて二年生に進級し、また一郎と同じクラスになれたことを喜んでいた某日。一つの大事件が起こった。


    　使徒との戦いを、一郎に見られてしまったのだ。


    　そこで私は覚悟を決めて、事情を打ち明けることにした。


    　もとより一郎に隠し事をしていることには、後ろめたさがあったから。彼を騙だまし続けている罪悪感が、日増しに募つのっていたから……もしそれで一郎から忌き避ひされるなら、彼との友人関係を終わらせるつもりだった。他人に戻るつもりだった。


    　なのに。それでも一郎は、親友でいてくれた。


    　何があってもダチだ、と言ってくれた。


    　私はそれが、泣きたくなるほど嬉うれしかった。しかし同時に、胸が締めつけられた。


    　改めて「友情」を突きつけられたこと。それは私の中に、決定的な迷いをもたらす引き金となった。


    （今のままの関係じゃ、私は友達としか見てもらえない。いつか一郎に恋人ができたら……私は笑って祝福できるのかな）


    　その恋人が自分なら、どれだけ幸せだろう。


    　一郎と手を繋つないで歩きたい。


    　着替えを覗のぞかれて怒りたい。


    　毎朝家まで起こしに行きたい。


    　お弁当をあ～んして食べさせたい。


    　それが火ひ乃の森もり家の嫡ちやく子しとして「罪」であることは、もちろん承知している。だからこそ、最後の秘密だけは頑かたくなに守り通した。


    　何度も「私は女の子です。そして貴方あなたが好きです」とメールしたかった。でも、送信することなく削除してきた。携帯の待ち受けを、隠し撮りした一郎にするだけで我慢した。


    （私、何やってんだろ……大切な使命があるのに……）


    　自分を戒いましめる意味で、一郎から距離を置こうと決めた矢先。またも大事件が起こった。


    　女だということまで、一郎にバレたのだ。


    　思い悩んで眠れない夜が続いたので、少し保健室で仮眠を取っていたときだった。私は苦しいサラシを外し、迂う闊かつにもそのまま寝てしまった。


    　その姿を──一いち郎ろうに見られたのだ。


    　それは今度こそ、私たちの関係が崩壊したことを意味していた。


    （どうしよう。どうしよう。どうしよう……！）


    　使徒との戦いでも、こんなに取り乱したことはなかった。汐しお莉りたちがお見舞いに来ても、「風邪が伝染うつるから」と追い返した。誰にも会いたくなかった。


    　一郎は全く連絡をしてこない。それが余計に不安だった。怖くて堪たまらなかった。


    （一郎と、ちゃんと話をしなくちゃ。もうごまかすのは無理なんだから）


    　……もしかしたら私は心のどこかで、こうなることを望んでいたのかもしれない。


    　どのみち限界だったんだ。一郎への恋心は、すでに抑えきれない状態だったのだから。パンパンに膨らんで、破裂しそうな風船みたいに。


    　そして私は二日間、迷いに迷った末に……開き直ることにした。


    　人生最初で最後のワガママのつもりで、想いを打ち明けることにした。


    　──一郎と『恋人修行』をしたい──


    　この期ごに及んで、そんなお願いでお茶を濁にごした自分が情けない。でも。


    　一郎はポカンとしながらも、確かに「お、おう……」と言ってくれた。薄々は女だと知りつつ、気を遣ってくれていたようなことも言っていた。


    　だから、つまり多分──ＯＫしてくれたのだ。


    　私は「ごっこ」ながらも、夢にまで見た一郎の恋人になれたのだ！


    （勇気を出してよかった……）


    　もう我慢しなくていい。一郎の前では、女の子でいていい。


    　それが掟おきてに逆らう行為だろうと構うものか。そんな馬鹿げた掟など、これを機会になくしてしまえばいいんだ。


    （恋も使命も両立させてみせる。逆に『愛の力』で人は強くなれると、証明してみせる！　そしていつか、本当に一郎の彼女になるんだから！）


    　……私の気合いに圧されたのか、それ以降【龍神】が暴走することもなくなった。


    　どうやら完全に支配下に置けたらしく、すっかり聞き分けのいい子になってくれた。ここだけの話、私は【龍神】を密かに「ロンたん」と呼んでいる。


    　もはや火ひ乃の森もり龍りゆう牙がに恐れるものはない。『奈な落らくの使徒』など、残らず叩き潰つぶしてやる。


    　今の私に心配事があるとすれば、たった一つだけ──


    （一郎って長男だけど、婿むこ養子になっても大丈夫なのかしら）


    　この世を守護する火乃森家が断絶しちゃうのは、さすがにマズいと思うから。
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    　龍りゆう牙がが女だと判明した、その翌日。


    　彼女はすっかり元気になって、学校へやってきた。


    　いつもの爽さわやかな笑顔で俺に「おはよっ」と声をかけ、そのまま足取りも軽く窓際最後尾の自席へと向かっていく。珍しく鼻歌まで唄っていた。


    　今朝は折しも龍牙の席周りには、すでに雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさん、エルミーラさんが集まっている。龍牙が登校するのを事前に知らされていたようだ。


    「火ひ乃の森もりくんっ、もう風邪はいいの？」


    「ああ。汐しお莉り、心配かけてゴメン」


    「全く、体調管理も武芸者の心得だぞ」


    「ご忠告痛み入るよ、怜れいさん」


    「心配をかけた罰として、チューっと吸ってあげますわ」


    「よ、よせってエル！　ここじゃマズいよっ」


    　三人が相変わらず、龍牙を取り合っている。ヒロインの道を絶たれたことも知らずに。


    　……一見すると何も変わらない、見慣れた光景。「やれやれ」と苦笑する龍牙を見ていると、昨日のことが嘘うそだったようにすら思える。


    　しかし、もはや現実逃避はできない。あれが本当の火乃森龍牙なのだ。


    　昨日、いきなり制服のズボンを、持参していたミニスカートに穿はき替えた少女。


    　その後エプロン姿になり、何な故ぜか味み噌そ汁しるを作ってくれた少女。


    　帰り際に「もう女の子のデータは集めないことっ」と要求してきた少女。


    　そして「その代わり、私の本当のスリーサイズを教えてあげる」と耳打ちしてきた少女。


    　──そこにいる少年が、まさしくその人なのだ。決して双子とかソックリさんではなく、同一人物なのだ。


    （どうしたらいいんだ……）


    　メインキャラたちを放置し、俺は自分の席でこれからを考える。


    　俺の立場は今、とても不安定な状況にある。


    　俺は、龍牙が女の子であることを知ってしまった。


    　そして、その龍牙からセミ恋人になるよう要請されてしまった。


    　しかも、なし崩し的にそれが決定事項のようになっている。


    　ヒロインズさえ知らない秘密を握った上に、さらなる秘密まで作る結果となったのだ。


    （せめて女にしか見えない男だったなら、どれだけよかったか……）


    　そういうキャラを世間では、「男の娘」と呼ぶらしい。でも残念ながら、龍りゆう牙がにはちゃんとオッパイがある。本人自認のＥカップが。


    　やっぱり正真正銘の「女の娘」なのだ。彼は彼女であり、しかも俺の彼女になりかけているのだ。


    　……さすがにこれは受け入れられない。もちろん龍牙のことは好きだが、それは「尊敬や憧れ」といった感情に近いのだ。女の子扱いしたことなど一度もなかったし、平気で肩を組んだりジュースを回し飲みしてきた仲なのだ。


    　友人キャラとしてのマイナーチェンジはまだ許容範囲だったが、「主人公の恋人」となると話の次元が違う。


    　たとえ仮の彼氏だろうと、そのポジションはもはやメインキャラの一人だ。というか、重要キャラだ。登場人物紹介欄どころか、アニメならＯＰに出てきてしまう勢いだ。


    （そんな主要な役割が、俺に担になえるか？　……絶対に無理だ。それは自分自身が一番よく分かってる）


    　小こ林ばやし一いち郎ろうという人間は、女主人公のお相手としてあまりにミスキャスト。


    　主人公の想い人とは、好青年かつ美青年でなくてはならないはず。それこそ龍牙が演じてきたような、クールでいて良識的な人物像が求められるはず。


    　これまで散々「オッパイ」だの「パンツ」だのと騒いできた男に、そんなポジションが務まるべくもない。


    （そもそも、何で俺なんかを擬似彼氏に選ぶんだよ……女としてのリューガって、多分ろくでもない男に引っかかるタイプだな）


    　そんな俺の胸中をよそに、龍牙たちは依い然ぜんとしてイチャコラしていた。女同士で。


    「あの、火ひ乃の森もりくん。今度の日曜日、空いてないかな？　また一緒に映画でも……」


    　元・ヒロイン候補の雪ゆき宮みや汐しお莉りが、モジモジしながら龍牙に言う。


    「次は私とデートする番だろう。週末からデパートで刀剣展示の催しがあるそうだ。見に行かないか龍牙」


    　元・ヒロイン候補の蒼あおヶが崎さき怜れいが、すぐさまそれに待ったをかける。


    「いいえ。龍牙はワタクシと『最恐のホラー映画は何か』について、今度こそ夜通し語らうべきですわ」


    　元・ヒロイン候補のエルミーラ＝マッカートニーも、もちろん割って入ってくる。


    　何だか三人にも申し訳ない気持ちがする。もう彼女たちの恋は、どうやっても成じよう就じゆすることはない。龍牙のご所望は……俺なんだから。


    　そうこうしているうちにチャイムが鳴り、ヒロインズは渋々解散していった。


    　もはや俺も、モテる龍牙に対していちいち大騒ぎなんてしない。「みんなとは、ただの友達だから」と、龍牙からしつこく言い含められている。そりゃそうだ、女同士なんだから。


    （時間を巻き戻してえ……一学期の頭くらいからやり直してえ……）


    　やがて担任の峰みね岸ぎしが現れ、ホームルームが始まる。


    　と、そこで俺の携帯にメールが届いた。龍りゆう牙がからだった。


    『大丈夫だよ。今度の日曜は、一いち郎ろうと過ごすつもりだから！』


    　俺は頭を抱えた。


    『今日は私の家に来てね。早速だけど修行に付き合って！　お姫様抱っことか、頭ナデナデとか、して欲しいコトいっぱいあるの！　あと、妹とも仲良くなってもらいたいし、いずれは両親にも紹介──』


    　俺の携帯を持つ手が震えてきた。


    　女の子だとネタバレして以降、龍牙のメール文章はやたら長くなった。しかも、昨日の今日でもう二十通を超えている。


    　カッコよくスカしたあいつは、どこへ行ってしまったのか。


    　俺が惚れ込んだヒーロー・火ひ乃の森もり龍牙は、もう帰ってこないのだろうか。


    



    「見て見て一郎。じゃあ～ん」


    　放課後。有う無むを言わさず火乃森家へ連行された俺は、ナース姿の龍牙と対面していた。


    　ご丁てい寧ねいに注射器まで持っているが、やけにスカートが短い。純白のニーソックスに包まれた両足は、スラリとしながらも程よく肉付きがあり、すこぶる健康的で扇せん情じよう的だ。膨らみが強調された胸部には、「火ひ乃の森もり」という名札まで付いていた。
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    　……もちろん、これはコスプレである。龍りゆう牙がが通販で買ったという、「女の子変身セット」である。


    　ちなみに、もうこれで三着目。浴衣ゆかた、チャイナドレスときてのナースだった。クローゼットの中には、まだまだ多くの衣装があるという。


    　その極秘コレクションを知るのは、妹の杏きよう花かちゃんのみ……抑圧された女心が、まさかこんな形で発露していたとは思わなかった。


    「小こ林ばやしさ～ん、今日はどうされましたかぁ？」


    「えっと……風邪を引きまして」


    「まあ大変！　すぐ手術しないと！」


    「いえ、ただの風邪です」


    「とりあえず、瞼まぶたを二ふた重えにしましょうか」


    「しません」


    「じゃあ、眉まゆ毛を整えましょう。ちょっと太いようですから」


    「ほっといて下さい」


    　しばらくの間、そんな茶番コントに付き合わされる。


    　俺は一体、何をしてるんだろうか。いつの間に俺たちは、ボケとツッコミが逆になったのだろうか。


    　……幸い今日のファッションショーは、三着だけで終わってくれた。


    　上機嫌で「ああ、楽しかったあ」とか言いながら、龍牙が俺の隣に腰を下ろしてくる。膝ひざを揃そろえての横座り……もはや座り方まで女の子だ。


    （……落ち着かねえ）


    　龍牙の私室は、かなり広い。学校の教室くらいの面積があるのではないか。おまけに床は畳で、扉とびらは襖ふすまという純和風である。


    　さすがは由緒正しい家柄だけあって、火乃森家は古めかしい武家屋敷みたいな邸てい宅たくだ。俺の家くらいなら、庭にスッポリ入ってしまうだろう。


    　ここに妹と二人だけで暮らしているなんて、凄すさまじい贅ぜい沢たくだと思う。龍牙が言うには「汐しお莉りの家は、ウチの十倍は大きい」とのことだが。


    （来るのは四度目だけど、今日は特に落ち着かねえ……）


    　その理由は明白。龍牙がピタリと密着してくるからだ。


    　これだけ広い空間なのに、肩と肩が触れ合うほどくっつき、手まで握ってくるからだ。


    　あの告白以降、二人きりになると龍牙のスキンシップが途端に激しくなるのは、俺にとって深刻な懸け念ねん事項だった。


    　玄関から部屋までは、お姫様抱っこをさせられた。座ざ布ぶ団とんを用意してくれた際には、頭ナデナデを要求してきた。これもまた、ずっと「男」として生きてきた反動なんだろうか……。


    「ね、一いち郎ろう。次はどんな衣装が見たい？」


    　俺の肩にチョコンと頭を預けながら、龍りゆう牙がが甘えた声でそう言ってくる。


    「他にもメイドさんとか、チアガールとか、競泳水着とかあるよ。リクエストないかな」


    「じゃあ、鎧よろい武む者しやで……」


    「ないよっ。可愛くないし！」


    「アメフト選手で……」


    「何でアーマー系ばっかなの！　勇ましいのは禁止！」


    　頬ほおをぷくっと膨らませて、俺にデコピンしてくるナース龍牙。一見すると可愛らしい行為だが、こいつのデコピンは頭の芯に響く。さすがは戦闘のエキスパート。


    （しかしこれ、本当にただの『恋人ごっこ』なんだろうな……その割にはベタベタし過ぎじゃないか？　こんなコト続けてたら、嘘うそが真実になっちまうんじゃ……）


    　ヒーローごっこをしていてマジ喧けん嘩かになることは、往々にしてある。本気になってしまう危険は龍牙にも、そして俺にも「絶対ない」とは言いきれない。


    　だってこいつ、改めて女の子として見たら……結構俺のドストライク──


    （ば、馬鹿なことを考えるなっ。煩ぼん悩のうを絶つんだ！　菩ぼ薩さつになるんだ！）


    　懸命に自戒していると、俺の腕に龍牙がギュッとしがみついてきた。……当たっている。ムニムニと押しつけられている。本来なら俺の大好物が。くっ、鎮まれ俺の下半身！


    「……そういえば一郎。前にカラオケ店で、私に言ったよね」


    「う、うん？」


    「俺に何か隠してないか？　って。あれってさ……どういう意味だったの？」


    　そう訊きかれても、「お約束だったから」としか言えない。あれは親友としての鋭い一面を演出したかっただけで、答えられては逆にマズかったのだ。


    　しかし結局、俺はバトルの覗のぞき見がバレて、龍牙たちの事情を聞かされる羽目になった。


    　今にしてみれば……あの言葉がフラグになってしまった感は否いなめない。


    「私、思ったんだけど……一郎はあの時、こう言いたかったんじゃないかな。『もう女の子だと白状して、俺と付き合わないか』って」


    「へっ？」


    「それから、教室でこうも言ってくれたよね。お前が話したいと思うまで言う必要はない、って。あれは、『俺はいつまでも待ってるから』って意味だったのかな？　とか……」


    　違う。違う。そうじゃない。


    　あれは意訳すると、「俺には永久に黙っててくれ」という意味だったのだ。


    「時間かけちゃってゴメンね。でも、これからはずっと一緒だから」


    「いや、あの」


    「お父さんとお母さんも、いつかちゃんと説得するから。私は火ひ乃の森もり家の嫡ちやく子しとして、必ず子供を生まなきゃいけない。どっちみち結婚はしなきゃいけないの。その相手くらいは、自分で選ばせてくれるはずだよ」


    「けっ、こ……！」


    　重い。会話が重いよ龍りゆう牙がさん。繰り返すけど、これ本当に修行なんだろうな!?


    「私、フランスのシャンボール城がいいなあ」


    「な、何が？」


    「新婚旅行」


    　……それから間もなく。俺はヘコんだまま火乃森邸ていを後にした。


    　ちょうど門を出たところで、帰宅してきた杏きよう花かちゃんと出くわし「よかったら夕飯を食べていきませんか？」と言われた。


    　朗ほがらかに笑いかけてくるツインテール少女の誘いを、丁てい重ちように固辞する。まだあどけないが、龍牙に似てとても端正な顔立ちの妹さんだ。


    「お姉ちゃん……じゃなかった、お兄ちゃんから話は聞いてますよ。幸せにしてあげて下さいね、小こ林ばやしさんっ」


    　その夜。


    　俺は何な故ぜか、巨大なエリマキトカゲにどこまでも追い回される夢を見た。
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    　それからも俺と龍牙は、放課後になると逢おう瀬せを重ねた。


    　密会場所は、基本的に龍牙の家。人目を避けてベタベタするためであり、ファッションショーのためでもあった。


    　何とかしないといけない──それは分かっているのだが、対策が何も浮かばない。それどころかセーラー服、スクール水着、ミニスカサンタなどの龍牙を見ているうちに、何だかコスプレが楽しみになってきている自分がいた。


    　女主人公になっても、龍牙の魅力は変わらない。むしろオッパイの分だけ増した気がする。


    （ダメだ！　認めるな！　リューガを女として意識するな！　やっぱり彼氏役はやめよう！　手遅れになる前に何とかするんだ！）


    　数日間あれこれと苦悩した結果。


    　俺はひとまず、『龍牙に幻げん滅めつされて元の関係に戻ろう作戦』を実行することに決めた。


    　作戦内容は名前の通り。まずは俺のカッコ悪く、イヤラシく、救いようのない姿を見せ、龍牙から顰ひん蹙しゆくを買う。その上で、また少しずつすり寄って友人ポジションに返り咲く……というものだ。


    （見てろよリューガ。俺がどれだけ下げ劣れつで卑ひ猥わいかを、思い知らせてやるぜ！）


    　ただしこの作戦には、一つの大きな穴があった。よくよく考えてみると、「それって今までの俺じゃねえか」という点である。


    　案の定、作戦は失敗した。龍りゆう牙がには通用しなかった。


    「リューガ、女め豹ひようのポーズをしてくれ」


    「うん」


    「リューガ、腋わきを嗅かがせてくれ」


    「うん」


    「リューガ、ハイヒールで踏んでくれ」


    「うん」


    　いくら頑張ってマニアックな修行を課しても、龍牙もまた頑張って応えてきた。というか、楽しそうだった。


    　埒らちが明かないので作戦を中止したとき、俺は自分が墓ぼ穴けつを掘ったことに気付いた。


    （しまった……これじゃ完全に彼氏じゃねえか！　ノリノリの彼氏じゃねえか！）


    　ここまでしておきながら、今さら「良いお友達でいましょう」なんて言えない。そんなことを言ったら、俺は『奈な落らくの使徒』並みの悪になってしまう。


    　ちなみにその『奈落の使徒』は、最近ちっとも現れてくれない。こんなときに限ってなりを潜めるとは……つくづく許せない奴やつらだ。


    　お陰で龍牙は、バトルシーンよりコスプレシーンの方が多くなっている。


    　この件について、是非とも【龍神】に見解を伺うかがいたかった。「お前の宿主、近頃お前より暴走気味だぞ。いいのか？」と。ところが──


    「安心して一いち郎ろう。ロンたんなら、すっかり私に懐なついてるから」


    「ギュピ！」


    　いつの間にやら、【龍神】も陥かん落らくしていた。


    　今や龍牙の意思によって、自在に実体化が可能なまでになっていた。


    　しかも宿主のイメージを反映してか、平時はコミカルなチビ龍の姿にされている。龍牙の肩にチョコンと乗っかるその様は、まさにサトシと電気ネズミのごとし。


    （何てこった……）


    　もう駄目なのか。俺はこのまま、セミ彼氏ポジションに収まるしかないのか？　二ふた重え瞼まぶたにプチ整形するしかないのか？　この物語は──一体どこへ向かおうとしているんだ？


    　俺の心に、どんよりと立ち込める不穏な暗雲。


    　だが。その時点での俺は、実はまだドン底ではなかった。


    　まさかそれ以上のドツボ状態が待ち受けているとは……さすがに予測できなかった。


    



    



    　ある木曜日のこと。


    　その日も俺は、龍りゆう牙がと「アイドル＆その追っかけ」のコントをして、火ひ乃の森もり邸ていを辞去したところだった。


    　すでにポツポツと街灯が光り出した、夕暮れの寂しい路地。そこをトボトボと肩を落として歩いていく。


    　……今日も流されるままイチャついてしまった。


    　未来の子供につける名前のことで、軽く口論までしてしまった。「普通の名前がいい」という龍牙の主張と、「個性的な名前がいい」という俺の主張がぶつかったのだ。


    （何やってんだ俺は！　どんどん関係がリアルになってるじゃねえか！）


    　帰路につきながらの自己嫌悪。それが恒こう例れいになっている自分が情けない。


    　諦めていいのか。俺の「友人キャラ」への情熱は、その程度のものだったのか。過去に被験者にしてしまった石いし田だくんたちに、何と詫わびるつもりだ？


    （幻げん滅めつされるという発想自体は、悪くなかったはず。間違えたのは手段だ。リューガはこれまでの俺がよかったワケだから、逆に二枚目でクソ真ま面じ目めなキャラになれば……）


    　そんなことを考えながら、小さな公園の前を差しかかったとき。


    　柵越しに見えた園内のベンチに、一人の少女が座っているのが俺の目に留まった。


    「あれ、雪ゆき宮みやさん」


    　それは元・ヒロイン候補の、雪宮汐しお莉りさんだった。


    　まだ帰宅していないのか、制服姿のままだ。ロングヘアーを風にサラサラと揺らし、何やらぼんやりと物思いに耽ふけっていた。


    「……あ、小こ林ばやしさん」


    　俺の声に反応し、雪宮さんがこちらを向く。


    　声をかけてしまった以上、素通りするのも気が引ける。俺は仕方なく柵を跨またぎ、雪宮さんの正面へと回り込んだ。


    「どうしたの、一人でこんなトコ──」


    　そこで俺は言葉を止めた。


    　彼女の膝ひざの上で、一匹の野良猫が丸まっているのに気付いたからだ。


    「猫？」


    「この子、後ろ足を怪け我がしていたんです。だから治癒を」


    　雪宮汐莉は、『祝命の巫み女こ』──治癒の異能力を持つ少女である。


    　彼女の家は古来より、その力を受け継いできた一族なのだという。ただし巫女というだけあって、異能を宿して生まれてくるのは女子のみ。それも何世代かに一人の確率らしい。


    　確か蒼あおヶが崎さきさんやエルミーラさんの能力も、遺伝によるものだったはず。やはりメインキャラを張るには、血筋や家系が大切なのかもしれない。


    「野良猫の手当てか。やっぱり雪ゆき宮みやさんは優しいなあ」


    「私にできるのは、サポートだけですから」


    　微ほほ笑えみながらも、自じ嘲ちようめいたセリフを言う雪宮さん。何だか普段の彼女らしくない。


    　いよいよ捨て置きづらくなってしまった。もう雪宮さんは龍りゆう牙がのものじゃないんだから、少しくらい絡んでも平気だろう。


    「勝手な憶おく測そくで悪いけど……ひょっとして、戦闘での自分のポジションに悩んでるとか？」


    「……鋭いんですね、小こ林ばやしさんは」


    　野良猫を優しく撫なでながら、雪宮さんがまた破顔する。


    　さすがは学校のアイドル的存在。苦笑もすこぶる上品だ。男子生徒の五人に一人が惚れているのは伊達だてじゃない。


    　しばしの沈黙ののち。やがて雪宮さんは、小さな溜ため息いきを前置きに話し始めた。


    「私には火ひ乃の森もりくんはもちろん、怜れいさんやエルミーラさんのような戦闘力がありません。多少は身体能力を強化できますが、とても使徒に太た刀ち打ちできるレベルには……なので戦いでも、助けられてしまうことが多くて」


    　そういや、河か川せん敷じきでもタコ型使徒に絡め取られてたな。あれはあれで欠かせない役割だと思うのだけど。


    「だから最近、よく思うんです。私は役に立てているのか、って。もしかしたら、みんなの足を引っ張っているんじゃないか、って」


    「雪宮さんは、使徒の動きを鈍らせるコトができるじゃないか」


    「あんな力を使うまでもなく、皆さんは使徒を倒せます。特に火乃森くんは、自分でも治癒ができますし……私なんかがいなくても……」


    　膝ひざで眠っている野良猫と同じく、雪宮さんもどんどん猫背になっていく。


    　……そうか。彼女も悩んでいるのか。自分の立ち位置に。役どころに。


    　何だか他ひ人と事ごととは思えない。無性に励ましてやりたくなってしまう。


    「なあ雪宮さん。リューガたちがどんな使徒にも勝利できるのは、それだけ攻撃に専念できてるからじゃないのか？」


    「…………」


    「それはつまり、負傷したときは君がいるという、安心感が大きいんじゃないのか？」


    「でも、治癒なら火乃森くんにだって」


    「リューガの治癒は、君の治癒ほど優秀じゃない。しかも自分にしか発動できない。この間、あいつ自身も言ってたよ。『治癒には集中力がいる。隙すきができてしまうから、戦闘中は極力使いたくない』って」


    　それは本当だ。自分にも能力の得え手て不得手があり、治癒は最も苦手とする異能である……龍りゆう牙がは真剣な顔でそう語っていた。ブルマーの体操着姿で。


    「いいかい雪ゆき宮みやさん。人にはそれぞれ役目というものがある。君が前線に出る必要はない。だからって、戦いに不要なわけでもない。『戦闘力』と『戦力』は同義じゃないんだ」


    「ですが……」


    「君が後方に控えているからこそ、仲間は負傷を気にせず戦える。もし一般人が巻き込まれても、君がいれば任せられる。つまり雪宮汐しお莉りという存在は──『治癒』というフィジカル面だけでなく、『安心』というメンタル面でもリューガたちを支えているんだ！」


    　誰なんだよ俺は……内心で自分にそう突っ込んだが、雪宮さんは黙ってスピーチに耳を傾けてくれた。


    「自信を持つんだ雪宮さん。君は『祝命の巫み女こ』……生命を祝福する、慈愛の能力者だ。素晴らしい力じゃないか！」


    「小こ林ばやしさん……」


    「サブの役割を舐なめてはいけない。君を評価している人間はちゃんといる。少なくとも、ここに一人」


    　と、そこで雪宮さんが、やにわにクスリと笑った。


    　いささか熱弁が過ぎたか。脇わき役論になると、俺はつい力が入ってしまう。そもそも彼女はメインキャラなんだから、活躍したいのは当たり前だろう。


    「ゴメン雪宮さん。ちょっと偉そうに言い過ぎ──」


    「火ひ乃の森もりくんでも言ってくれませんでした。そんなこと」


    「ほえ？」


    　雪宮さんの思わぬ切り返しに、俺は変な裏声を発してしまった。


    　その拍子に、野良猫がムクリと起き上がる。雪宮さんの膝ひざからピョンと飛び降り、そのまま駆け去っていく。


    「フフ。あの子も私と同じで、元気になったみたいです」


    　雪宮さんがベンチを立ち、俺を真まっ直すぐに見詰めてきた。


    　スッキリとした表情をしているので、激励には成功したみたいだが……何な故ぜだか空気がおかしい。心なしか、辺りにムーディーなＢＧＭが流れているような気がする。


    「小林さん、ありがとうございます。そうですよね。私には、私の役割がある……小林さんのお陰で、また明日から頑張れそうです」


    「あ、ああ。それはよかった」


    「私、貴方あなたへの認識が大きく変わっちゃいました」


    「いや。それは錯さつ覚かくだ」


    「いいえ。火乃森くんが貴方を信頼する気持ち、今ならよく分かります。小林さんは私なんかより、よっぽどサポート上じよう手ずな人です」


    「あの、それじゃあ俺はこの辺で……」


    「もしよかったら、これからも相談役になってもらえませんか」


    　お辞儀をしながら、とんでもないことをのたまう雪ゆき宮みやさん。人の話を聞かない巫み女こである。


    「小こ林ばやしさんの言葉には、不思議な包容力があります。きっとそれは慈愛の心……私の能力の源泉でもある、清白の精神です」


    「ち、違……」


    　マズい。調子に乗って絡み過ぎた。また墓ぼ穴けつを掘ってしまった！


    「ま、待ってくれ雪宮さん。君は疲れてるんだ」


    「今後とも、よろしくご指導ご鞭べん撻たつ下さい。ただ、できればこの話は二人だけの秘密ということで……弱い自分を、みんなに知られたくありませんから」


    「俺も知らない方がいいって！　俺こそ知らない方がいいって！」


    「小林さんなら平気です。貴方あなたになら肩肘ひじを張らず、何でも話せそうな気がします。私──どうしちゃったのかな」


    　雪宮さんの頬ほおが、ほんのり朱に染まっている。


    　おい！　お前ちょっとチョロいぞ！　ファンが減るぞ！　仲間のメンタルは支えるくせに、俺のメンタルだけはゴリゴリ削ってくるんじゃない！


    （ヤベえ。このままじゃ、密会相手が増えちまう……！）


    　龍りゆう牙がだけでなく、雪宮さんとも秘密を持ってしまっては、もはや俺の迷走は歯止めが利かない。というか、龍牙に葬ほうむられかねない。


    　どうする？　この場で「オッパイ最高！　ヒャッハー！」と飛び跳ねてみるか？　それで雪宮さんとのフラグをヘシ折れないだろうか？


    　いや駄目だ。今の俺は「女主人公のセミ彼氏」なのだ。少なくともその間は、変態行為を自じ重ちようするべきだと思う。


    　こうなったら以前のように……また軌道修正を持ちかけるしかない。


    「あの、雪宮さん。やっぱり今のくだり、なかったことにしないか」


    「ダメです。もう小林さんは、私の専属アドバイザーさんです」


    「君にはセバスチャンがいるじゃないか！」


    「セバスチャンは先週から、腹痛でお休みしています」


    「絶対お前が何か食わせたろ！　とにかく俺は、人の相談に乗ってる場合じゃねえんだよ！」


    「もちろん、勝手な申し出であることは理解しています。なのでお詫わびとお礼を兼ねて、小林さんには私の特製ビーフストロガノフを」


    「それがセバスの腹痛の原因だ！」


    「でも、私まで食べちゃダメですよ？　ウフフ」


    「それやめろっての！　むしろお前は、そのアクのことで少し悩め！」


    　その後。俺から強引に携帯の電話番号とメールアドレスをゲットした雪ゆき宮みやさんは、足取りも軽くご機嫌に去っていった。


    　俺はというと、彼女がいたベンチに座ったまま、しばらく途方に暮れていた。


    （どうしてこうなった……）


    　事態が悪化してしまった。ただでさえ龍りゆう牙がのことで頭が痛いのに、慈愛の能力者からも無慈悲な面倒事を持ち込まれてしまった。


    　力なく見詰める視線の先で、野良猫がのんびり顔を洗っていた。
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    　翌日以降。俺の懸け念ねんに反して、幸いにも雪宮さんからの呼び出しはなかった。


    　どうやら差し当たりの悩み事はなくなったようで、せいぜいメールを一通よこしてきたくらいだった。ただし「昨夜、夢に貴方あなたが出てきました」という剣けん呑のんな内容だったが。


    （雪宮さんとはクラスも違う。顔を合わさないようにすれば、当座はしのげるはず……）


    　俺の目下の急務は、龍牙との関係を是ぜ正せいすること。


    　どうにかして龍牙を幻げん滅めつさせ、現在のポジションから格下げしてもらうのだ。


    　せめて「一いち郎ろうって、彼氏役にはちょっと違うかも」くらいは思ってもらうのだ。


    （推測するに、リューガの好みのタイプは『ダメ男』だ。ならばここは、やはり真ま面じ目めなクール系にシフトするべきだろう……キャラが百八十度変わっちまうけど）


    　──試しに、髪型を七三分けにしてみた。


    　しかしこれは失敗だった。龍牙から大笑いされただけだった。


    　──次に、優等生っぽくメガネをかけてみた。


    　これも逆効果だった。龍牙から「メガネの一郎って、新鮮でキュンとしちゃう」と言われてしまった。


    　──めげずに、薔ば薇らを口にくわえてクールに授業を受けてみた。


    　これも駄目だった。問題を当てられても薔薇のせいで喋しやべれず、職員室に呼び出された。


    （結局、全部ボケみたいになっちまった……難しいもんだな）


    　試し行こう錯さく誤ごしているうちに、すでに週末の放課後。


    　今日もまた火ひ乃の森もり邸ていでのファッションショー＆コントが待っている……と思いきや、意外にも龍牙からキャンセルを告げられた。


    　何でも妹の杏きよう花かちゃんが熱を出したらしく、その看病をしたいそうなのだ。


    「ゴメンね一郎。でも、やっぱり杏花が心配で……」


    「気にするな。今は杏花ちゃんのコトだけを考えてくれ。そしてできれば、お前自身の熱も冷ましてくれ」


    「せっかくバニーガールの衣装が届いたのに……」


    「バニーっ？　い、いや、そんなコト言ってる場合じゃないだろ？　杏きよう花かちゃんが全快するまで、俺とは無理に遊ばなくていいから」


    「うん、そうだね……お父さんもお母さんもいないんだし、私が側そばにいてあげないと」


    　とっくに知っているが、龍りゆう牙がはとても妹思いの少女である。そして杏花ちゃんもまた、とても姉思いの少女だ。何より龍牙の性別の秘密を知る、数少ない存在だ。


    　小さい頃から、一度も喧けん嘩かをしたことすらないという。特殊な環境で育ってきたので、とりわけ強い絆があるんだろう。姉妹じゃなくて兄妹だったらよかったのに……。


    （とにもかくにも、期せずして週末がフリーになったな）


    　杏花ちゃんのことは気がかりだが、見舞いなどに行っても気を遣わせるだけだろう。俺はまず、自分の心配をせねばならない。決してのんびりしてはいられない。


    　もうすぐ一学期の期末テストがあり、それが終われば夏休みがやってくる。


    　今の関係のまま、龍牙と一夏を過ごすのは非常に危険だ。


    　夏の女性は開放的になるもの……もし龍牙が「もっと凄すごい修行をしたい」と言い出したら、俺はそれを拒みきれる自信がない。それくらい今の距離感はヤバい。


    　最近、本当に心配になってきた。龍牙って本気なんじゃないのか……と。


    



    



    　日曜日。


    　俺は午前中のうちに家を出て、電車で隣町まで足を延ばすことにした。


    　別に目的があったわけじゃない。強いて述べれば、「顔見知りに出くわさない場所で、ゆっくり対策を練りたい」という理由だった。


    　今日は朝から晴天で、気温もちょうどいい。家でゴロゴロしているより、いつもと違う環境の方が気分転換にもなるだろうと思ったのだ。


    （須す々す浜はま駅で降りてみるか。あそこなら人も少ないし、確か駅の近くにカフェがオープンしてたはずだ）


    　念のため、携帯は家に置いてきた。うっかり忘れたことにした。昼過ぎには帰るつもりなので、ちょっとくらい不通でも構わないだろう。


    　──須々浜駅までやってくると、早速カフェへと直行し、アイスオーレを注文する。


    　サンドイッチでもあればよかったのだが、ケーキやクッキーしかなかったので諦めた。外資系のお洒しや落れなカフェは、こういうところが不便だ。


    （しかし、思ったより客がいるな……やっぱ日曜はこうなっちまうか）


    　レジでアイスオーレを受け取り、賑にぎわう店内を横切って隅っこの席を確保する。正面は大きなガラス張りの窓で、外の景色が一望できた。


    （リューガは今頃、何してるかな）


    　もちろん、杏きよう花かちゃんを看病しているのだろう。


    　残念ながら治癒の異能は、怪け我がにしか効果がない。たとえ雪ゆき宮みやさんであっても、病気までは治せないのだ。


    （あいつのコトだから、きっと甲か斐い甲が斐いしくお世話してるんだろうな）


    　……その様子を想像してみると、何な故ぜか龍りゆう牙がはバニーガール姿だった。語尾に「ピョン」をつけて喋しやべっていた。


    （ちゃんとウサ耳もついてるんだろうか。尻しつ尾ぽはまん丸でフワフワだろうか。リューガって、結構いいお尻しりしてるから……）


    　その瞬間、ハッと我に返る。そして愕がく然ぜんとする。


    　俺は今──何を考えていた？　何故ニヤケている？　どうして小鼻が膨らんでいる？


    　もしや「龍牙の彼氏」である自分を、潜在意識で受け入れ始めているのか？　猟師に扮ふん装そうして、龍牙ウサギを追いかけたいとか思っているのか？


    （違う！　俺は友人キャラに戻りたいんだ！　リューガに幻げん滅めつしてもらいたいんだ！）


    　頭を掻かきむしりつつ、アイスオーレを酒のごとく一気に飲み干したとき。


    　──俺の隣の椅い子すに、一人の女性が座った。


    　さらに客が増えてきたので、ここしか席が空いてなかったのだろう。スラリと長身の、かなり美人さんで巨乳さんだった。


    （何か、芸能人みたいな人だな……）


    　見たところ大学生だろうか。シフォンワンピースに薄手の黒カーディガンという、こじゃれた格好をしている。後ろ髪をバレッタでまとめ、流線形の黒いサングラスをかけていた。


    　バッグから覗のぞいているのは、外国人モデルが表紙のファッション雑誌。というか、この人もモデルなのかもしれない。優雅に足を組んで座る姿は、それくらいキマっていた。


    （彼氏でも待ってるのかな？　こういう人と付き合える男って、どんな人種なんだろ。医大生とか？　青年実業家とか？）


    　そんなことを考えていると、ふと相手がチラリとこちらを見てきた。そして──


    「！」


    　何故だか息を呑のみ、その頬ほおを引き攣つらせた。


    「こ、小こ林ばやしっ！」


    「え？」


    　彼女の声に、俺は聞き覚えがあった。


    　意外なことに、それは比較的よく知っている人物のものと一致していた。


    　ズイと身を乗り出し、その顔をマジマジと観察する。相手がすかさず椅子を立とうとしたときには、俺の確認作業は完了していた。


    「蒼あおヶが崎さきさん？」


    「ひゃあ！」


    「蒼ヶ崎さんだよね？」


    「ひ、ひ、人違いだ！」


    　彼女が高速で首を振ってくる。同時に巨乳もブルブルと揺れる。


    「いや、蒼ヶ崎さんでしょ。俺のこと、小こ林ばやしって言ったし」


    「お前など知らん！　金こん輪りん際ざい知らん！」


    「じゃあサングラス取ってみて下さい」


    「断る！　私は人前では、決してサングラスを取らないのだ！」


    「タモリじゃないんだから」


    「とにかく、私は蒼ヶ崎怜れいなどという人間ではない！　彼女とは全然キャラが違うだろう！」


    「とりあえず少し落ち着いて下さい。みんな見てますよ」


    　周囲の客からの視線に気付き、彼女は仕方なく椅い子すに座り直した。


    　続いて観念したのか、サングラスを外してテーブルに置く。現れた切れ長の目は、やっぱり蒼ヶ崎さんのものだった。


    「で、何してるんですか、そんなカッコで」


    「……別に」


    「誰かと待ち合わせですか？」


    「……一人だ」


    「いつもと雰囲気が違うから、声を聞くまで分からなかったですよ」


    「似合わない──と言いたいのだろう」


    　そこで蒼ヶ崎さんが、恨めしげにジロリとこちらを睨にらんできた。


    「こんな私の姿を、心では笑っているのだろう」


    「いや、そんなことは」


    「フンッ。笑いたくば笑うがいい」


    　どういうわけか、蒼ヶ崎さんがスネている。子供のように頬ほおを膨らませ、アイスコーヒーを乱暴にストローで掻かき混ぜている。


    　……何だか先日の雪ゆき宮みやさんに続いて、またヒロインズの「らしくない」ところを見てしまった気がした。


    「分かっているさ。私は古風でストイックな女剣士……服といえば制服か剣道着、愛読書といえば宮みや本もと武蔵むさしの『五ご輪りん書しよ』、休日は道場で素振りばかりしている剣術バカだと、どうせ君も思っているのだろう」


    「お、思ってませんよ」


    「嘘うそをつけ。ちゃんと分かってるんだ」


    　片手で頬ほお杖づえをつき、唇を尖とがらせる蒼あおヶが崎さきさん。


    　顔見知りに会わないよう地元を避けたのに、かえって面倒なことになってしまった。


    「私だって、服やアクセやコスメにくらい興味はあるっ。洋楽だって聴くし、ヌイグルミだって集めているっ。悪い？　ねえ悪いっ？」


    　鼻先が触れんばかりに詰め寄られ、今度は俺が高速で首を振った。


    　彼女が木刀を持ってなくてよかった。が、仮にも蒼ヶ崎さんは『斬ざん舞ぶの剣士』……棒状の物であれば真空をまとわせ、凶器とすることが可能かもしれない。


    　なので念のため、さりげなく彼女のアイスコーヒーからストローを没収しておいた。


    「全く……やってられん。このお店、焼しよう酎ちゆうは置いていないのか」


    「蒼ヶ崎さん、未成年飲酒はやめて下さい。そんなキャラじゃないでしょう」


    「フンッ。もう取とり繕つくろう必要もないだろう。少なくとも小こ林ばやしには」


    　そこから愚ぐ痴ちるように語り出した蒼ヶ崎さんによると──本当の彼女は、実はとても流りゆう行こうに敏感で、オシャレ好きで、要するにミーハーらしい。


    　ただ、周囲から作られたイメージを気にして、極力そういう自分は見せないようにしているのだとか。我が道を行くタイプだと思っていたが……割と空気を読む人のようだ。


    「言っておくが小林、君にも責任の一端があるのだぞ」
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    「へ？」


    「私を見るたびに、君はいちいち『麗うるわしの剣士』だ何だと騒ぎ立てるだろう。お陰でこのキャラがますます定着してしまった。央明高校の女生徒だけでも、もう三十人以上からラブレターを貰もらっている有り様だ」


    　確かに、蒼あおヶが崎さきさんに憧れる女子は多い。雪ゆき宮みやさんが男子のアイドルなら、蒼ヶ崎さんは女子のアイドルと言っていいだろう。


    　そしてその原因に、俺が一役買っていることは否いなめない。


    「蒼ヶ崎さんの仰おつしやる通り、その件については俺にも責任があります。謝らせて下さい」


    「その前に、ノゾキの件を謝ったらどうだ」


    「いや、あれは……あの時点でやるべきイベントだったというか……」


    「やるべきイベント？　龍りゆう牙がは乗り気ではなかったようだぞ」


    「少なくとも、俺にとっては大事なことでした。それだけはご理解下さい」


    　腕を組み、しばし蒼ヶ崎さんが「ふむ……」と思案する。


    　数秒後、再びこちらに向けられた眼光は、やっぱりチビりそうなほど鋭かった。


    「……つまり君は、そこまで私の裸が見たかったと？」


    「はあ。見たかったというか、見るという行為自体をしたかったというか……」


    「つまり私に──女としての魅力を感じていると？」


    　蒼ヶ崎さんが、おかしな方向に食いついてくる。依い然ぜんとして表情は不機嫌だが、その中に微かすかな喜色が見え隠れしている。


    　不審に思う俺をよそに、蒼ヶ崎さんは居住まいを正し、わざとらしくコホンと咳せき払いした。


    「と、ところで小こ林ばやし」


    「はい」


    「あくまで参考までに訊きくのだが……この服をどう思う？」


    「えっと、凄すごく似合ってると思います。色のセンスもいいし、個人的には胸元のフリルがかなりの高ポイントかと」


    「そうだろう！　私もこのフリルが気に入って買ったのだ！」


    　とうとう憚はばかることなく喜び出した『斬ざん舞ぶの剣士』。水を得た魚のように、目が輝いていた。


    「では、このバレッタはどうだっ？　もう少し目立つ色にするべきだったろうか？」


    「逆にブラウン系はどうでしょう。蒼ヶ崎さんは綺き麗れいな髪なんで、そちらに目がいくように」


    「な、なるほど……」


    「形はリボンタイプなんかもいいかもしれません。蒼ヶ崎さんは大人っぽいので、アクセントになると思います。ただし、色はシックに。モスグリーンなんてどうでしょうか」


    「ふむふむ……では、このパンプスは──」


    　それから小一時間、謎なぞのファッション談義が続いた。


    　蒼あおヶが崎さきさんは次々に質問を連発し、ついにはメモまで取り出してしまった。気付いたときには、俺のアイスオーレは四杯目だった。


    　……罪滅ぼしのために付き合ったつもりだった。こんなことで埋め合わせができるんなら、と。それで蒼ヶ崎さんが喜ぶんなら、と。


    　しかし。結果的に俺は──またまた墓ぼ穴けつを掘ることになってしまった。


    「小こ林ばやし。君がここまでファッションに精通しているとは、思いもしなかったぞ」


    「いや、別に精通してるわけじゃ……」


    「こういう話で盛り上がれる相手は、今まで一人もいなかった。君とは今後とも、是非こういう場を持ちたい」


    「な……」


    「そうだ！　私の専属コーディネーターになってくれないかっ？」


    　血の気が引いたのが、自分でも分かった。


    　またやっちまった！　無駄にフラグ立てちまった！　専属アドバイザーに続いて、専属コーディネーターに就任しようとしている！


    　かつて小こ宮み山やまくんをクラスのファッションリーダーにした経験が、こんな形で無駄に活いかされてしまうとは……！


    「なあ小林。改めてもう一度訊きかせてくれ。こういう私は……やっぱり変だろうか？」


    「そ、そんなことは、ないんですけど……」


    「本当かっ？　その言葉に偽いつわりはないなっ？」


    「普段は男勝りな子ほど、そういう一面があるものですから……」


    　普段は男装までしてるコスプレ好きの女子を、俺はよく知っている。


    「ならば頼む、話し相手になってくれ！　他の者とはこんなトークはできないし、小林とは趣味も合いそうだし！」


    「俺なんかより、リューガの意見を参考にした方が……」


    「ば、馬鹿！　こんな私を龍りゆう牙がに見せられるか！　恥ずかしいだろう！　まともに顔が見れなくなるだろう！」


    　蒼ヶ崎さんが真っ赤になり、両手で顔を覆ってイヤイヤする。ギャップがあるのはいいことだが……こんな彼女は見たくなかった。


    「小林、今度ショップについてきてくれないか？　服選びに付き合って欲しいんだ」


    「いや、リューガと刀剣展とかに行った方が……」


    「そんなものに興味はない」


    　ないんかい。


    「じゃあ、携帯番号とアドレスを教えてくれ。また連絡するから！」


    　……そんなこんなで、ようやく俺が解放されたときには、もう夕方だった。


    　結局は龍りゆう牙がへの対策を練ることもできず、さらなる頭痛の種を増やすことになった。


    （何かもう、転校したくなってきた）


    　どうやって帰ってきたのかは、よく覚えていない。気がついたら自分の部屋のベッドに突っ伏していた。


    　枕まくら元に置いたままだった携帯を見てみると、メールが三件来ていた。それぞれ龍牙、雪ゆき宮みやさん、蒼あおヶが崎さきさんからだった。


    『一いち郎ろうへ。杏きよう花かの具合、だいぶ良くなったよ！　バニーのコスプレ、期待しててね！』


    『小こ林ばやしさんへ。セバスチャンが退院しました。お祝いにマカロンを焼こうと思うのですが、小林さんもいかがでしょうか？』


    『小林へ。今日はありがとう。裸は駄目だが、ビキニなら見てもいいぞ。恥ずかしいからパレオを着けさせてもらうが』


    　俺はまとめて、『楽しみにしてます』と返信した。


    　もうヤケクソだった。


    



    　　　　　　　　　４


    



    　俺も決して馬鹿じゃない。


    　ここまでヒロインとのフラグが連立すると、危き惧ぐするべき存在がもう一人いる。もちろんエルミーラ＝マッカートニーさんだ。


    　龍牙だけでなく雪宮汐しお莉り、蒼ヶ崎怜れいとも秘密を持ってしまった今、俺にとってあのヴァンパイアは戦せん慄りつの対象である。間違っても奴やつと関わってはいけない。半径五メートル以内に近付いてはならない。


    （杏花ちゃんは熱が下がったらしいが、大事を取ってまだ学校を休んでいる……全快すれば、またリューガのコスプレショーが再開されちまう）


    　その前に、何としても龍牙の不興を買わねば。真ま面じ目めキャラになって引かれねば。


    　女子のスリーサイズを書き留めたマル秘ノートは、すでにシュレッダーにぶち込んだ。エロ本とエロＤＶＤも処分し、ハードディスク内のエロ画像も消去した。


    　今の俺は、一刻も早く「綺き麗れいな小林」を定着させねばならない。


    　変態行為と、エルミーラさんとの絡み……その二つは絶対にタブーなのだ。


    



    



    「お待ちなさいな、小林一郎」


    　しかし運命の鎖くさりは、俺を逃してはくれなかった。


    　火曜日の放課後。優等生キャラの小道具として、書店へ六法全書を買いに行こうとしたところ。校門を出て十分ほど行った場所で、俺は後ろから呼び止められてしまった。


    　深しん紅くの髪をした、低血圧の吸血鬼に。


    「げっ、エルミーラさん！」


    「げっ、とはご挨あい拶さつですわね。せっかく忠告してあげようと思いましたのに」


    　むくれた表情のまま、エルミーラさんがスタスタと近付いてくる。


    　歩みに合わせて、燃えるようなミディアムロングもフワフワと揺れていた。ルーズに着こなした央明高校の制服も、貴族チックな彼女にかかると何だか高級感がある。


    　こいつは三巨頭の中では最もキャラが濃いが、その美び貌ぼうは雪ゆき宮みやさんや蒼あおヶが崎さきさんにも劣らない。というか、実年齢はいくつなんだろうか。


    「ちゅ、忠告……？」


    「そう。忠告ですわ。いえ、警告と言った方が正しいかしら」


    　まさかエルミーラさんは、俺が元・ヒロイン候補の二人と急接近していることに気付いているんじゃ？　「そんなコトしてると、地獄に落ちますわよ」と釘くぎを刺しに来たんじゃ？


    　人じん外がいを舐なめてはいけない。雪宮さんと蒼ヶ崎さんのちょっとした挙動から、俺との関係に感付いた可能性はある。さすがに龍りゆう牙がが女であることまでは知らないだろうけど……。


    「ま、待ってくれエルミーラさん。違うんだ。決して俺自身が望んだことじゃないんだ！」


    「はあ？　何を言ってますの？」


    　訝いぶかしげに小首を傾かしげるエルミーラさん。


    　あれ、違うの？　イエローカードを出しにきたんじゃないの？


    　呆ほうけている俺に構わず、エルミーラさんが前方を指差す。彼女に向き直っている俺からしたら、ちょうど背後を示された形だ。


    「小こ林ばやし一いち郎ろう。この道を行くのはおやめなさい」


    「え？」


    「この先から、不愉快な邪じや気きを感じますわ。奈な落らくよりジワジワと滲にじみ出てきた──暗く濁にごった瘴しよう気きを」


    　それはつまり、要約すると『奈落の使徒』のことか。


    　最近めっきりご無ぶ沙さ汰ただった異い形ぎようが、この先に待ち受けているというのか？


    「エ、エルミーラさん。それが本当なら、リューガたちを呼んだ方がいいんじゃ？」


    「龍牙は今、妹さんの看病中でしょう。それに邪気からして、さほど手て強ごわい使徒でもなさそうですわ。わざわざみんなを呼ぶ必要は……と、あらあら」


    　そこでエルミーラさんが、細い肩を小さくすくめる。


    「そうこう言ってるうちに、アチラさんからやってきましたわ」


    「へ!?」


    　慌あわてて振り返ると、果たして一人の男がこちらへ歩いてきていた。


    　スーツ姿の若い男だ。見たところ、普通のサラリーマンにしか思えない。だが。


    （違う。あれは人間じゃねえ……よく分からないけど、それだけは間違いねえ）


    　男が迫ってくるにつれて、言い知れぬ圧迫感が強まっていく。


    　何だか首の後ろがチリチリと熱い。耳鳴りがする。思うように呼吸ができない。いつしか俺は全身に、じっとりと汗をかいていた。


    　思えば、これほど間近で使徒と対面するのは──初めてのことだった。


    「ご機嫌よう使徒さん。わざわざ倒されにくるなんて、殊しゆ勝しような心がけですこと」


    　エルミーラさんが進み出て、俺を庇かばうようにして立つ。さすが腐ってもメインキャラだ。彼女は一般人を守ってくれる、正義のヴァンパイアなのだ。


    　それを受けて、俺たちから五メートルほど距離を置いて、男も足を止めた。


    　感情のない瞳ひとみで、しばしこちらを観察してくる。獲え物ものを品定めする肉食獣のようだった。


    「──死弩羅シドラだ」


    　やがて男が、低い声でボソリと名乗ってきた。何な故ぜか『奈な落らくの使徒』たちは、みんな暴走族みたいなネーミングをしているのだ。


    「覚えておけ。自分たちを食らう者の名を！」


    　次の瞬間。男の体が肥大した。


    　ベキベキと音を立て、スーツが引きちぎれ、三メートルはあろうかという毛むくじゃらの巨体へと変へん貌ぼうする。耳まで裂けた口からは、天に向けて一対の牙きばが屹きつ立りつしていた。二足歩行ではあるが、どうやらイノシシ型の使徒のようだ。


    　人通りのない路地に、使徒の蛮ばん声せいが轟とどろき渡る。


    「エルミーラ＝マッカートニー！　人じん外がいでありながら人間に味方する愚かな女よ！　貴様が一人になるのを待っていたぞ！」


    「ワタクシ一人なら倒せると思いましたの？　舐なめられたものですわね」


    　エルミーラさんの赤髪が、ゾワリと波打つ。それと同時に。


    　再び強烈な圧迫が、俺の体に叩きつけられた。使徒のそれを遥はるかに上回る、しかも高熱を帯びた闘気（？）だった。


    （や、やっぱこいつも人間じゃねえ！）


    　周囲の気温が一気に上昇する。陽炎かげろうのごとく空気が歪ゆがみ、吹きつける風がドライヤーのように熱くなる。俺の鞄かばんも肉まんみたいにホカホカになっていた。


    　……これがエルミーラさんの戦闘モード。


    　お前って、こんなに凄すごかったのか。ただのお眠ねむキャラじゃなかったのか。


    「くっ、何というオーラ……『常とこ闇やみの血族』とは、これほど危険な存在だったのか……！」


    　俺に負けじと、イノシシ使徒も怯ひるんでいた。


    　威勢よく正体を現したまではよかったが、早くも表情に余裕がなくなっている。エルミーラさんの力を読み誤ったか。


    「死弩羅シドラさん、といいましたっけ？　アナタに裁きを言い渡しますわ」


    　エルミーラさんがゆっくりと歩き出す。


    「そうね。やっぱりここは、火ひ炙あぶりの刑かしら。ワタクシの業ごう火かで、こんがりと焼いて、差しあ、げ……」


    　と、その時。エルミーラさんが、左右にフラフラとヨロめいた。


    　次いでカクンと膝ひざを折り、地面にヘタり込んでしまう。発散していた熱と圧力も、急速に消えていく。


    「エ、エルミーラさん!?　どうしたんだ！」


    「マ、マズいですわ……」


    「何がっ？」


    「血が、足りませんわ……そういえば最近、龍りゆう牙がに吸わせてもらってなかったから……」


    「な……！」


    　何てこった。こんなタイミングで、エルミーラさんがガス欠してしまった！


    　彼女の操あやつる炎は、血液がエネルギー源だ。補給には吸血が手っ取り早いらしいが、彼女はそれを龍牙から禁止されているのだ。「その代わり、俺の血を吸っていいから」と。


    　エルミーラさんは約束を律りち儀ぎに守り、ここのところ自分の血液だけでエネルギーを賄まかなってきたのだろう。そして今、強力な炎を出そうとして……貧血を起こしたのだ。


    （俺がここ最近、リューガを独占していたせいで……）


    　龍牙も龍牙で、吸わせてあげるのを忘れていたものと思われる。俺のことにばかり夢中で、エルミーラさんへの補給を失念していたのだろう。


    　まさか俺のキャラ迷走による弊へい害がいが──こんなところで出てしまうとは。


    「ク、ククク……どうした？　『常とこ闇やみの血族』よ」


    　状況を察した死弩羅が、たちまち気勢を取り戻す。何て調子がいい使徒だ。


    「どうやら体調不良のようだな。今のお前を殺すことなど、雑ぞう作さもないわ！」


    「こ、小こ林ばやし一いち郎ろう……お逃げなさい」


    　未いまだ立つことさえできないまま、エルミーラさんが喘あえぐように告げてくる。


    「少しの時間稼ぎならば、できますわ……その間にアナタは逃げて、龍牙に連絡、を……」


    　駄目だ。それではエルミーラさんが殺される。俺が間接的な原因となって。


    （それだけはさせない。こんな幹部クラスでもなさそうなヤツに、メインキャラを葬ほうむらせてたまるか！）


    　そう思ったときには、すでに俺の体は動いていた。


    　高速で龍牙にメールを打ち、その場を駆け出す。さっきとは逆に、エルミーラさんの前に庇かばうように立ち、イノシシ使徒と対たい峙じする。


    「な、何をしてますの小こ林ばやし一いち郎ろうっ。早く、逃げなさい……！」


    「ここは俺に任せろ！」


    　エルミーラさんの勧告を却きやつ下かし、俺はキッと使徒を睨にらみ上げた。


    　その距離、僅わずか二メートル弱。正直言って生きた心ここ地ちがしなかった。二十人のヤンキーに囲まれたときでも、こんなに緊張しなかった。


    「何だ貴様。先に食らって欲しいのか」


    　死弩羅シドラの凶眼が、ギロリと俺を見下ろしてくる。


    　ビビってたまるか。今の俺は、「女主人公のセミ彼氏」なのだ。ついでにヒロインズのアドバイザーで、コーディネーターなのだ。


    　ここで無ぶ様ざまな醜しゆう態たいを晒さらすわけにはいかない。俺は助演のプロ……友人キャラに回帰するまでは、この役どころを全力で務めるのだ！


    「人間にしては度胸がいい。だが、現実は望み通りには回らぬぞ！」


    「俺は回してえんだよ！」


    　死弩羅が大きく口を開けて、飛びかかろうとした刹せつ那な。


    　俺はその口に、自分の学生鞄かばんをぶち込んだ。


    「モガッ！」


    　思わぬ一般人の攻撃に、使徒が僅かに怯ひるむ。その隙すきを突いて──


    　俺はすかさず身を返した。エルミーラさんを抱き上げて一いち目もく散さんに逃亡した。龍りゆう牙がに続き、人生二度目のお姫様抱っこだ。


    　エルミーラさんと死弩羅が、「なっ!?」と声をハモらせる。そりゃ逃げるだろう。まともにやり合うわけないだろ！


    「ちょ、ちょっと、小林一郎っ。どういうつもりですの！」


    　俺の腕の中で、エルミーラさんが困惑している。思ったより軽くて幸いだった。


    「見りゃ分かるだろ！　撤退だ撤退！」


    「使徒を野放しにするんですのっ？」


    「野放しにはしねえ！　あいつは倒す！　エルミーラさんに倒してもらう！」


    「というかアナタ、何て脚力……」


    　そうこうしている間にも、俺は死弩羅との間隔をグングン空けていく。


    　少しくらいの距離では安心できない。それを証拠に、追ってくる邪じや気きを背後に感じる。もっと速度をあげないと。


    （奴やつはイノシシ型の使徒だ。直進は得意でも、方向転換は苦手なはず……できるだけジグザグに逃げるんだ！）


    　俺は追撃を振り切るべく、路地を右へ左へ曲がり続けた。ブロック塀を蹴けり上がり、金網を飛び越え、柵の縁へりを疾走していった。


    「お、お前、人間じゃないのか！　おかしいだろそのスピード──」


    　遥はるか後方で、死弩羅シドラが何か喚わめいている。


    　しかしその声も、程なくして聞こえなくなった。
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    　俺が駆け込んだのは、路地の一角にある廃工場だった。


    　もう何年も放置されており、機材も撤去されて内部はガランとしている。窓ガラスもほとんどが割れ、四方は打ちっ放しのコンクリートという殺風景な空間……かつて俺はここで、龍りゆう牙がたちのバトルを覗のぞき見したことがあった。


    「ふう……これでしばらくは時間を稼げるだろ」


    　エルミーラさんを地面に下ろし、彼女の前に胡座あぐらをかいて座る。五分足らずのダッシュくらいでは、俺の息は上がらない。


    　おそらく、じきに死弩羅はここへやってくるだろう。それは想定済みだ。というか、あいつを完全に撒まくつもりなど最初からない。


    「……小こ林ばやし、一いち郎ろう」


    　地面にヘタばったまま、エルミーラさんが弱々しく俺を呼んでくる。


    　貧血はだいぶ良くなったようだが、相変わらず顔色は悪い。目にも声にも、いつもの覇は気きがなかった。


    「何？　エルミーラさん」


    「アナタは一体……何者ですの」


    「どういうこと？」


    「何であんな、超人的な身のこなしが……できますの？」


    「あれくらい普通だろ」


    「普通の定義を見直しなさいなっ」


    　一瞬だけ噛かみついてくるも、すぐにヘナヘナと突っ伏してしまうエルミーラさん。制服のスカートが捲めくれ上がり、白い太ふと股ももが露あらわになっていた。


    「ちょっとばかり運動神経がいいだけだよ。そんなことより、さっさと始めよう」


    「な、何をですの？」


    「決まってるだろ」


    　エルミーラさんに近付き、その上体を抱き起こす。


    　彼女を片腕で支えつつ、俺はもう片方の手で自分のカッターシャツのボタンを上から外していった。


    「な、な、何を始めるつもりっ？　おやめなさい、こんなときに！」


    　らしくもなく、エルミーラさんが取り乱している。


    　彼女にもこういう一面があるとは知らなかった。なかなかいいギャップじゃないか。


    「こう見えてもワタクシ、まだ手付かずですのよ！　キスだって一度も──」


    「吸ってくれ、エルミーラさん」


    　パニックに陥おちいっている彼女に、俺は自身の首筋を指差して言う。


    　エルミーラさんが、「え？」と目を丸くする。こちらの意図を察してくれたようで、彼女は間もなく抵抗をやめた。


    「まさか……アナタの血を？」


    「ああ。リューガのに比べたら激マズだろうけど、今日のところは我慢してくれ」


    　グズグズしている暇ひまはない。血液さえ補給できれば、エルミーラさんは戦える。


    「で、でも、龍りゆう牙が以外の人を吸血するわけには」


    「今は緊急事態だ。それでもリューガが怒るようなら、俺があいつを説教してやる」


    「…………」


    「これは君だけじゃなく、俺自身が助かるためでもある。今あの使徒を倒せるのは、君をおいて他にいないんだ。お互いこんなトコで死にたくないだろ？」


    「……分かりましたわ」


    　数秒だけ躊ちゆう躇ちよしたのち、エルミーラさんは頷うなずいてくれた。


    　細い両腕が、俺の首に抱き付くように回される。次いで耳元で、彼女の吐と息いきめいた囁ささやきが聞こえる。


    「では──頂きますわ」


    　直後、俺の首筋にチクリとした痛みが走った。


    　ただし、苦痛は最初だけだった。そこからは彼女の舌が這はう、くすぐったく、こそばゆい感覚に襲われる。患部を中心に、段々と体温が下がっていく。


    　これがヴァンパイアの吸血……状況にも拘かかわらず、何だか変な気持ちになってしまった。


    「ん……ん」


    　だだっ広い薄闇で、密着する男女。


    　しかも辺りにはチュウチュウ、ピチャピチャと、非常にいかがわしい音が響いている。


    「ん……んん？」


    　と、何な故ぜだかエルミーラさんの吸引が激しくなった。次第に俺の視界が、チカチカと明滅し始める。貧血症状だった。


    「あら、美お味いしい。もしかしてコレ、龍牙のよりも……」


    「あ、あの、エルミーラさん……そろそろよくない？」


    「まだ足りませんわっ」


    　再びエルミーラさんが、俺の首筋にかぶりつく。


    　今やチュウチュウ、ピチャピチャという控えめな吸い方から、ゴキュゴキュという豪快な飲みっぷりに変わっていた。


    「おい！　もういいだろ！　意識が遠のいてきたぞ！」


    「まだ元気なようですけど？　ああ、このまろやかな舌触りと、クリアな喉のど越し……まさに淡麗ですわ。極上の生ですわ！」


    「ビールじゃねえんだよ！」


    「おつまみ持ってません？」


    「ビールじゃねえんだよ！」


    　フラフラになっていく俺とは反対に、どんどん元気になっていくエルミーラさん。


    　ヤバい。このままでは死弩羅シドラじゃなく、エルミーラさんに殺される。まさか彼女がこれほどの酒豪……もとい血豪だったとは。


    　──その時だった。


    　十メートルほど前方で、いきなりコンクリートの壁がドカンと爆散した。


    「！」


    　凄すさまじい轟ごう音おんと衝しよう撃げきが、工場内を震わせる。ポッカリと大穴を開けたそこから入ってきたのは……果たしてイノシシ型の異い形ぎようだった。


    「鬼ごっこの次は、隠れんぼか？　だが、それも終わりだ」
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    　凶悪な笑みを浮かべ、死弩羅シドラがズンズンと迫ってくる。


    　しかしこの期ごに及んで、まだエルミーラさんは俺の首に吸いついたままだった。使徒に背中を向けたままだった。


    「エルミーラさん！　来た！　死弩羅が来た！　死弩羅後ろぉぉ！」


    　必死に叫び声を上げるも、エルミーラさんは吸血を止やめない。この飲んべえめ！


    「お前たちの骸むくろは、まとめて火ひ乃の森もり龍りゆう牙がに送り届けてやる。判別できぬほどグチャグチャにしてなあ！」


    　言い放つなり、死弩羅が地面を蹴けった。闘牛のごとき猛突進だった。


    　まさに絶体絶命──俺の全細胞が、死の危機にザワリとうねる。すると。


    「んっ？」


    　突とつ如じよとして、死弩羅が急ブレーキをかけた。俺たちの眼前でストップし、こちらを怪け訝げんそうに刮かつ目もくしてきた。


    　その視線が捉とらえているのは、エルミーラさんではなく。


    　取るに足らない、無力な一般人の方だった。


    「…………」


    「…………」


    　だだっ広い薄闇で、女子と密着したまま、さらにはイノシシ使徒と見詰め合う形となる。


    　そんなシュールな状況が、十秒ほど続いた頃だろうか。やがて死弩羅が「む……」と唸うなり、微かすかに首をひねったのが分かった。


    「……あの、どうかした？」


    　少し迷ったものの、恐る恐るそう尋ねてみる。


    　ところが死弩羅は相変わらず難しい顔をして、マジマジと俺を観察してくるだけだった。豚足みたいな手で、自分の顎あごを器用に摩さすっている。


    　……一体何なのだろうか。この変な間は、どういう理由があるんだ？


    　もう一度声をかけるべきか逡しゆん巡じゆんしていると、そこで死弩羅がやっと口を開いた。


    「先ほどは気付かなかったが……」


    「え？」


    「今のお前が発する、その気配は」


    「な、何？」


    「気のせいかと思ったのだが、もしやお前……」


    「だから何っ？」


    「いや、まさかそんなことは……しかし、ううむ……」


    　待て。


    　待て待て待て。


    　意味深なことを言うな！　お前まで余計なフラグを立てようとするな！


    （頼むからやめてくれ！　俺をこれ以上ややこしいポジションにするんじゃねえ！　こっちはもう、色々と手一杯なんだ！）


    　ただでさえ今しがた、結局エルミーラさんとのフラグまで立った気がしているのだ。


    　この上『奈な落らくの使徒』とも繋つながったら、もう俺の立場は収拾がつかない。というか、俺がラスボスでもおかしくない。


    　俺がリアクションに困り果てていたところ。


    　不意に耳元で、エルミーラさんの呟つぶやきが聞こえた。


    「焔かん奏そう──輪舞曲ロンド」


    　そんな一言を合図に、死弩羅シドラが燃え上がった。


    　突とつ如じよとして地面から輪状の炎が噴き出し、使徒の巨体を呑のみ込んだのだ。


    「ギャ、ギャアァァァァ！」


    　絶叫する死弩羅。同時にエルミーラさんが立ち上がり、ようやく使徒へと向き直る。


    　その髪がザワザワと波打っていた。そして再び、その赤い唇から短い一言が紡つむがれる。


    「焔奏──狂詩曲ラプソデイー」


    　すると今度は、炎が意思を持ったように渦を巻き、蛇へびのごとく敵の全身に絡みついた。


    「グガアアア！　や、やめろぉぉぉ！」


    　もがきながら死弩羅が上げる悲鳴は、俺の心の悲鳴とリンクしていた。


    　やめろエルミーラさん！　ちょっと倒すの待って！　俺の件がまだ片付いてないから！


    「フフフ、いい声で鳴きますこと。遅まきながら、火ひ炙あぶり執行ですわ」


    　しかしエルミーラさんは、俺の都合などガン無視だった。嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、指揮者のように片手を振って炎を操あやつっている。


    （このままじゃ、死弩羅が死んでしまう……その前に止めるんだ！　このドＳ吸血鬼を！）


    　俺がエルミーラさんに駆け寄ろうとした矢先。


    　彼女の手がピタリと停止した。それに呼応して炎も勢いをなくし、程なく消失する。


    　ああ、よかった。エルミーラさんが思い止まってくれた……そう思ったのは、俺の単なる早はや合が点てんだった。


    「──そこまでだ、『奈落の使徒』」


    　いつの間にか死弩羅の背後に、一人の少年が立っていた。


    　ややサイズの大きい制服を着た、中性的な顔立ちの小柄な少年だ。その総身から背筋の凍るような殺気を発散させ、黒焦げとなった使徒を静かに睨にらんでいる。


    　それが誰かなど、説明するまでもない。


    　この物語の主人公である、【龍神】の宿主である、実はちょっと恋愛脳の女の子──火ひ乃の森もり龍りゆう牙がだった。


    「リュ、リューガ……」


    　真に遺い憾かんながら、呼んだのは俺だ。


    　エルミーラさんを抱えて逃亡する前、俺は龍りゆう牙がにメールを送っておいたのだ。この廃工場に来てくれ、と。


    　ただしそれは、万一のときの保険だった。俺はここで、血液補給したエルミーラさんに戦ってもらうつもりでいたのだ。


    　まさか龍牙が、こんなに早くスッ飛んでくるとは思わなかったから。


    　まさか死弩羅シドラが、あんな重大発言をしてくるとは思わなかったから。


    「龍牙。仕上げはアナタにお任せしますわ」


    　エルミーラさんが、スカートを摘つまんで恭うやうやしく一礼する。彼女が攻撃をやめたのは、主人公にとどめを譲ゆずるためだったのだ。


    「使徒。俺の一いち郎ろう……いや仲間たちに、よくも手を出したな」


    　冷ややかな声で、龍牙が言い放つ。その目が黄金に光っていた。


    　ヤベえ。超おっかねえ。マジで怒ってる……今の龍牙を制止する自信は、とてもじゃないが俺にはない。というか、誰が「俺の一郎」だ。


    「お前は、俺の逆げき鱗りんに触れた──消えろ！」


    　龍牙の怒号と共に、死弩羅の体が宙を舞った。


    　三メートルはある巨きよ躯くが、少年のパンチ一発で紙クズのように吹き飛んだ。


    「ぶべ！」


    　水切りの石みたいに、死弩羅が地面をバウンドしながら猛スピードで転がっていく。そのままコンクリート壁に激突すると、工場に二つ目の大穴が開いた。


    　唖あ然ぜんとする俺の二十メートルほど先で、使徒がドロドロと融ゆう解かいし、消滅していく。【龍神】の神カム威イを解放せずとも、ここまでのパワーがあるとは……火ひ乃の森もり龍牙、恐るべし。


    「一郎！　エル！　怪け我がはっ？」


    　そんな死弩羅に目もくれず、龍牙が血相を変えて俺たちの元へやってくる。


    　心配してくれるのは恐縮だが、俺の心中は穏やかじゃなかった。


    　その優しさを、死弩羅にも少し分けてやって欲しかった。


    （死弩羅が死んじまった……変なフラグだけ立てて。俺に謎なぞ設定だけ与えて……）


    　半泣きになっている俺を見て、龍牙がぶつかるように抱き着いてくる。今はサラシを巻いているのだろうが、それでも胸には僅わずかな弾力があった。


    「一郎、もう大丈夫だぞ！　怖かったよな、泣きたかったよな……」


    　子供に対処するように、龍牙が俺の頭をナデナデしてくる。頬ほおずりまでしてくる。


    　半泣きの理由は別にあるのだが、訂正できなかった。する気力もなかった。


    「ちょっと龍牙。抱き着く相手が違いませんこと？」


    　そんな俺たちを見て、エルミーラさんが不服げに頬ほおをぷくっと膨らませる。


    「何でワタクシじゃなく、小こ林ばやし一いち郎ろうなんですの？　もしや龍りゆう牙がは、男同士もイケますの？」


    「いや、その……あはは」


    　龍牙が慌あわてて俺から離れ、頭を掻かいてごまかす。おい、顔を赤らめるな。本当にソッチ系だと思われるぞ。


    「でもまあ、ワタクシ的にはそれもアリですけど。ボーイズがラブラブしているのって、実は大好物ですの」


    　エルミーラさんが、迷惑な趣味を暴ばく露ろしてくる。お前はただでさえキャラが濃いんだから、これ以上のアクは自じ重ちようして欲しい。


    「そ、そうじゃないって。エルと違って、一郎は一般人だからさ」


    「本当に一般人かどうか、怪しいものですけど」


    「あはは。確かに一郎は、只ただ者ものじゃないかもね」


    　そう言って龍牙はまた笑ったが、俺は全く笑えなかった。


    　それは俺にとって、今や冗談で済まされる問題じゃなくなっていた。


    「まあ、それはいいとして」


    　こちらの気持ちなど知る由よしもなく、やにわにエルミーラさんが態度を改める。しばらく俺を見詰めたのち、次いでその視線を龍牙へと転じる。


    「龍牙、一ついいかしら」


    「ん？　何？」


    「ワタクシ、今日より小林一郎からも吸血させて頂きたいのですけど、よろしくて？」


    「えっ？」


    　藪から棒なその申し出に、俺と龍牙が揃そろって声を裏返す。


    「彼の血は、これまでのナンバーワンですわ。味はもちろん、火炎のエネルギーとしても抜群……是非とも許可して下さいな」


    「ダ、ダメ！　それは絶対ダメ！」


    　龍牙が即座に首を振る。そして俺の右腕にしがみついてくる。


    「一郎の血は吸わせない！　今回は仕方ないけど、もう二度と吸わないこと！」


    「いいじゃありませんの。小林一郎を、ワタクシの専属ドナーにして下さいな」


    「しないから！　一郎は、俺の一郎だから！」


    「まあ龍牙ったらっ。その独占欲……非常にグッドですわ！　萌えますわ！」


    　何やら興奮しつつ、エルミーラさんもまた俺の左腕にしがみついてくる。


    　たちまち俺を巡っての引っ張り合いが始まった。


    「さあ龍牙！　もっとヤキモチをお焼きなさい！」


    「エル！　手を放して！　一郎は、俺のなの！」


    「た、堪たまりませんわぁぁ！」


    　……おい、よせ。嬉うれしくないから。むしろ引いてるから。


    　主人公とヒロインで、サブキャラを奪い合うんじゃない。こんなイチャコラを誰が見たいんだ。


    （いや。俺はもう……サブキャラじゃないのか？）


    　女主人公に特別視され、ヒロインたちと仲を深め、さらには『奈な落らくの使徒』にも攻撃を躊ちゆう躇ちよされてしまった。こんな端は役やくが、どこの世界にいる？


    　もう龍りゆう牙がとの関係を是ぜ正せいするどころじゃない。この物語における小こ林ばやし一いち郎ろうのポジションは、完全に破は綻たんしたと言っていい。


    （俺は一体──何者なんだ）


    　一つの不吉な考えが、改めて頭をよぎる。


    　……『奈落の使徒』たちは、この世界で眠りについてしまった彼らの王・【魔神】の復活を目もく論ろんでいるという。


    　もしもその【魔神】が、女主人公のお相手なら。


    　他のヒロインたちとも親しい存在なら。


    　ストーリーの佳境として、限りなく劇的な展開ではないのか──
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    　ひょっとしたら俺は……このストーリーのラスボスかもしれない。


    　一度こびりついたその疑念は、もう俺の頭から離れなかった。


    　仮にそうだとしたら、これまで起こってきた数々の不ふ可か解かいなイベントにも説明がつく。


    　ただの友人キャラが、次々にメインキャラたちとフラグを立てたことにも納得がいく。


    （もしや全ては、前振りだったのでは？　俺がラスボスとなり、リューガたちの前に立ちはだかる──そのためのお膳立てだったのでは？）


    　考え過きだと笑うことは、どうしてもできなかった。


    　思い返してみると、確かに俺には……いくつか心当たりがあるのだ。「よく考えてみたら、俺って変じゃね？」という事象が、少なくとも三つ。


    　──一つ。どうして小林一郎は、ずっと見つかることなくバトルを覗のぞき見できたのか？


    　かつて龍牙も言っていた。「一郎って、気配を消すの上じよう手ずだよね。私でも不意を突かれちゃうコトあるもん」と。


    　龍牙やヒロインズ、そして使徒にさえ悟られない。そんな一般人がいるだろうか？


    　──二つ。どうして小こ林ばやし一いち郎ろうは、カラオケ店で昏こん睡すいしなかったのか？


    　あの時、使徒が発した催さい眠みん波によって、客もスタッフも眠らされてしまった。その中で、俺だけが普通に起きていた。


    　あまりに俺が平然としているので、龍りゆう牙がたちも何となくスルーしてしまったのだろう。そんな一般人がいるだろうか？


    　──そして三つ。どうして小林一郎は、使徒の邪じや気きを感じることができたのか？


    　エルミーラさんを抱えて路地を逃亡していたとき、俺は追ってくる死弩羅シドラの邪気を背後に感じていた。その時は必死だったので気に留めなかったが、察知できちゃ駄目だろう。


    　異い形ぎようが発する邪気センサーを有している。そんな一般人がいるだろうか？


    （以上から導き出される結論は、一つしかない。俺は多分──一般人じゃない）


    　火ひ乃の森もり龍牙と出会い、彼が彼女であると知り、さらにはネンゴロな関係になったこと。


    　雪ゆき宮みや汐しお莉りの専属アドバイザーとなり、蒼あおヶが崎さき怜れいの専属コーディネーターとなり、エルミーラ＝マッカートニーの専属ドナーとなったこと。


    　それらは決して、無意味なイベントじゃなかったのだ。


    　彼女たちとのフラグが立つこと──それ自体が、ラスボス化へのフラグだったのだ。


    （とにかく今は、確証が欲しい。それさえ得られたら、俺も潔いさぎよく覚悟を決められる）


    　もし俺がラスボスだとしたら、求められる役割は一つ。


    　龍牙とヒロインズをとことん痛めつけ、そして最後に倒されることだ。


    　となると、俺はそこで死ぬことになるだろう。「ドラゴン・ファング」を食らい、【魔神】もろとも消滅する羽目になってしまうだろう。


    （ちょっと死ぬには若過ぎる気もするが、それが俺の役割なら……受け入れるしかねえ）


    　自分でも不思議なのだが、心は以前よりずっと平穏だった。


    　フラグに狼狽うろたえて右う往おう左さ往おうしていた頃より、遥はるかにスッキリしていた。


    　人にはそれぞれ、果たすべき役割というものがある。俺にとって「それ」がラスボスだというなら、やるしかない。せいぜい悪の限りを尽くすしかない。


    （親しい存在が、敵として立ち塞ふさがる……それもある意味、友人キャラの役割なのかも）


    　きっと龍牙は悲しむだろう。それを思うと胸が痛むが、こればっかりはどうしようもない。


    　せめて龍牙には、これからも回想シーンでくらいは思い出して欲しいものだ。


    　小林一郎という、お調子者の親友がいたことを。


    



    



    　俺の決意と時を同じくして、にわかに龍牙たちの日々が忙しくなった。


    　何でも『奈な落らくの使徒』の動きが、また活発になってきたらしいのだ。もしかすると、いよいよ【魔神】の復活が近いのかもしれない。つまり、俺の覚かく醒せいが。


    「一いち郎ろう、最近会えなくてゴメンね。早くバニーの衣装を見せたいのに……」


    　申し訳なさそうな龍りゆう牙がに、「気にするな」と笑顔を返しておく。


    「小こ林ばやしさん。私たちは勝てるのでしょうか……」


    　不安げな雪ゆき宮みやさんを、「自分と仲間を信じるんだ」と激励しておく。


    「小林。今年の水着は、何色が流行はやりだろうか」


    　苦悩する蒼あおヶが崎さきさんに、「黄緑です」と教えておく。


    「小林一郎。吸わせなさい」


    　すっかり餌え付づけしてしまった吸血鬼に、こっそり血を与えておく。


    　……その一方で俺は、龍牙たちと別行動を取り、時間が許す限りあちこちを歩き回った。目的は、『奈な落らくの使徒』を探すことだった。


    　秘密裏に使徒と接触し、自分の正体を確認する。もし推測が見当違いだったら、ダッシュで逃げる。


    　未いまだに異能力の一つも目覚めていない俺だが、使徒を撒まくことくらいは可能だろう……そういう算段だった。


    （おそらくリューガたちの戦いは、山場を迎えつつある。グズグズしてはいられねえ）


    　町を徘はい徊かいし出して、早くも五日目。


    　俺はその日、ようやく使徒だとおぼしき奴やつと遭遇することができた。


    　時間は午後九時過ぎ。念のため、再び廃工場に来てみたのが功を奏した。


    　そこに佇たたずんでいた、見慣れない制服の女子高生──一見するとただの女だが、そいつは明らかに人間じゃなかった。邪じや気きをこれでもかと漂わせていた。


    「……ん？　人間？」


    　すぐさま俺に気付き、女子高生が眉まゆをひそめる。


    　当然ながら電気など通っていないので、工場内は月明かりのみが頼りだ。が、なかなかスレンダーな体型をした、サイドテールの別べつ嬪ぴんさんであることは分かった。


    「ククク……こんな場所に一人で来るなんて、お馬鹿な人間だねえ。ちょうど退屈してたとこだし、遊び相手になってもらおうかしら」


    「その前に訊きいていいか？」


    　妖しく舌舐なめずりをした女使徒へ、俺はゆっくり近付いていく。いつでも逃げられるよう、入口までの直線ラインは確保しておいた。


    「はあ？　自分の立場が分かってるのかい？　あんたはここで死ぬんだよ」


    「俺を見て……何か感じるコトはないか？」


    　使徒を前にして、物もの怖おじしない一般人。さすがに向こうも困惑している。


    　俺の方は、死弩羅シドラのお陰で邪気にはもう慣れていた。最初は気け圧おされたものだが、一度体験してしまえばどうということはない。俺は順応性が高いのだ。


    「……ちょっと待って。あれ？　あんたって──」


    　それほど長い間を置かず、女使徒が目を眇すがめた。怪け訝げんそうな表情で、さらに俺をしげしげと吟ぎん味みしてくる。


    　……やっぱり俺には何かあるのか。死弩羅シドラの勘違いじゃなかったか。


    「どうかな。俺を殺せるか？」


    　単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋ねてみたところ、果たして女使徒は首を横に振った。


    「いや……無理だわね」


    「それは何で？」


    　──何な故ぜならあんたには、我らの王たる【魔神】が宿っているから──


    　そんな言葉を期待したのだが、女使徒の返答はすこぶる曖あい昧まいなものだった。


    「何でと言われても、少し困るね。まあ、私らに近い存在だからってのは確かだろうけど」


    「ラスボスだからじゃないのかっ？　はっきり言えって女使徒！」


    「魅怨ミオンだよ」


    「自己紹介なんかいらねえよ！」


    　俺に詰め寄られ、魅怨がポリポリとこめかみを掻かく。


    　何か、ヘンな男に絡まれちゃった……あからさまにそんな顔をしていた。


    「な、俺ってラスボスなんだろっ？　そうなんだろっ？　もう俺を楽にしてくれ！」


    「そのラスボスってのが何か知らないけど、【魔神】様のコトを言ってるんなら違うわね」


    「ち、違う……？」


    「ええ。確かに【魔神】様の復活には、人間の器が必要だけどさ。それはあんたじゃない」


    「そんな、馬鹿な……」


    　何ということだ。


    　せっかく危険を冒して使徒と接触したのに、ここへきて大きく当てが外れてしまった。ラスボス案が、ボツになってしまった。


    「俺、【魔神】宿ってないの……？」


    「だって【魔神】様の依より代しろなら、もう私らは見つけてるからさ。遠からず復活なさるはずだよ。火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの青ざめる顔が、目に浮かぶわねえ」


    「もう、見つけてる、だと……」


    　嘘うそだ。ラスボスは俺のはず。


    　龍牙たちにラストバトルで倒され、最後に正気に戻り、「ありがとうみんな……【魔神】から解放してくれて……」と消滅していく。その後、龍牙たちが見上げた夕空には、微ほほ笑えむ俺の顔が浮かんでいる──そういう役どころのはず。


    　違うのか？　その枠、もう埋まってるのか？　俺を差し置いて!?


    「じゃあ俺は何者なんだよ！　どういうキャラなんだよ！」


    「し、知らないってば！　ちょっと、ドコ触ってんのよ！」


    　スカートにすがりつく俺を、魅怨ミオンが必死に引き剥はがそうとしてくる。使徒のクセに、生意気にも赤面していた。


    「とにかく、あんたは殺せないから！　理由を訊きかれても困るから！」


    「見放すなよ！　いいじゃん、お前らの王にしてくれ！」


    「図々しいコト言ってんじゃないわよ！」


    　夜の廃工場で、揉もみ合う使徒と人間。傍はた目めには痴情のモツレに見えなくもない。


    「あ、分かったぜ！　ラスボスじゃないにしても、俺って使徒なんだろっ？　お前らの仲間なんだろっ？　だから殺せないんだろっ？」


    「それも違……きゃあ！　スカートに顔を突っ込むな！　パンツ見るなあぁぁー！」


    「使徒がパンツ穿はいてんじゃねえ！」


    「ほっといてよ！　大体あんた、人間に化けてるワケじゃないんでしょ!?　その姿が本体なんでしょ!?」


    「そ、それは」


    「だったら使徒じゃないわよ！　いい？　あんたは人間！　使徒に襲われる立場なの！　使徒を襲っちゃダメなの！」


    　……ことごとく意見を却きやつ下かされ、気付けば俺はその場に体育座りしてヘコんでいた。


    （ダメだ。手詰まりだ……）


    　せめて使徒でありたかった。そうすれば、人の心を持った主人公サイドの使徒になれる道があったのに。上う手まくいけば、変則的な友人キャラに戻れたかもしれないのに……。


    　背中を丸めている俺の隣に、魅怨も腰を下ろしてくる。


    「ホントにもう……あんたってさ、一体何なワケ？」


    「それは俺が訊きてえ……」


    「普通に人間じゃダメなワケ？」


    「色々とフラグが立っちまっててさ……もう引き返せねえんだよ」


    　一応、必死に気張ってみたが、やっぱり使徒の姿にはなれなかった。気張り過ぎて鼻血が出ただけだった。


    「よく分からないけどさ、あんまり悩むことないんじゃない？　【魔神】様が復活すれば、どうせ世界は滅ぶんだから」


    　魅怨がハンカチを取り出し、俺の鼻血を拭いてくれる。


    　意外と面倒見のいい使徒だ。ちなみにパンツは黒のレースだった。


    「まあ、めげずに頑張りなよ少年。未来は暗いわ！」


    「フン。【魔神】なんざ、リューガにやられちまうよ」


    「聞き捨てならないわねえ。ってかあんた、火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの友達なの？」


    「今はあいつの話はしないでくれ」


    「あ、そうだ。死弩羅シドラってヤツ知らない？　私の部下で、連絡取れなくなっちゃっててさ」


    「そいつの話もしないでくれ。ていうか、もう俺を一人にしてくれ」


    「はあ、参ったなあ……襲うこともできないし、ほっとくのも気がかりだし……」


    　それからしばらくの間。


    　魅怨ミオンに膝ひざ枕まくらしてもらい、俺は深夜まで廃工場で不ふ貞て腐くされていた。


    　とても龍りゆう牙がたちには見せられない光景だった。
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    　翌日から三日間、俺は学校を休んだ。


    　正直、誰にも会いたくなかった。一歩でも外に出れば、また何かしらフラグが立つような気がして怖かった。今や俺は、疑ぎ心しん暗あん鬼きの塊かたまりであった。


    （どうしたらいいんだ……）


    　自室のベッドに寝転がり、日がな一日ずっと天井を見詰め、自身の存在意義について考え続ける。


    　この三日、睡眠どころか食事もしていない。だけど別に問題はない。一週間くらい不眠不休でも、俺は通常通りの活動ができるのだ。若さって凄すごい。


    （俺は……どこで間違った？）


    　こんなはずじゃなかった。


    　そもそも龍牙が女の子であるはずじゃなかった。いや、そんなことを言い出したら、龍牙たちの裏の顔なんて知るはずじゃなかった。


    　俺はサブキャラでありながら、あまりにも物語に深入りし過ぎてしまった。その挙げ句──自分でも正体不明な謎なぞキャラになってしまった。


    （いずれにせよ、もう役どころに悩んでる時間はねえ。リューガたちの戦いは……最終局面に来ている）


    　今朝、龍牙からメールがあった。


    『一いち郎ろうへ。ひどい風邪みたいだから、無理に返信しなくていいよ。きっともうすぐ使徒を殲せん滅めつできると思う。それまでは私も、使命を優先するね。今の関係を続けるためにも』


    　もうすぐ、龍牙たちの戦いは終結する。が、そうすんなりともいかないだろう。


    　魅怨は言っていた。遠からず【魔神】が復活すると。もう依より代しろを見つけていると。


    　その【魔神】との決戦こそが、運命のラストバトル。それに勝利したとき、世界は平和を取り戻す。物語はエンディングを迎える。


    （俺はそれを、黙って見てるだけでいいのか？）


    　焦しよう燥そうに駆られるものの、立ち位置が分からない。果たすべき役割が見当たらない。


    　晴れて龍りゆう牙がが【魔神】を倒し、その使命から解放されれば、俺も友人キャラに戻れるかもしれない。何とかセミ彼氏を返上し、望んでいたポジションに収まれるかもしれない。


    　いや、違う──それはもはや「友人キャラ」じゃない。ただの「友人」だ。


    　平和を取り戻した世界とは、すなわち後日譚たん。そこにいる火ひ乃の森もり龍牙は、もう主人公とは言えないのだから。


    　単につるむだけなら、俺である必要はない。龍牙に果たすべき使命があるからこそ、俺は支えたいと思ったのだ。ひいてはそれが、世界を守ることにも繋つながるのだ。


    （結局のところ俺は──唯ゆい一いつ無二の存在価値が欲しいだけなのかも。だったら本当にリューガの彼氏になればいいんじゃ？　いや、それじゃ何の解決にもなってないし、今日までの俺を全否定することに……）


    　そんなことを考えていると。不意に俺の携帯が鳴った。


    「！」


    　思わずベッドから跳ね起き、すぐさま携帯を引っ掴つかんで画面を確認する。


    　この着信音はメールじゃない。電話だ。そして、かけてきているのは──龍牙だった。


    （まさか、もう平和が訪れちまったのかっ？）


    　そんな危き惧ぐに青ざめた、次の瞬間。


    　ドンッ！　という凄すさまじい大音響と共に、俺の部屋が揺れた。


    「どわあ！」


    　たちまちベッドから転げ落ち、さらには自室を転がる。近所に隕いん石せきでも落っこちたかのような衝しよう撃げきだった。


    　未いまだビリビリと震動している床や窓ガラスをよそに、俺はとにかく通話ボタンを押した。


    　この事態と、龍牙からの電話……それが無関係なわけがないのは明白だった。


    『もしもし！　一いち郎ろう！』


    　携帯を耳に当てるなり、龍牙の叫びが聞こえた。その鬼気迫る声から、事の深刻さが容易に窺うかがい知れる。


    「リュ、リューガ、一体どうしたんだっ？　今、凄すげえでっかい衝撃が──」


    『大変だ！　杏きよう花かが……杏花が！』


    　次いで龍牙が発したセリフは、予想だにしない一言だった。


    『杏花が【魔神】になってしまった！』


    「え──」


    　再びどこかで爆音が轟き、俺の家がグラグラと揺れる。


    　しかし俺はもう、そんなことを気にしていなかった。驚きよう愕がくに目を剥むき、ポカンと口を開け、床に正座していた。俺が正座するのは、よっぽどのときだけだ。


    『【魔神】は、杏きよう花かを依より代しろに選んだんだ！　俺たち火ひ乃の森もり家は、【龍神】を受け継いできた一族……神が宿るのに格好の器なんだ！　きっとそれは、【魔神】にとっても同じで……』


    　龍りゆう牙がの言葉遣いが、男になっている。よほど錯さく乱らんしているのか、それとも周囲にヒロインズがいるのか。


    「杏花ちゃんが、ラスボス……」


    　まさか魅怨ミオンが言っていた【魔神】の依り代が、主人公の妹さんだったとは。


    　言いたくないが、俺より遥はるかにサプライズなキャスティングだ。龍牙にとって彼女は、俺以上に身近な、大切な、日常の象徴なのだから。


    「そ、それで、杏花ちゃんはどうなってるんだっ？」


    『意識を完全に【魔神】に支配されて、河か川せん敷じきの方へ向かってる……一いち郎ろうは家だよね!?　絶対に外へは出ないでくれ！』


    「えっ、何で」


    『異界との扉とびらを、【魔神】がいくつも開いてしまったんだ！　街は今、そこからやってきた大量の使徒で溢あふれ返っ──』


    　そこで電話はプツリと途切れた。


    　俺は携帯を耳に当てたまま、しばらく動くことができなかった。


    「杏花ちゃんが、ラスボス……」


    　呆ぼう然ぜんとしたまま、もう一度そう繰り返す。


    　あまりの不意討ちに、思考が上う手まく回らない。それでも一つだけ分かるのは、これが龍牙にとって残酷極まりない展開だということだった。


    （依り代が杏花ちゃんなら、リューガは戦うことができない。妹思いのあいつが、攻撃なんてできるはずがない）


    　さすがはラスボス、クライマックスの盛り上げ方をよく分かってらっしゃる……などと感心している場合ではない。


    　龍牙には悪いが、じっとしているのは無理だ。このまま自宅で正座待機していたら、俺は本当に「何だったのかよく分からない人」になってしまう。


    （俺はまだリューガのセミ彼氏……すなわち重要キャラのままだ。ここで俺がどう行動するかは、話のクオリティーにも影響してくるはずだ！）


    　俺は助演のプロ。


    　お遊戯会でエリマキトカゲを演じたときから、ずっとそうやって生きてきたのだ。


    　幸い使徒たちは、俺を襲うことができない。外出しても問題ないだろう。とはいえ異能など持っていないので、危険には変わりないのだが……。


    　でも、とにかく行かねば。ラストバトルに、何らかの形で関わらねば！


    （行けば何かが分かるかもしれねえ。そこに俺の仕事があるかもしれねえ。グダグダ悩むのはやめだ！　こうなったら、積極的にメインストーリーに絡んでやる！）


    　たとえその役割が、「解説者」であろうとも。「犠ぎ牲せい者」であろうとも。


    　龍りゆう牙がの手助けになれるなら、物語に貢こう献けんできるなら、こんな命など惜しくはない。「女主人公のお相手」である以上、高みの見物は許されないのだ。


    （待ってろよリューガ！　今行くぞ！　謎なぞの設定を持ったセミ彼氏が！）


    　一分後、俺はすぐに家を飛び出した。


    　死に装しよう束ぞくとなるかもしれないので、分かりやすく制服に着替えておいた。
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    　果たして街は、大パニックに陥おちいっていた。


    　人通りの多い方向へ走るにつれて、悲鳴の数が増えていく。時として銃声も聞こえた。警官が発砲しているのだろう。


    　……龍牙のことも心配だが、まずは一般人の皆さんを避難させねばならない。


    　下へ手たに深刻な被害を出すと、龍牙が非難を浴びてしまう恐れがある。それをできるだけ防ぎたかった。


    （異界との扉とびらが開いたって、一体いくつくらいなんだっ？）


    　逃げ惑う人々をすり抜け、俺は使徒の姿を探す。


    　すると程なくして、三車線道路の真ん中で暴れているゴリラっぽい使徒を見つけた。乗り捨てられた自動車を軽々と持ち上げ、建物に放り投げて破壊している。


    （あの野郎、クライマックスだからってハジケやがって！）


    　注意してやるべく、ツカツカと歩み寄ろうとしたところ──


    「すずめはじめてすくう、さくらはじめてひらく、かみなりすなわちこえをはっす」


    　辺りにシャンシャンと神楽かぐら鈴すずの音が鳴り響き、続いて少女の玲れい瓏ろうな声が聞こえてきた。


    　途端にゴリラ使徒の動きが、ノロノロと遅くなる。以前にも何度か見た現象だったが、今回はそれだけじゃなかった。


    　付近の街路樹が、一斉にザワザワと蠢うごめき出したのだ。さらには枝々が伸長していき、使徒の全身にロープのごとく絡みついたのだ。


    「グヌぅ！　な、何だこれは！」


    「つばめきたる、かりきたにゆく、にじはじめてあらわれる……使徒よ、そこまでです」


    　やってきのは、『祝命の巫み女こ』──雪ゆき宮みや汐しお莉りだった。


    　ロングヘアーをなびかせ、スカートの裾すそを翻ひるがえし、惑乱するゴリラ使徒へと歩を進める。


    （雪宮さん……！　まさか一人で来たのかっ？）


    　バトルを覗のぞき見していた頃のクセで、俺はつい自動車の陰に隠れてしまった。ヒョコリと顔を出してみると、前方八メートルほど先に、使徒と対たい峙じする雪ゆき宮みやさんの後ろ姿があった。


    「う、動けぬ……小娘、これは貴様の仕し業わざか！」


    「私は『祝命の巫み女こ』。生命に活力を与えて負傷を治すことも、活力を奪って動きを鈍らせることもできます。そして、その活力を一定量、強い思念と共に、植物に流し込めば──」


    　直後、ゴリラ使徒が苦く悶もんの声を上げた。


    　木枝の拘こう束そくが急激に強まり、使徒の全身の骨をバキバキと砕き出したからだ。


    「グガァァァァ！　ゴ、ガ……」


    　容よう赦しやない緊きん縛ばくの果てに、やがてゴリラ使徒の両腕がダラリと下がった。次いで力なく頭をガクリと垂れるなり、巻きつく枝の中で融ゆう解かい・消滅を始める。


    「これが私の能力の、新たな境地──樹じゅ縛ばく殺さつです」


    　そう言って、消えゆく使徒にペコリと一礼する雪宮さん。終わってみれば、龍りゆう牙がばりの一方的な瞬殺劇だった。


    　……フォロー役しかできないと悩んでいた彼女が、戦闘力を身につけてしまった。


    　慈愛の巫女なのに、技名に「殺」を入れてしまった。その新境地、正しいのか？


    （雪宮さん、あまり逞たくましくなるのも問題だぞ。学園のアイドルだって忘れちゃダメだぞ？）


    　俺がそんな心配をしていると。


    　一息つく暇ひまもなく、四方八方から多数の邪じや気きが押し寄せてきた。


    「！」


    　たちどころに前方、そして左右から、ゾロゾロと新あら手ての使徒が集まってくる。仲間の断末魔を聞きつけたか。


    　獣っぽい奴やつ、魚っぽい奴、虫っぽい奴……総勢二十を超える有う象ぞう無む象ぞうが、雪宮さんを包囲する。いかに新技を得た彼女とはいえ、さすがに多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだった。


    「くっ、まだこんなにも使徒が……」


    　身構える雪宮さんに向けて、使徒の一体が言い放つ。


    「ゲヒヒヒ！　【魔神】様が復活した以上、もはやこの世界は俺たちのモンだ！　諦めるんだな『祝命の巫女』ぉ！」


    「させません！　私たちは必ず守り抜きます！　この町を！　この世界を！」


    「ゲヒヒヒ！　扉とびらは五つも開いたんだぜ？　こちらの数は、百以上だぜ？　すでにお前らは詰んじまってるんだよお！」


    「ならば、その全てを倒すまでです！」


    「ゲヒヒヒ！　できるかなあ？」


    「できます！」


    「大口を叩くと、あとで後悔するぜえ？」


    「黙りなさい！　ブサイクな顔して！」


    「ゲヒ……」


    「気持ち悪い体色して！　ダルダルの肉付きして！」


    　いけない。雪ゆき宮みやさんの発言が、どんどん辛しん辣らつかつ無神経になっていく。使徒がちょっと傷つき始めている。


    　色んな意味で、このまま捨て置くわけにはいかない。何より、こんなとこで雪宮さんをリタイアさせるわけにはいかない。


    　そう思った俺は、すぐさま自動車の陰から躍り出て、雪宮さんを取り囲む異い形ぎようの群れへと突進した。大丈夫、使徒はこちらに手は出せないはず！


    「うおおおおおお！」


    　雪宮さんと使徒たちが、驚いてこちらを見る。


    　その時にはもう、俺は眼前に迫った使徒の一体を殴り飛ばしていた。


    「こ、小こ林ばやしさん!?」


    　面食らう雪宮さんをよそに、次々と使徒をぶん殴り、蹴けり倒し、すっ飛ばしていく。


    　自分でも分からないが、体中に力がみなぎっていた。手足から少しオーラも出ていた。


    「な、何だこいつは！　人間っ？」


    「待て！　違うんじゃねえかっ？」


    「襲っていいのか？」


    「いや、何な故ぜかダメな気がする……」


    　使徒たちが浮き足立っている間にも、俺はひたすら暴れ続ける。暴れながら、唖あ然ぜんとしている雪宮さんに叫ぶ。


    「雪宮さん！　リューガの元へ行け！」


    「えっ？」


    　雪宮さんが、目をパチクリさせる。まあ、いきなり現れたサブキャラが敵を蹴散らしてるんだから、戸惑うのも無理はない。


    「あいつのフォローが君の役目だろ！　ここは任せてもらってノープロブレムだ！」


    「こ、小林さん。貴方あなたは一体……」


    「今はそんなコトを気にしてる場合じゃねえ！　ユーは早く行っちゃいな！」


    　暴れているうちにテンションが上がって、俺は変なキャラになっていた。


    「本当に、任せても……？」


    「見ての通りだ！　きっと【魔神】を倒せば、こいつらのやる気もナッシング！　もはや勝つ方法は、それしかナッシング！」


    「わ、分かりました……すずかぜいたる、ひぐらしなく、ふかききりまとう」


    　頷うなずいて身を返しつつ、雪宮さんが七十二候を唱える。


    　すると、また街路樹が一斉に枝を伸ばし、使徒たちに絡みついていった。


    「小こ林ばやしさん！　私がここを離れてしまえば、樹じゅ縛ばく殺さつの持続は十分が限界です！　それまでに逃げて下さい！」


    「オーライ！　サンキュー雪ゆき宮みやさん！」


    「……汐しお莉りで結構です」


    　そんな反応に困る一言を残して、雪宮さんは走り去っていった。龍りゆう牙がと【魔神】がいる河か川せん敷じきの方角へと。


    　獲え物ものに逃げられた使徒たちが、たちまち四方から俺にブーイングをよこしてくる。


    「おいお前！　何してくれてんだ！」


    「いきなり現れて、素手で俺らと渡り合いやがって！」


    「そもそもお前は何者なんだ！　その妙な気配は何だ！」


    　木枝の拘こう束そくにもがきながら喚わめく、バラエティー豊かな異い形ぎようたちを。


    　俺は片っ端から拳げん骨こつを落として黙らせていった。


    　一般人であることは、もうスッパリ諦めた。


    



    　十分とかからず使徒たちを制圧した俺は、再び邪じや気きがする方向へとひた走った。


    　おそらくヒロインズは、【魔神】をひとまず龍牙に任せ、街で暴れる使徒に対処しているものと思われる。


    　そちらは俺が請け負い、彼女たちには龍牙のフォローに向かってもらわねばならない。物語の総決算たるラストバトルには、メインキャラ全員で臨むべきだと思うから。


    （人々の避難は、あらかた済んでるみたいだな……使徒もヒロインズを優先的に狙ってるようだし、こっちにしたら好都合だ！）


    　途中、単独行動をしている使徒を発見してはボコりつつ進んでいると。


    　程なくして俺は、『斬ざん舞ぶの剣士』──蒼あおヶが崎さき怜れいを見つけることができた。


    （うお、何だこりゃっ？）


    　そこは、辺り一面に使徒の骸むくろが転がる凄せい惨さんな現場だった。


    　ざっと三十体はいるだろうか。全ての死体が鋭利な刃物によって切り裂かれ、あちこちで融ゆう解かいと蒸発を続けていた。すでに消滅した敵もいるとしたら、驚くべき討数だ。


    （雪宮さんだけじゃなく、蒼ヶ崎さんも前より強くなってない？）


    　俺が引きこもっている間に、パワーアップするイベントでもあったんだろうか。いずれにしても、ここは早く片付きそうだ……と思いきや。


    　蒼ヶ崎さんは、最後の一体に手こずっていた。


    　木刀を構える彼女の前には、シラサギっぽい使徒が悠然と佇たたずんでいる。両腕が翼と化した、いわゆるハーピーによく似た外見だった。


    　一見すると線も細く、さほど体格も大きくない。顔もかなり人間寄りの使徒だ。が、発している邪じや気きが桁けた違いに強大で、凶悪だった。


    　こいつは間違いなく幹部クラス……しかもオッパイがあるので、女性幹部だ。残念ながら羽毛に包まれ、乳首は確認できなかった。


    「ククク……やるじゃないのさ『斬ざん舞ぶの剣士』。五十もの使徒を、そんな棒っ切れ一本で倒すなんてねえ。でも、私は他のザコみたいにはいかないよ？」


    「そのようだな。だからこそ、なおさら貴様はここで討ち果たしておく必要がある！」


    　切っ先を突きつけて、勇ましく言い放つ蒼あおヶが崎さきさん。やっぱり彼女は、こういうキャラの方が合っている。


    　俺でもチビりそうになる蒼ヶ崎さんの眼光を、しかし女使徒は平然と受け止める。


    「アハハハ！　私に勝てるのかい？　『奈な落らくの三さん姫き』が一人、この魅怨ミオンにさあ！」


    　哄こう笑しようしつつ女使徒が口にした名前は、図らずも俺の知っているものだった。


    （魅怨？　あいつ魅怨だったの？）


    　あの意外と面倒見のいい、サイドテールの、パンツが黒のレースの？


    　しかも『奈落の三姫』とか言っている。使徒にもヒロイン三巨頭がいたとは知らなかった。


    「女使徒よ！　いざ尋じん常じように勝負！」


    「遊んであげるよ！」


    　俺が割って入る前に、両者は激突した。


    　凄すさまじいスピードで繰り出される蒼ヶ崎さんの連撃を、魅怨もまたあり得ないスピードで飛びかわし反撃する。目にも留まらぬ神速の攻防だった。


    「ノロいわねえ『斬舞の剣士』！　ほら、ここまでおいで！」


    　挑発と共に、魅怨が空高く舞い上がる。やはりそうきたか。


    　武器が木刀である蒼ヶ崎さんにとって、飛行タイプの敵はすこぶる相性が悪い。木刀の間合いは、どれだけ見積もっても二、三メートルが限界……と、俺が気を揉もんでいると。


    「秘剣・刃ジンソニック！」


    　蒼ヶ崎さんが木刀を薙なぎ払うと同時に、その刀身から真空波が放出された。


    　鎌かま鼬いたちのごとき風の刃やいばが、一直線に上空の敵へと飛んでいった。


    「な……！」


    　想定外のアウトレンジ攻撃に、魅怨が顔色を変える。間一髪でそれを回避し、相手との距離を取って地上へ降り立つ。


    （あ、危なかった……魅怨の奴やつ、油断しやがって）


    　並の使徒なら、直撃を食らって終わっていただろう。さすがは幹部だ。というか、何で俺がホッとしなきゃいけないんだ。


    「かわしたか。やはり一筋縄ではいかない使徒のようだな」


    　魅怨に向けて、蒼ヶ崎さんが改めて近付いていく。


    　それを迎え撃つように、魅怨ミオンは双翼を刃やいばのごとくジャキリと硬化させた。


    「ふう。あんな飛び道具を持ってたなんてね……久し振りにヒヤッとしたよ」


    「私は『斬ざん舞ぶの剣士』。その能力の神髄は、剣風を操あやつることにある。極意に開眼した今、もはや接近戦だけが私の土俵ではない」


    「厄やつ介かいだね、ジントニック」


    「刃ジンソニックだ」


    　……まさか蒼あおヶが崎さきさんまでもが新技を会得していたとは。しかも、それにお洒しや落れなカクテルっぽい名前をつけてしまうとは。


    （これを期に、和風キャラから脱却するつもりか？　キャラがブレなきゃいいけど……と、そんなコトを心配してる場合じゃねえ！）


    　呑のん気きに観戦しているわけにはいかない。俺はもう、サブキャラではないのだ。


    「女使徒！　今度こそ首を貰もらうぞ！」


    「この魅怨をお舐なめじゃないよ！」


    　二人が戦闘を再開しようとした刹せつ那な。俺はその寸前で、両者の間に飛び込んだ。


    　蒼ヶ崎さんの剣けん閃せんを見切り、その手首を掴つかむ。同時に魅怨の鋭利な手羽先を、二指で挟み取る。


    「！」


    　蒼ヶ崎さんと魅怨が、仲良く驚きよう愕がくした。


    　しかし俺自身は、今さらビックリなどしない。一般人じゃないんだから、これぐらいできても普通だろう。というか、先ほどから力がみなぎりっ放しだ。


    「二人とも、やめぬか！」


    　キョトンとしている二人を、俺はそう一いつ喝かつする。未いまだハイテンションを引きずったままなので、また変なキャラになっていた。


    「こ、小こ林ばやし……？」


    「あ、あんた、この間の……」


    　それぞれの当惑を無視して、俺はまず蒼ヶ崎さんをキッと見み据すえる。


    「蒼ヶ崎殿！　こんなところで油を売っている場合ではなかろう！」


    「え？　ど、殿……？」


    「ラスボス戦のことを、忘れてはいまいか！　そなた行かぬ気か！」


    「いや、しかし……」


    「言い訳など聞かぬわ！　それから、魅怨殿！」


    　続いて、今度は魅怨を見据える。


    　俺の迫力に気け圧おされ、魅怨が「ひっ」と身をすくませた。その全身から、殺気がみるみる消えていく。


    「この我が輩を覚えておるか！」


    「ま、また出た……何な故ぜか襲えないセクハラ男……！」


    　彼女の声が、戦せん慄りつに強こわ張ばっていた。頬ほおがヒクヒクと引き攣つっていた。失礼な。


    「何がセクハラか！　そなたも結構、雰囲気に流されていたではないか！」


    「ち、違──」


    「耳掃除までしてくれたではないか！」


    「違う！　あれは違うの！　何ていうか、気の迷いで……」


    「とにかく、人間を襲ったら許さぬぞ！　次はあの程度のセクハラでは済まぬと思え！　部下にもそう伝えい！」


    「い、嫌ぁぁぁぁー！　ヘンターイ！」


    　直後、魅怨ミオンが喚わめきながら逃げ出した。


    　翼を広げて跳躍し、一いち目もく散さんに虚こ空くうへと飛び去っていく。瞬またたく間に夕焼けの彼方かなたへと、その姿が溶け込んでしまった。あの様子なら大丈夫だろう。


    　かくてその場には、俺と蒼あおヶが崎さきさんが残される。


    　ここだけの話、魅怨が逃げてくれたのはラッキーだった。俺は正直、あいつの死ぬところなんて見たくない。


    　彼女には膝ひざ枕まくらしてもらった借りがあるのだ。しかもその太ふと股ももは、意外と俺の頭によくフィットするのだ。


    「こ、小こ林ばやし。君は一体……」


    　まだ状況が呑のみ込めていない蒼ヶ崎さんが、辛かろうじて声を絞り出す。


    「蒼ヶ崎殿、早く行かれよ」


    　そんな彼女に、俺はキリリと引き締まった表情でそう繰り返した。


    　残念ながら、口調は戻らなかった。このキャラに関しては、深く追及しないで欲しい。


    「リューガは今、たった一人で【魔神】と戦っている。しかも【魔神】の器は、妹の杏きよう花か姫であらせられる」


    「う……」


    「ここでリューガを支えずして、いつ支えるというのだ！　こんなトコで使徒と刺し違え、そなたは満足して逝いけるのか！」


    「そのために君は、あんな無茶をしたというのか。私を死なせないために……自分の身まで挺ていして……」


    「さあ、早くリューガの元へ駆けつけるのだ！　風のごとく！」


    「……分かった。君の言う通りにしよう」


    　何やら潤んだ瞳ひとみでこちらを見詰めたのち。素直に蒼ヶ崎さんは走り出した。


    「小林！　君は避難してくれ！　二度と危険な真ま似ねはするんじゃないぞ！」


    「御意！」


    「一体何だろうか。この胸の高鳴りは……」


    　去り際にそんな蒼あおヶが崎さきさんの独り言が聞こえたが、聞こえなかったことにした。


    



    　蒼ヶ崎さんを送り出した俺は、残るヒロイン三巨頭を探して街中を駆けずり回った。


    　あとはエルミーラ＝マッカートニーのみ。きっと彼女も、どこかで使徒の撃退に精を出しているはず。それをフォローすれば、最終決戦に役者は揃そろう。


    （使徒の数は、約百体。もうそれほど残っていないはずだ。いや、また【魔神】が扉とびらを開いちまったら、新あら手てがやってくる可能性も……）


    　となると、ますますヒロインズには河か川せん敷じきへ急行してもらわねばならない。【魔神】を倒さない限り、根本的な解決にはならないのだから。


    　順次ドラマチックに駆けつけ、杏きよう花かちゃんを攻撃できない龍りゆう牙がをフォローしてもらわないと……と、そんなことを考えていると。


    「小こ林ばやし一いち郎ろう！」


    　何と前方から、エルミーラさんがやってきた。


    　自慢の赤髪がボサボサに乱れ、若干くすんでいる。制服も泥まみれで、足取りはフラフラだった。どうもかなり消しよう耗もうしているようだ。


    　おそらく相当の苦戦を強いられたのだろう。もっと早く合流していれば……。


    「大丈夫か！　エルミーラさ──」


    「血をよこしなさい！」


    　俺が慌あわてて駆け寄るなり、エルミーラさんが首筋にパクついてきた。


    「へっ？　ちょ、ちょっと待っ──」


    　有う無むを言わさず、途端にチュゥゥゥゥゥ～と容よう赦しやない吸血が始まる。外国製の掃除機のごとき、それはもう驚きの吸引力だった。


    「あ、が……」


    　みるみる全身が脱力し、その場にヘタり込む。


    　しかしエルミーラさんは許してくれなかった。彼女がゴキュゴキュと喉のどを鳴らす音を、俺はただただ聞いているしかなかった。


    「……ぷはぁぁぁー！　やっぱりアナタの血は最っ高ですわ！」


    　約一分後。ようやくエルミーラさんが吸血をやめてくれた。


    　口許を拭いながら、先刻の疲ひ弊へいが嘘うそのようにスクッと立ち上がる。何だか肌がツヤツヤで、深しん紅くの髪も鮮やかさを取り戻していた。


    「で、小林一郎。こんなところで何をしてますの？」


    　今さらながらに、そんな質問をしてくるヴァンパイア。


    　しかし俺は、答えることができなかった。地面に突っ伏し、呻うめくのが精一杯だった。


    「まさかアナタ、使徒と戦おうとしてましたの？　さすがにそれは無謀というものですわ」


    「う……ぅ」


    「安心なさいな。使徒の邪じや気きは、もうどこにも感じませんわ。とりあえず町は大丈夫……汐しお莉りさんや怜れいさんは無事かしら」


    「二人……リューガの元へ、向かった……」


    　余力を振り絞り、やっとの思いでそう伝える。


    「えっ、そうなんですの？」


    「お前も……早く行く……リューガ、助ける……」


    　俺はまた変なキャラになっていた。これまでと違って、テンションはどん底だったが。


    「そうですわね。補給も万全だし、ボヤボヤしてはいられませんわ！　今のワタクシなら、【魔神】だろうと恐れるに足らずですわ！」


    　霞みゆく視界の中で、エルミーラさんがＶサインをしている。しかしリアクションはできなかった。気を抜くと意識を失ってしまいそうだった。　


    「小こ林ばやし一いち郎ろう、アナタは避難を。あとはワタクシたちに任せなさいな」


    「了解……俺、避難する……」


    「戻ってきたら、また吸わせて下さる？　龍りゆう牙がにはナイショでね」


    　最後にそう囁ささやき、エルミーラさんは軽くウィンクしてきた。


    　そのまま元気に走り去っていく彼女の姿を、俺は朦もう朧ろうとする意識で虚うつろに見送っていた。極度に血を失ったためか、体がやけに寒かった。


    　誰か……輸血してくれない？


    



    　　　　　　　　　４


    



    　俺が再び立ち上がれるようになったのは、それから十分ほどのちだった。


    　もう今日は駄目かと思ったが、俺の体は予想以上にタフだった。寝転がっている間に、オーラの制御方法も何となく掴つかめてきた。


    （あの吸血鬼め……俺が一般人なら病院送りだったぞ）


    　だが、これでヒロイン三巨頭はラストバトルに間に合うだろう。


    　俺も寝てはいられない。後を追わねば。もっとちゃんと最終決戦に関わらなければ。


    （グズグズしてると、リューガたちが勝利してしまう。その前に行かないと。そして──見つけないと）


    　小林一郎とは何者なのか？


    　このバトルの先に、その答えがあるような気がする。戦いが決着しては、もう遅いのだ。


    （謎なぞキャラのまま終わるワケにはいかない。それは俺のプライドが許さねえ）


    　たとえ答えがないなら、強引に見み出いだすまで。自分の役割は、自分で探すまで。


    　それがここまで深入りしてしまった──俺のけじめだ。


    （そういや、まだ異界の扉とびらって開いたままだよな？　ほっといていいのかな？）


    　それが若干の気がかりだったが、対応している時間はない。というか俺は、扉を封印する手段なんて知らない。


    　きっと【魔神】を倒せば、勝手に閉まるだろう。ああいうのって、そういうモンだ。


    　そう高をくくって、とにかく俺は河か川せん敷じきへと向かった。


    



    　駆けつけた河川敷は、果たしてバトルの真っ最中だった。


    　土手から見下ろす俺の視線の先に、龍りゆう牙がとヒロインズがいる。さらにその向こうには、川岸を背にして杏きよう花かちゃんが佇ちよ立りつしていた。


    　……戦況は、一目で把握できた。


    　杏花ちゃんの前に、龍牙が膝ひざをついている。肩で息をして、相手を見み据すえるだけが精一杯の状態になっている。ここまで劣勢の火ひ乃の森もり龍牙を、俺は初めて見た。


    　そしてそれは、ヒロインズも同じだった。


    　みんな余力を残して到着したはずなのに、早くも満まん身しん創そう痍いにされていた。それぞれ制服の各所が破れ、素肌や下着をチラ見させている。ここら辺はさすがヒロインズと言えよう。


    　そんな龍牙たちに、杏花ちゃんが無表情で言い放つ。


    　明らかに彼女のものとは違う、重低音の男の声だった。


    「我ハ、【魔神】ナリ。人ハ、我ヲ呼ブナリ──コントン、ト」


    　いつしか空は、分厚い暗雲に覆われていた。ゴロゴロと雷鳴が轟き、稲いな光びかりが閃ひらめいていた。


    　と、杏花ちゃんの全身から、膨ぼう大だいなオーラが湧わき立つ。


    　どす黒く禍まが々まがしいその邪じや気きは、彼女の背後で人型を形成し、たちまち筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男となった。


    （あれが、【魔神】か……！）


    　邪気の密度が増すごとに、【魔神】がどんどん肉付けされ、実体化していく。


    　額に巨大な一本角があった。口からは長大な牙きばが突き出ていた。蓬ほう髪はつを逆立たせ、丸太のごとき両腕を組み、憤ふん怒ぬの形相で龍牙たちを睥へい睨げいしている姿は……まるで鬼みたいだ。


    「サア、滅ブガヨイ人間ドモ。ソノ血ヲ、肉ヲ、魂ヲ……供く物もつトシテ、我ニ捧ゲヨ」


    　杏花ちゃんが【魔神】を背後に携たずさえ、ゆっくりと龍牙たちへ迫る。


    　俺は土手に這はいつくばりながら、その様子をハラハラと見守っていた。


    （マズくないか？　まさかこのまま、主人公サイドがやられてしまうなんて事態は……）


    　あの【魔神】は、それくらい強敵だ。魅怨ミオンの邪気も大概だったが、正直こいつは次元が違い過ぎる。さすがにマジで世界が滅びるのは──シャレにならない。


    （どうする？　ここで参戦するか？　俺が介入するのは、本当にこの場面でいいのか？　誰かカンペでも出してくれ！）


    　俺がジリジリと焦しよう燥そうに駆られていたとき。


    　不意に雪ゆき宮みやさんが、蒼あおヶが崎さきさんが、エルミーラさんが、次々に起き上がった。龍りゆう牙がを守るようにして、一様に【魔神】の前に立ちはだかる。


    「……皆さん、治癒は必要ですか？」


    「いや、大丈夫だ。この程度で、私の剣は鈍らぬ」


    「ワタクシもですわ。颯さつ爽そうと駆けつけておいて、このまま終われませんものね」


    　そんな言葉を交わし合い、ヒロインズが同時に後ろの龍牙を見る。


    「み、みんな……」


    　龍牙は未いまだ立つこともできず、三人を見上げるだけだった。おそらく身体的ダメージより、敵が杏きよう花かちゃんだという精神的ダメージの方が大きいのだろう。


    　だが、ヒロインズの心は、まだ折れていなかった。


    　雪宮さんも、蒼ヶ崎さんも、エルミーラさんも、主人公を力付けるように微ほほ笑えんでいた。でも肌の露出は忘れない。


    　色々と困らされてきたが……やっぱり彼女たちも立派なヒロインだ。メインキャラに相応ふさわしい存在だ。


    「火ひ乃の森もりくん。私の『祝命の巫み女こ』の力、最後まで貴方あなたと共に」


    「私は『斬ざん舞ぶの剣士』。龍牙……私は、君の剣だ」


    「もちろんワタクシ、『常とこ闇やみの血族』もお忘れなく。お見せしましょう、その真なる力を」


    　三人が口々に決意を告げた、その瞬間。


    　ヒロインズの体から、凄すさまじい光の奔ほん流りゆうが溢あふれ出した。これまでの彼女たちからは考えられない、龍牙にも劣らぬ大量のオーラだった。


    　その輝きは、雪宮さんが白。蒼ヶ崎さんが青。エルミーラさんが赤……彼女たちのイメージを体現したかのようなカラーリングだ。そして。


    「神カム威イ解放──【白びやつ虎こ】！」


    「神威解放──【青せい龍りゆう】！」


    「神威解放──【朱す雀ざく】！　ですわ！」


    　彼女たちの叫びに呼応し、瞬またたく間にそれぞれのオーラが獣の姿となった。


    （あ、あれは……四し神じんか！）


    　思わず身を乗り出し、俺は三人を瞠どう目もくする。


    　──四神。西の白虎、東の青龍、南の朱雀、北の玄げん武ぶからなる、天の四方を司つかさどる聖獣たち。アニメやゲームなどで、誰しも一度くらい見たことがあるんじゃないだろうか。


    　その聖獣たちが、そこにいた。


    　ヒロインズの背後で具現化し、耳をつんざく咆ほう哮こうを好き勝手に上げていた。


    　まさかこの土ど壇たん場ばで、ベタな四し神じんネタを入れてくるとは……というか、見たところ一匹欠けている。玄げん武ぶがいないのだ。


    　龍りゆう牙がが玄武だとは考えにくい。彼女に宿っているのは【龍神】……中央を司つかさどる、四神を統すべる存在・【黄こう龍りゆう】だと思われる。


    　だから龍牙は万能なのだ。ヒロインズの各能力を、全て使えるのだ。


    （亀は戦いに絡ませ辛づらいからだろうか？　四神なのに、玄武がいないなんて……ん？）


    　玄武が──いない？


    　そこで俺は、ハッと息を呑のんだ。小こ林ばやし一いち郎ろうとは何者なのか……その答えを、ここにきてついに得たような気がした。


    （もしかして、俺が【玄武】じゃね？）


    　おそらくこれが、伏線の真相。確かに友人キャラは、時として力に目覚め、主人公の仲間キャラへと昇格することがある。


    　そういう奴やつは普段から謎なぞめいた言動をしたり、龍牙の戦いを陰から見て不敵にほくそ笑んだり、何よりイケメンでなくてはならないはずだが……今さら言っても仕方ない。


    （そうか！　そうだったのか！　だから使徒たちも、俺に妙な気配を感じてたのか！　だから俺、オーラ漏らしてたのか！）


    　考えてみれば、主人公が女である以上、一人くらい男の仲間がいないと締まらない。


    　そこに俺が入り、バランスを取るわけだ。本当はサブキャラでいたかったが、贅ぜい沢たくは言ってられない。このポジション以外、他にどうやって辻つじ褄つまを合わせられる？


    （こうしちゃいられねえ！　参戦だ参戦！）


    　ヒロインズが神カム威イ解放した今が、絶好のタイミング……ここで最後の【玄武】も加わり、四神をコンプリートさせるのだ！


    　俺が興奮し、歓喜している間にも、ヒロインズが聖獣と共に【魔神】へ突撃していく。ちょっと待って！　【玄武】もいるから！


    　そんな俺の都合をよそに、聖獣らは猛威を振るう。


    　氷雪が荒れ狂い、突風が巻き起こり、猛火が燃え盛る。対する【魔神】も、地面を揺るがし割りまくる。河か川せん敷じきは今や、多種多様な天変地異がてんこ盛りであった。


    「ホウ……数百年前ヨリ強クナッタナ。【黄龍】ノ守護者ドモ」


    　三方からの攻撃に、やや【魔神】が手を焼いている。流れは完全にこちらにあった。


    　ただし、気になることが一つある。【魔神】が攻撃を受けるたびに、杏きよう花かちゃんまで顔を歪ゆがませるのだ。もしやダメージがリンクしているのか？


    「みんな、やめてくれ！　攻撃したら杏花が……杏花が！」


    　龍りゆう牙がが悲痛な声を上げた、その刹せつ那な。


    　隙すきを見せた彼女に向けて、【魔神】が巨大な掌てのひらをかざした。


    「貴様ダケハ、弱クナッタヨウダナ。【黄こう龍りゆう】ノ継承者ヨ」


    　たちまち【魔神】の手に邪じや気きが収しゆう斂れんし、漆黒の波動が放たれる。


    　一瞬の不意を突かれ、ヒロインズは反応できなかった。


    　その強烈無比な一撃は、そのままオーラをまとっていない無防備な龍牙へと──一直線に飛んでいった。


    「危ない！　火ひ乃の森もりくん！」


    「龍牙！　避けろ！」


    「お逃げなさい龍牙！」


    　主人公の、絶体絶命のピンチ。ヒロインたちは救出に間に合わない。龍牙本人すらも動けずにいる。


    　この窮地を、誰が打開する？


    　決まっているだろう。この俺だ！


    「リューガぁぁぁぁぁ！」


    　雄お叫たけびを上げつつ、すでに俺は土手から跳躍していた。


    　そのまま先ほどのヒロインズのごとく、龍牙の前に庇かばうように立つ。そして体内のオーラだかコスモだかチャクラだかを、一気に爆発させる。


    　迫る【魔神】の波動。しかし恐れはしない。謎なぞキャラのまま終わる方が、俺にとってはよっぽど恐ろしい。


    （【玄げん武ぶ】といえば亀。亀といえば甲羅。甲羅といえば硬さ……俺の異能は、強きよう靭じんな防御力だと見た！）


    　そう。きっとそれが、使徒たちが俺への攻撃を躊躇ためらった理由。


    　奴やつらは俺の防御力を、本能で警戒していたのだ。何という納得がいく整合性！


    　目前まで来た波動に身を晒さらし、俺は高らかに叫ぶ。覚かく醒せいの決めゼリフを。


    「か、かみゅ、神カム威イ解放！　げん──」


    　ギリギリ間に合うはずだった。だが、言い慣れない単語なので、つい噛かんでしまったのが災いした。その結果──


    　俺は波動の直撃を受けて吹っ飛んだ。軽く十メートルほど宙を舞った。


    「んぶぅぅー！」


    　残りのセリフを言いながら、地面をゴロゴロ転がる。天地が目まぐるしく回転し、靴くつが片方どこかへ飛んでいく。


    （しまった……やっちまった……）


    　せっかくの見せ場だったのに。最高に燃えるシーンだったのに。


    　……【玄げん武ぶ】の覚かく醒せい、空振りに終わる。


    



    　　　　　　　　　５


    



    　ところがどっこい、俺は無傷だった。


    　手足の一つでも引きちぎれ、腹に風穴でも開いているかと思ったが、特に何ともなかった。せいぜい地面に後頭部を打ったことで、タンコブができているだけだった。


    （お、遅えよ……発動が……）


    　仰あお向むけで大の字になりながら、自分にそんな文句をつける。


    　五体満足であるからには、やっぱり俺は【玄武】なんだろう。だが……盛大にやらかしてしまった。満まんを持じして登場したのに、一秒でやられてしまった。


    （クソ……自分が【玄武】だと、もっと早く分かっていれば……）


    　そうすれば、神カム威イ解放のリハーサルができたのに。噛かむこともなかったのに……と、そんな悔かい恨こんにうちひしがれていると。


    「い、一いち郎ろうぉぉぉー！」


    　悲壮感たっぷりの絶叫と共に、駆けてくる足音が聞こえた。もちろん龍りゆう牙がだった。


    　戦闘も放り出し、たちまち俺の上体をガバリと起こしてくる。覗のぞき込んできた顔は、涙でグシャグシャになっていた。


    「一郎のバカ！　どうしてあんな無茶を！　家から出ないでって言ったのに！」


    　怒りながらも、龍牙が俺を抱き締める。


    　普通ならこのまま、彼女の腕の中で息を引き取るところなのだが……繰り返すが、俺は無傷だ。


    「お前こそ無事だったか？　リューガ」


    「私のコトなんていいよ！　それより一郎が、一郎が……」


    　迂う闊かつにも、龍牙が女の子に戻っている。


    　幸いヒロインズは【魔神】の相手をしているため、こちらに気を配る余裕はなかった。


    「一郎……死なないで……」


    「いや、俺は──」


    　ピンピンしていると言いかけて、俺は咄とつ嗟さに言葉を止めた。


    　その瞬間、ある一つの〝策〟が頭に閃ひらめいたからだ。


    （もしかして、これって結果オーライだったんじゃね？　この状況を利用すれば、最後の最後で友人キャラに戻って終われるんじゃ……？）


    　それを直ただちに実行するべく、俺は瀕ひん死しを装う。至って健康なのを隠し、息も絶え絶えにニコリと微ほほ笑えんでみせる。


    「俺は──お前が無事なら、それでいいんだ……」


    「嫌！　よくない！　一いち郎ろうがいなくなったら私、生きていけない！」


    「泣いてちゃダメだリューガ……今のお前には、やるべきコトがあるだ、ろ……」


    　その演技、そのセリフは、期せずしてお遊戯会でやった芝居と同じものだった。


    　俺のサブキャラの原点であるエリマキトカゲ役と、同じものだった。


    「信じるんだリューガ……【魔神】を倒せば、きっと杏きよう花かちゃんは取り戻せる……」


    「で、でも」


    「あの三人も、それを信じて戦ってるはずだ……」


    　そこは本音を織り交ぜておく。


    　自分がラスボスだと思っていた頃は、【魔神】もろとも消滅するつもりでいたが、考えてみれば依より代しろは「器」に過ぎない。現に龍りゆう牙がの【龍神】だって、代々受け継がれている守護神……人から人へ移せるのだ。


    　神が消えても、器は残る──その着眼点こそが、俺の〝策〟の核心でもあった。


    「いいかリューガ。こんなとこでメソメソ泣いてもらうために、俺はお前を助けたワケじゃねえ……お前はこの世界を守るんだろ……だったら杏花ちゃんも守ってみせろ……！」


    　瀕ひん死しのクセして、いささか喋しやべり過ぎだろうか。どうにも匙さじ加減が難しい。


    「お前が【魔神】を倒せたら……俺も一命を、取り留めるような気がする……」


    「ほ、本当……？」


    「ああ、約束する……さあ、行けリューガ……お前なら、必ずやれ、る……」


    　そこで俺は、気絶した振りをした。


    　あとは決着まで観戦させてもらう。どうしても龍牙たちが勝てないようなら、最後の力を振り絞ったテイストでもう一度だけ参戦しよう。


    （まあ、その心配はなさそうだけど）


    　俺の体を優しく地面に寝かせて、龍牙が静かに立ち上がる。


    　その顔は、すっかり凛り々りしい男子に戻っていた。全身から黄金のオーラを立ち上らせ、キッと【魔神】の方向を睨にらみ据える。


    「一郎、見ててくれ。必ず【魔神】を倒してみせる……そして杏花を取り戻してみせる！」


    　ああ。見てるよ。カッコいいぞ龍牙。お前の魅力はその、女の子モードとのギャップだ。


    　思えば、彼女には迷惑ばかりかけてしまった。エロいコスプレばかりさせてしまった。


    　でも、そんな日々とも……もうすぐお別れだ。


    「神カム威イ解放──【黄こう龍りゆう】！」


    　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、龍牙のオーラがさらに膨れ上がる。そのオーラが彼女の背後で、次第に「黄金の龍」へとフォルムを形成していく。


    　直視できないほどの眩まばゆい輝きを放つ、全長二十メートルはあろうかという聖獣──これが火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの守護神・【黄こう龍りゆう】だ。またの名を「ロンたん」だ。


    「はああああああ！」


    「ゴアアアアアア！」


    　龍牙の咆ほう哮こうに、【黄龍】のそれが重なる。そのまま龍牙は守護神と一体化し、巨大な光の矢となって【魔神】へ特攻した。


    　ヒロインズを圧倒しつつあった【魔神】が、すかさずそれに反応する。


    「オオ、憎キ【黄龍】……待チワビタゾ！」


    　再び【魔神】が波動を放つ。しかも今度は、両手による二砲だ。


    　しかし龍牙は残光の尾を引きながらギュンギュンとそれを掻かい潜り、敵の胸板を貫いた。


    「グ、ヌ……！」


    　初めて表情を歪ゆがませる【魔神】。しかしその足下で、杏きよう花かちゃんもまた苦しんでいた。


    　もう少しだけ我慢してくれ杏花ちゃん。


    　君のお姉ちゃんが、きっと助けてくれるから。火乃森龍牙は──俺の見込んだ主人公なのだから！


    　光弾と化した龍牙は、旋回を繰り返して何度も【魔神】に襲いかかる。


    　敵の全身をところ構わず突き破り、穿うがち、なおも速度と勢いを増していく。


    「キ、貴様……」


    　対する【魔神】は、明らかに反応で後れを取っていた。苛いら立だちに任せて波動を乱射するも、龍牙はおろかヒロインズにも当たらなかった。


    　波動の一つが、俺の目の前にドカン！　と着弾し、盛大に地面をえぐる。


    　おい。気をつけろ。思わず飛び起きてしまいそうになったじゃないか。


    「何な故ぜダ？　我ガ力、コノ程度ノハズハ……！」


    　ますます苛立ちを募つのらせ、【魔神】が独り言のように唸うなる。それは決して、単なる負け惜しみではなかったらしい。


    「お兄ちゃん！　今よ！　私が抑えている間に、早く……早く【魔神】を！」


    　地面の杏花ちゃんが、汗まみれの顔でそう叫んだのだ。


    （杏花ちゃん……意識が残ってたのか！）


    　つまり【魔神】が本調子じゃないのは、依より代しろの杏花ちゃんが抵抗し、その力を僅わずかながらも封じているからなんだろう。


    　さすが、彼女も火乃森家の人間……どうやら【魔神】は、宿る器を間違えたようだ。


    （しかも、こんな状況でもリューガを『お兄ちゃん』と呼ぶことを忘れないなんて……）


    　まさにサブキャラの鑑かがみだ。杏花ちゃんとは是非、いつか脇わき役論について語り合いたい。


    「マ、マサカ、コンナ小娘ゴトキガ、コノ我ヲ……ヌッ!?」


    　杏花ちゃんが作った千せん載ざい一いち遇ぐうの好機は、勝敗を決定付けた。


    　すでに【魔神】の眼前には、ひときわ巨大な光弾が迫っている。黄金の、そして白、青、赤の輝きを放つ、全メインキャラが一体化した必殺の一撃が。


    「消え去れ【魔神】！　奈な落らくの底へ！」


    　龍りゆう牙がの雄々しい叫びが聞こえた直後。激突した光が爆はぜた。


    「グオオオオオオ！」


    　断末魔と共に、【魔神】が光の中に呑のみ込まれ、掻かき消えていく。


    　巨影が霧散し、咆ほう哮こうの残響さえも爆音に上書きされていく。


    　──この世界に「死と破壊」をもたらさんとする、人類の敵・『奈落の使徒』。


    　その王たる【魔神】は、ここに滅んだ。


    　ちゃんと杏きよう花かちゃんを残して滅んだ。


    



    　ラストバトルの余韻もそこそこに、龍牙たちが俺に近付いてきた。


    　気を失っている杏花ちゃんのケアを雪ゆき宮みやさんに任せ、龍牙が俺の前に膝ひざを折ってくる。そして顔をそっと寄せてくる。


    「終わったよ、一いち郎ろう。これでバニーの衣装を見てもらえるね」


    　耳許で囁ささやかれたものの、こちらも絶賛気絶中である。杏花ちゃんと違って狸たぬき寝入りだが。


    「それにしても、小こ林ばやしさんは一体……何者なのでしょうか」


    「うむ。まさか私たち以外に、使徒と渡り合える存在がいるとはな……」


    「最大の謎なぞが残ってしまいましたわね」


    　ヒロインズが、口々にそんなコメントを発している。


    　今さら謎なぞもないだろう。【玄げん武ぶ】だよ。ずっと放置され続けてきた、ラスボスの攻撃をモロに受けてもピンピンしている、チート【玄武】だよ。それ以外の何だっていうんだ。


    「まあ要するに……一郎はやっぱり、只ただ者ものじゃないってコトだよ」


    　俺が呼吸していることを確認した龍牙が、笑いながら頬ほおを撫なでてくる。


    「でも、何者だろうと関係ないさ。一郎は一郎だよ。俺の大切な、ね」


    　そんな龍牙の言葉に、たちまちヒロインズから抗議の声が上がった。


    「火ひ乃の森もりくん。何だか小林さんには優しいんですね。ちょっと面白くないです」


    「同感だ。私も面白くない。そもそも龍牙、君は私たちを見て何も感じないのか？　服があちこち破れ、こんなにも肌を晒さらしているのに」


    「ワタクシも面白くありませんわ。ただ、ボーイズがラブラブしているのも大好物ですけど」


    　戦いの緊張感も去り、大団円を迎えているようだ。


    　……さて。俺にはここから、もう一仕事が残っている。


    （おあつらえ向きに、程よく和なごんだ空気になってきたな。今なら──行ける）


    　俺の〝策〟は、こうだ。


    　瀕ひん死しかと思われた小こ林ばやし一いち郎ろうは、実は【玄げん武ぶ】の防御力のお陰で無傷だった。いきなり「ふぁぁ～、よく寝た」とか言って目を覚まし、次いで「あれ？　ここはどこだ？　何で俺、こんなトコで寝てるんだ？」とすっトボけるのだ。


    　極限まで【玄武】の能力を使い果たした俺は、無事だった代わりにその力を、さらにはここ数週間の記憶を失っている。すなわち、ただの一般人に戻っている。


    　ヒロインズとのフラグも、龍りゆう牙がが女だということも、全て忘れてしまった……我ながら完かん璧ぺきだと思う。


    　これぞ起き死し回かい生せいの、『記憶にございません作戦』である。


    （これで俺は、龍牙の友人キャラとしてフィナーレを迎えられる！　あとのコトは、それから考える！）


    　見るがいい。小林一郎の、一いつ世せ一いち代だいの大芝居。


    　焦るな。まだだ。もう少し……よし、今だ！


    「ふぁぁ～、よく寝──」


    「みんなー！　無事だったー!?」


    　その時。


    　俺の欠伸あくびを打ち消すように、突然そんな少女の声が飛んできた。


    　みんなが一斉にそちらを向いたので、俺は慌あわてて昏こん睡すいを続行する。何だ？　誰だ？　メインキャラなら全員ここに揃そろってるぞ!?


    　タタタタと駆けてきたのは、小柄でショートカットの、いかにも活発そうな少女だった。薄目で観察したところ、ウチの央明高校の制服を着ていた。


    　胸はペッタンコ、目はクリクリ、ともすれば中学二年の杏きよう花かちゃんより幼く見える。しかしながら、身体能力は高そうだった。どこにも隙すきがなかった。


    （だ、誰だコイツは……こんなキャラいたっけ？　どうして今さら現れた？）


    　いや──俺は彼女を、どこかで見たことがある気がする。頭の片隅に、その記憶がある。


    　その回答は、すぐに得られた。龍牙たちに当たり前のように迎え入れられた彼女が、勝手に自己紹介してくれたからだ。


    　ただしそれは。俺の〝策〟を、俺の存在意義を、根底から覆す自己紹介だった。


    「黒くろ亀がめ里り菜なっ。開かれた異界の扉とびらを、無事に全て封印してきました！」


    　ピシッと敬礼し、ペカッと笑う黒亀里菜なる少女。


    （黒亀里菜、だと……扉を封印した、だと……？）


    　そこで俺は、ようやく彼女のことを完全に思い出した。


    　そうだ。こいつは龍牙の幼馴な染じみだ。数年振りに再会したという、家が隣で、家族ぐるみの付き合いの、二年Ｅ組の里菜ちゃんだ。


    　俺が勝手に除外していた、ヒロイン候補の一人だ！


    　そういえば、こんな奴やつもいた。しかし、何でこいつは扉とびらの封印などができる？　まさか龍りゆう牙がたちが、さほど異界の扉を気にかけなかったのは……彼女がいたからなのか？


    　気が気でない俺をよそに、龍牙たちが慣れ親しんだ感じで黒くろ亀がめ里り菜なに笑いかける。


    「お疲れ様、里菜。でも、できればもう少し早く来て欲しかったな。里菜がいれば、もっと楽に勝てただろうし」


    「えへへ、ゴメンね龍ちゃんっ。まだ覚かく醒せいして間もないから、上う手まく異能が扱えなくて」


    「全く、里菜さんはマイペースで困りますわ」


    「ちゃっは～」


    「君は仮にも『星せい壁へきの守もり人びと』だろう。私が龍牙の剣なら、里菜は盾たてだ。もっとシャンとしてもらわねばな」


    「分かってるってば～」


    「自分だけ火ひ乃の森もりくんを小さい頃から知っているのも、少しズルいです」


    「ねぇみんな。まだ気付いてないみたいだけど、龍ちゃんは女……」


    「わあー！　何でもない！　何でもないから！」


    　龍牙がガバリと立ち上がり、必死にごまかしている。


    　どうやら黒亀里菜は、龍牙の秘密を知っているようだ。これも幼馴な染じみの特権か。


    （というか、そんなことはどうでもいい）
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    　俺は今、恐怖に震えている。マジで瞳どう孔こうが開きかけている。


    　覚かく醒せいしただと？　『星せい壁へきの守もり人びと』だと？


    　そして黒くろ亀がめという、思いっきり「そのまんま」の名字。まさか、まさかこいつは……！


    「とにかくみんな！　これからもヨロシクね！　【玄げん武ぶ】こと、黒亀里り菜なちゃんを！」


    　お前かい。


    　お前が【玄武】かい！


    （何でそんな大事なコトを今まで黙ってた！　何で全然メインストーリーに絡んでこない！　しかもラストバトルに間に合わないって、頭を丸めるだけじゃ済まされねえぞ！）


    　すぐにでも起き上がり、胸ぐらを掴つかんでやりたかった。俺のここまでの奇妙な冒険は、一体何だったのかと。


    　しかしそれはできない。今ここで起きたら、俺には無傷であることの説明責任が生じてしまう。


    （ラスボスでもない。使徒でもない。【玄武】でもない。じゃあ俺は何なんだよ……ストーリーに水を差しまくっただけじゃねえかよ……）


    　何はともあれ。黒亀里菜のお陰で、俺は起きるタイミングを完全に逸してしまい──あとには再び謎なぞだけが残った。


    　小こ林ばやし一いち郎ろうとは何者なのか？　という謎が。

  


  
    エピローグ


    



    



    　ラストバトルが終わると、俺はそのまま病院に担ぎ込まれ、入院することになった。


    　一方の杏きよう花かちゃんは、自宅静養だった。本当は俺もそうしたかったが、目を覚ませなかったので仕方なかった。


    　急患扱いにされ、精密検査まで受けた。その結果、医者から「ただの貧血ですね」と言われた。「でしょうね」としか言えなかった。


    （まあ、しばらく学校をサボれるのは幸いか……）


    　病室のベッドに寝そべりながら、俺は真っ昼間から途方に暮れ続ける。


    　龍りゆう牙がたちが見舞いに来ようとしたが、すぐに退院するからと断っておいた。せめてもの僥ぎよう倖こうは、「ラストバトルのことは何も覚えていない」という釈明だけは、辛かろうじて受け入れてもらえたことか。だが、これからどうしたものか……。


    （結局、リューガが女である事実は知ったままだ。ヒロインズとのフラグも、もちろん残ってる。使徒の女幹部とも知り合いになってしまった）


    　そして最大の問題は、謎キャラに戻ってしまったこと。


    　全ての伏線を投げっ放しにして、世界に平和が訪れてしまったことだ。


    　もはや友人キャラへの回帰に意味はない。龍りゆう牙がの戦いは、もう終わったのだから。


    「俺って……リューガにとって何だったんだろ」


    　そんなことをポツリと呟つぶやいたとき。傍かたわらの携帯がメールを着信した。


    　送信者は、当の龍牙だった。推測するにバニーのコスプレを披露する日でも決めたいのだろう。それとも、未来の赤ちゃんの名前でも決めたか。


    『一いち郎ろうへ。体調はどう？　あまり無理しないでね』


    　メールはそんな気遣いから始まっていた。


    　ただ、続く内容は、俺の予想とは違っていた。というか、とんでもないものだった。


    『実はね、一つ大事な知らせがあるの。今の一郎に伝えるべきか悩んだんだけど……やっぱり早い方がいいと思って』


    　文字を追うにつれて、次第に俺の顔が強こわ張ばっていく。鼓動が速まっていく。


    『最後の瞬間に、【魔神】が言ったの。自分は──四凶の一人だって。いずれ他の三王も、復活するだろうって』


    　四凶？　四凶って何だ？


    　その説明は、続く文にすぐ記されていた。


    『四凶というのは、古来より人類と敵対してきた【魔神】たちのコトなの。コントン、トウテツ、トウコツ、キュウキからなる、邪悪な神々……私の使命は、まだ終わっていないの。使徒はすでに、次の【魔神】を探して動き出しているようだから』


    　まだ、終わっていない？


    　龍牙の戦いは、物語は……単なる「第一部・完」だったということか？


    『ゴメンね一郎。でも私、ガンバるから。一郎との恋人修行だって、まだまだ続け──』


    　メールを読んでいる途中。俺はふと、携帯画面から視線をズラした。


    　自分の手から、どす黒いオーラが出ているのに気付いたからだ。


    「な、何だこりゃ？　敵もいないのに……」


    　慌あわてて上体を起こすなり、背中に強烈な気配を感じる。


    「！」


    　……正直、振り向いてはいけないような気がした。


    　振り向けばそこに、とても恐ろしい、背後霊よりヤバい存在がいる気がした。


    （まさか俺の正体は、第二の杏きよう花かちゃんだったのでは……？　より正確に言うと、第二部の杏花ちゃん的ポジションだったのでは……？）


    　かつて魅怨ミオンが言っていた。俺を襲えない理由は、「私らに近い存在だから」だと。加えて、このどす黒いオーラは……間違いなく杏花ちゃんが発していたそれと同じものだ。


    　俺が硬直している間にも、背後の気配はどんどん濃くなっていく。それが邪じや気きであることなど、とっくに分かっていた。


    　やがて、そんな俺に向けて。


    　背中の「そいつ」が、鷹おう揚ような調子で呼びかけてきた。


    「旦那、こんなトコで寝てていいんですかい？　もうすぐ期末テストですぜ」


    　意外と流りゆう暢ちような喋しやべりだった。何の心配をしてるんだ、こいつは。


    「コントンの奴やつから攻撃されたお陰で、やっと完全に目が覚めやしたぜ。あのクソ野郎、やられちまってイイ気味だ」


    　そのクソ野郎って、杏きよう花かちゃんに宿ってた【魔神】様だよね？　じゃあ、こいつは──


    「旦那ぁ。無視しないで下さいよぉ」


    　ちょっとスネた声になった「そいつ」に、俺は前を向いたまま、返事だけよこした。


    「……お前も、やっぱ【魔神】？」


    「ええ、【魔神】でさぁ。テッちゃんって呼んで下さい」


    　テッちゃん。多分こいつはアレだ。四凶の一匹、トウテツだ。


    



    　火ひ乃の森もり龍りゆう牙がの物語は、まだ続いている。それ自体はよかったのかもしれない。でも。


    　俺が友人キャラに戻るの、かなり無理っぽい。


    



    


  


  
    



    あとがき


    



    　皆様、初めまして。伊だ達て康やすしと申します。


    　もしもご存じだという方、ご無沙汰致しております。お変わりなどないでしょうか。伊達康です。


    



    　この度たびは『友人キャラは大変ですか？』を手に取って頂きまして、まことに有り難うございます！　疑問形タイトルに縁があるようでして、著者的には前作に続く「？」付きの表題となりました。


    　タイトルを決めるのは難しいものです。


    　今回、自身からも『ベストフレンダー小こ林ばやし』『ダチ・デ・イサセーロ』等、語学力を活かしたタイトル案を出させて頂きました。


    　また、壮大なタイトルをと考え『小林ング・サーガ』『ドラゴンウォーズwith小林』といった案も出させて頂きました。


    　当然ではありますが、編集部様のご英断でことごとくボツとなりました。本当にどうもすみませんでした。


    　ただ『ベストフレンダー小林』だけは、帯の部分で使って頂けるようです。とても光栄であります。


    　こんなことなら『超クラスメイター小林』とか『バック・トゥ・ザ・トモダーチャー』とか『進撃の友人』とかも、お叱りを恐れず提案しておけばよかった……そんな心残りを感じている今日この頃です。


    



    　完成まで色々すったもんだありましたが、ともあれ少しでも楽しんで頂けるものとなっていれば幸いでございます。読まれた方々の暇ひま潰つぶしの一助となれば、著者としてこれほど嬉しいことはありません。


    　ガガガ文庫様には初めてお世話になりますが、変わらぬスタンスで、しかし向上心を忘れず頑張っていこうと思います。


    　そしていつか、友人たちにも「俺、小説書いてるんだぜ」と胸を張って言える日が来ることを夢見ております。未いまだにコッソリ活動している、覆面ラノベラー・伊達康です。


    



    　それでは、月並みですが謝辞を。


    　魅力的なイラストを描いて頂いた紅べに緒おさん。


    　担当さん並びに、編集部の方々。


    　出版・販売に携たずさわって下さった多くの皆様。


    　そして読んで頂いた貴方に。


    　この場をお借りして厚く御礼申し上げます。今後とも、どうぞ宜しくお願い致します。


    



    　名な残ごり惜しくはありますが、この辺で筆を置こうと思います。ここまでお付き合い頂き、まことに恐縮です。大好きです。


    　主人公（？）である一郎の「友人キャラ」への道はまだまだ大変ですが、メインキャラたちとのフラグにも負けず、ラスボスへのフラグにも負けず、ついでに新キャラとのフラグにも負けず、次巻もあれこれ足あ掻がいてもらう予定です。


    　ではまた、こうしてお会いできることを祈って。


    　ありがとうございました！


    



    
      伊だ達て 康やすし

    

  


  
    伊達　康


    Yasushi Date


    



    ２０１２年、ＭＦ文庫Ｊにてデビュー。外で執筆する習慣があるので、冬は辛いです。そんな僕ですが宜しくお願いします。
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